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亘　指定文化財等保護事業

園田県田市指定文化財（剛旨定8件e県指定14件e市指定39件、合計61件）

平成15年4月21日、貞禅寺の惣門及び山門が長野県宝に指定された。

指定文化財一覧表

N o．指定区分 ！ 文化財名 ！　　　　 名　 称 員数 所在地 所有者

佐久市

指定年月日

S44．4．121

2

3

4

5

国指定

国指定

国指定

国指定

国指定

i　 史跡

！ 重要文化財

！ 重要文化財

！ 重要文化財

i 重要文化財

恒 中込学校

「駒形神社本殿 （附 ‥棟札4枚）

！紙本着色一遍上人絵伝 巻第二

！紙本墨書他阿上人自筆仮名消息

恒 中込学校校舎 （附 ：建築文書3点）

1ヶ所 中込

1棟 下塚原 駒形神社 S24．5．30

1幅 野沢 金台寺 S9．1．30

1幅 野沢 金台寺 S9．1．30

1棟 中込 佐久市

藤沢平治

跡部踊り念仏保存会

佐久市

西念寺

S44．3．12

S52．6．11

H 12．12．27

T lO．3．3

S34．11．9

6 国指定 重要文化財 鉄鐘 1 跡部

7 国指定 無形民俗文化財 跡部の踊り念仏 1 跡部

8 国指定 天然記念物 岩村田ヒカリゴケ自生地 1ヶ所 岩村田

9

10

県指定

県指定

i　 県宝

！　 県宝

檀 念寺木造阿弥陀如来坐像

！正法寺木造地蔵菩薩半伽倍像
1躯 岩村田

1躯 根々井 正法寺

安養寺

貞禅寺

S44．5．15

S63．3．24

H 4．9．10

11 県指定 県宝 版本大般若経 577巻 安原

12

13

県指定

県指定

i　 県宝

県宝

！貞禅寺三重塔

安養寺木造阿弥陀如来及び両脇侍立像

1 前山

3躯 安原 安養寺

貞禅寺

柳沢茂

大伴神社・佐久市

正法寺

龍雲寺

個人34名

個人37名

個人39名

荒宿十二社

金台寺

工藤光吉

工藤勇祐

H 6．7．22

H 15．4．21

S37．7．12

S40．4．30

S40．7．29

S44．10．2

S46．5．27

S46．5．27

S46．5．27

S61．3．27

S46．10．1

S46．10．1

S46．10．1

14 県指定 県宝 貞禅寺惣門及び山門 2棟 前山

15 県指定 史跡 三河田大塚古墳 1基 三河田

16 県指定 史跡 伴野城跡 1 野沢

17 県指定 史跡 根井氏館跡 1 根々井

18 県指定 史跡 北高禅師墓碑 1基 岩村田

19 県指定 史跡 大井城跡 （王城・窯岩城） 2ヶ所 岩村田

20 県指定 史跡 平賀氏城跡 1 平賀

21 県指定 史跡 岩尾城跡 1 鳴瀬
！22 県指定 天然記念物 王城のケヤキ 1 岩村田

23 市指定 有形文化財 金台寺の鉦 1 野沢

24 市指定 有形文化財 竹田の鉦 （一） 1 根岸
！25 i

i 26 ！

市指定

市指定

有形文化財 ！

有形文化財 ！

竹田の鉦 （二）

ヽ

1 根岸

水禄十一年上原筑前御恩御検地帳 2冊 瀬戸 柳澤譲 S49．12．1

S49．12．1
！27 i

28 ！

市指定

市指定

有形文化財 i

有形文化財 ！

下桜井村寛永の五人組帳

桃源院木造地蔵菩薩坐像

1 桜井 臼田繁雄

1躯 南岩尾 桃源院

取出区

平尾大社

中善寺

S49．12．1

S49．12．1

S49．12．1

S49．12．1

29 市指定 有形文化財 取出町百番観音 100躯 取出

30 市指定 有形文化財 平尾大社本殿 1棟 上平尾

31 市指定 有形文化財 平賀村中善寺大般若経 600巻 平賀

32 市指定 有形文化財 日長命寺二王堂應永在銘石柱 1基 大沢 長命寺 S54．9．25
33 ！市指定 有形文化財 暦應在銘板碑 1 中込 正楽寺 S57．3．1
34 ！市指定 有形文化財 安養寺木造法燈国師倍像 1躯 安原 安養寺 S62．10．20
35 ！市指定 有形文化財 安養寺中世文書 7点 安原 安養寺 S62．10．20
36 ！市指定 有形文化財 ！後沢遺跡出土遺物 一括 （小宮山） 佐久市 S62．10．20
37 ！市指定 有形文化財 ！北西ノ久保遺跡出土埴輪 一括 （岩村田） 佐久市 S62．10．20
38 i 市指定 有形文化財 i上直路遺跡出土遺物 一括 （岩村田） 佐久市 S62．10．20
39 ！市指定 有形文化財 ！周防畑B 遺跡出土遺物 一括 （長土呂） 佐久市 S62．10．20
40 ！市指定 有形文化財 ！瀧の峯古墳群出土遺物 一括 （根岸） 佐久市 S62．10．20
41 ！市指定 有形文化財 i中道遺跡出土遺物 一括 （野沢） 佐久市 S62．10．20
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N o．

42

43

指定区分

市指定

市指定

文化財名

有形文化財

有形文化財

名　 称 員数 所在地 所有者 指定年月日

東一本柳古墳出土遺物 一括 （岩村田） 佐久市 S62．10．20

龍雲寺中世文書 38点 岩村田 龍雲寺 S62．10．20

大井法華堂修験関係文書 859点 岩村田 大井道也 H l．11．644

45

46

市指定

市指定

市指定

有形文化財

有形文化財

有形文化財

木造愛染明王坐像及び両脇侍木造両界大日如来坐像 3躯 志賀 法善寺 H lJ 1．6

旧大沢小学校 1棟 大沢 佐久市 H 8．6．6

倉沢薬師堂 （附 ：宮殿・石造薬師如来立

像・加舎自雄自筆奉納俳額）
4 前山 貞禅寺

ヽ

H lO．4．3047 市指定 有形文化財

48 市指定 有形文化財 正法寺多層塔 1基 根々井

岩村田

正法寺

関口芳幸

H lO．12．28

S45．10．149

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

市指定

市指定

市指定

市指定

市指定

市指定

市指定

市指定

市指定

市指定

市指定

史跡

史跡

史跡

史跡

史跡

史跡

史跡

史跡

名勝

天然記念物

鵜縄沢端一里塚東塚 1基

大梅禅師墓碑 1基 内山 正安寺 S45．10．1

安原大塚古墳 1基 安原 英多神社 S45．10．1

北西ノ久保石造塔婆群 1群 岩村田 井上行雄 S49．12．1

正楽院供養塔 1 平賀 長福寺 S49．12．1

前山城跡 1 前山 個人11名 S56．4．23

後沢遺跡 2基・5棟 小宮山 佐久市 S62．10．20

瀧の峯古墳群 4基 根岸 個人6名 S62．10．20

吸月原 1 小田井 佐久市 S53．2．1

白山神社のイチヰ古樹 1 常和 白山神社 S45．10．1

天然記念物 野沢町の男女木 1 野沢 大伴神社

佐久市

S46．10．1

S53．2．160

61

市指定

市指定

天然記念物 チョウゲンボウ生息地 2ヶ所 伴野・鳴瀬

無形民俗文化財 岩村田祇園祭におけるお船様祭り 1 岩村田 荒宿区 S58．9．1

2　普及‖公開事業

旧中込学校入館者　　9，273人（開館日数307日）

藤村旧宅入館者　　2，561人（開館目数141日）

佐久市教育委員会

教　育　長　　　高柳　勉

教育次長　　　赤羽根寿文

文化財課長　　　嶋崎節夫

文化財係長　　　高村博文

文化財係　　林　幸彦、三石宗一、須藤隆司、小林眞寿、冨沢一明、上原　学、赤羽根太郎、出澤　力

調査主任　　佐々木宗昭、森泉かよ子

調査副主任　　　堺　益子

文化財保護審議会委員

会　　　長　　　鈴木公人

職務代理　　　小林徳雄

清水岩夫、堀籠好夫、小林蕎三、並木良子、中沢忠人、小栗　集

資料館協議会委員

会　　　長　　　小林浜治郎

職務代理　　　柳澤　陽

花岡　茂、鈴木公人、赤岡靖雄、臼田隆雄、高畑恒夫、酒井圭子
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辿　埋蔵文化財事業

1保護□保存事業

（1）記録保存

1）概要

開発 原 因者
調査 実 施数

報 告書刊 行発 掘 試掘 立会 整 理 計

国
畢
勘

i

l

国　 ・　 県　 補　 助

国　 土　 交　 通　 省

佐 久 建 設 事 務 所 3 1 1 5 1
佐 久 下 水 道 組 合 1⊥ 1
佐久 市土 地 開発 公社 2 1 3 1
佐　　　 久　　　 市 6 6 17 1 30 6

1

3

そ の 他 公 共 団 体 3 2 1 6
個人 e民 間企 業 5 30 4 1 40
学　 術　 調　 査

合　　　 計 17 41 2 4 3 8 5 12
原 因者負 担 17 3 20
国 ・県補 助 4 1 24 65

2）発掘調査e整理作業

N o． 遺 跡 名／調査面積 調査面積／事業 備　　 考
！ 1 東五里田遺跡／ 17，7 53 I彙 佐久市太字野沢／学校改築 住居2（奈臥 掘建址21捺良・中斬、ピット160、土坑14他、第117集

i 2 野沢館跡Ⅵ／470 I肩 佐久市大字野沢／沿道整備 堀2、方形配石3、土坑 66、 ピット87

！ 3 東近津遺跡／134 I肩 佐久市大字長土呂／道路改良 掘建址 1、ピッ ト29、土坑6、溝4、第118集

4 前田遺跡 V 他／1，100 Id 佐久市大字小 田井／道路改良 住居 7 ・溝 7他 （奈良 ・平安）

5 開戸田遺跡／2，00 0 I肩 佐久市大字平賀／道路改良 住居4 （古墳・平安）、溝 1 、特殊遺構 1

6 西一里塚遺跡／835 I肩 佐久市大字根々井他／道路改良 住居7 （弥生）、土坑 1、 ピッ ト74、溝3

7 大奈良遺跡／1，700 Id 臼田町大字田口／農道整備 住居13 （縄文）、土坑42 （縄文）

8 供養塚遺跡 Ⅱ／533汀i 佐久市大字新子田／のレープホーム建設 住居 1（奈良）、掘建址2、土坑4、ピット3 6、第1 14集

9 西八 日町遺跡 Ⅱ／807．7 4汀i 佐久市大字岩村 田／公会場建設 住居 9 （弥生 ・平安）、土坑2、ピッ ト5

10 北一本柳遺跡／ 99 I肩 佐久市大字岩村 田／集合住宅建設 住居4 （弥生）、溝2、土坑墓 1（弥生）、弥生銅釧出土

11 西近津遺跡 Ⅲ／20 0 n受 佐久市大字長土呂／工場建設 住居7

12 野沢館跡 V ／ 1900扇 佐久市大字原／道路改良 土坑4、ピッ ト29

13 採掘遺跡 Ⅵ／394 I彙 佐久市大字瀬戸／道路改良 住居 1

14 姫小石遺跡Ⅱ、長塚遺跡／4，000 Id 佐久市大字塚原／歩道整備 溝 1

15 西一本柳遺跡Ⅹ／1，500 ni 佐久市大字岩村田／店舗建設 住居 105、掘建址 14 （弥生～平安）

16 西一本柳遺跡刃／ 270 I肩 佐久市大字岩村田／ガソリンスタンド建設 住居2 （弥生）、溝6

17 東大久保遺跡／40 I彙 佐久市大字下平尾／宅地造成 住居 1 （平安）、溝

3）整理作業

N o． 遺 跡名 所 在 地 備考

1 聖原 遺跡 佐 久市 大字 長 土 呂 佐久 市埋 蔵文化 財 報告 書第 115集

2 東 久保 遺跡 Ⅱ 佐 久市 大 字平 賀 佐 久 市埋 蔵文化 財報 告 書第 116集

3 野 沢館 跡 Ⅳ 佐 久市 大字 野沢 佐 久 市埋蔵 文化 財報 告書 第 119集
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4）試掘・立会調査

N o ． 遺 跡 名 所 在 地 調 査 面 積 （壷 ） 開発 面 積 （前） 調 査 期 日 種 別

1 長 土 呂 遺 跡 群 12 長 土 呂 2 00．00 4，9 16．08 H 15 ．4．28 試 掘

2 一 本 柳 遺 跡 群 13 岩 村 田 2 ，3 53．60 9，7 53．55 H 15 ．4．11 － 24 試 掘

3 東 村 遺 跡

上 の 城 遺 跡 群 10

下 平 尾 3 07．00 1，5 78．00 H 15 ．5．6－ 8 試 掘

4 岩 村 田 50．00 4 01．09 H 15 ．5．22 試 掘

5 枇 杷 坂 遺 跡 群 20

上 の 城 遺 跡 群 11

長 土 呂 2 54．62 9 78．16 H 15 ．6．11 ・12 試 掘

6 岩 村 田 175．00 807．74 H 15 ．7．9－ 15 試 掘

7 一 本 柳 遺 跡 群 14 岩 村 田 5 42．00 9，753．55 H 15 ．7ユ1 試 掘

8 中 道 遺 跡 群

中 原 遺 跡 群 27

前　 山 3 91．00 1，323．23 H 15 ．7．10 試 掘

9 中　 込 153．00 1，280．00 H 15 ．9．30 試 掘

10 岩 村 田 遺 跡 群 3 1 岩 村 田 83．00 727．0 1 H 15 ．10 ．2 1 試 掘

11 東 大 久 保 遺 跡 群 4 上 平 尾 180．00 1，226．00 H 15 ．7．24 試 掘

12 戸 坂 遺 跡 群 新 子 田 7 20．00 2，314．06 H 15 ．7．10 － 17 試 掘

13 北 裏 遺 跡 群 （隣接 ） 伴　 野 507．00 2，034．84 H 15．11．18 ～ 2 1 試 掘

14 一 本 柳 遺 跡 群 15 岩 村 田 56．00 1，412．76 H 15．9．2 試 掘

15 跡 坂 遺 跡 群 9

上 の 城 遺 跡 群 12

小 田 井 543．60 3，000．00 H 15．10 ．2 試 掘

16 岩 村 田 244．00 600．00 H 15．10 ．14 ・15 試 掘

17 熊 の 堂 遺 跡 鳴　 瀬 46．00 46．00 H 15．9．24 試 掘

18 木 戸 平 A 遺 跡 （隣 接 ） 香　 坂 124．30 124 ．30 H 15．10 ．6 ・7 試 掘

19 周 防 畑 遺 跡 群 14

西 大 久 保 遺 跡 群

長 土 呂 256．80 1，089 ．00 H 15．10 ．9 試 掘

20 下 平 尾 44．00 209 ．29 H 15．12 ．8 試 掘

2 1 下 信 濃 石 遺 跡 4

平 馬 塚 遺 跡 群

岩 村 田 417．00 30，000 ．00 H 15．11．5 ～ H 16．2．2 7 試 掘

2 2 桜　 井 3，166 ．00 3，166 ．00 H 15．11．2 6－ 2 8 試 掘

2 3 寺 畑 遺 跡 群 1 1 猿 久 保 169 ．80 897 ．57 H 15．11．14 試 掘

24 宮 浦 遺 跡 群 桜　 井 248 ．00 1，846 ．99 H 15．12．16－ H 16ユ．6 試 掘

2 5

2 6

居 村 遺 跡 群 （隣 接 ）1

周 防 畑 遺 跡 群 15

周 防 畑 遺 跡 群 16

根　 岸 1 14 ．00 2，548 ．00 H 16．3．24 試 掘

佐 久 平 62 ．40 1，367 ．00 H 16．1．27 試 掘

2 7 佐 久 平 52 ．80 1，29 1．00 H 16．1．27 試 掘

2 8 中 原 遺 跡 群 28

大 堀 遺 跡 （隣 接 ）

長 土 呂 遺 跡 群 13

東 大 久 保 遺 跡 群 5

蛇 塚 B 遺 跡 群 9

中 西 の 久 保 遺 跡 群

長 土 呂 遺 跡 群 14

中 金 井 遺 跡 群 5

一 本 柳 遺 跡 群 16

中　 込 66 ．30 330 ．58 H 16．2．3 試 掘

29 前　 山 30 ．00 142 ．00 H 15．12．1 試 掘

30 長 土 呂 260 ．00 2，857 ．4 5 H 16．1．16 ・17 試 掘

31

32

33

34

35

36

下 平 尾 250 ．0 0 1，494 ．60 H 16．1ユ4 試 掘

新 子 田 18 3．6 0 1，48 1．4 5 H 16．1．9 ・10 試 掘

岩 村 田 18．0 0 700 ．0 0 H 16．1．20 試 掘

長 土 呂 160 ．0 0 78 7．4 1 H 16．2．2 3 試 掘

小 田 井 130 ．0 0 702 ．0 0 H 16．3．4 試 掘

岩 村 田 12 5．0 0 1，208 ．0 0 H 16．3．2 3 試 掘

37 居 村 遺 跡 群 （隣 接 ）2 根　 岸 1，20 2．50 11，37 3．0 0 H 16．3．15～ 2 4 試 掘

38 長 土 呂 遺 跡 群 15 長 土 呂 23 5．0 0 1，78 8．0 0 H 16．2．17 ・18 試 掘

39 中 原 遺 跡 群 29 中　 込 9 2．00 1，00 4．0 0 H 16．3．3 試 掘

40 西 近 津 遺 跡 群 5 長 土 呂 55 0．00 6 ，38 5．4 7 H 16．3．10 ・11 ・15 試 掘

41 長 土 呂 遺 跡 群 16 佐 久 平 4 0．80 88 4．0 0 H 16．3．12 試 掘

42 大 間 古 墳 群 内　 山 19．80

17．00

19．80 H 15．4．30 立 会

43 中 原 遺 跡 群 （隣 接 ）30 中　 込 2，00 0．00 H 15．4．23 立 会

44 平 賀 中 屋 敷 遺 跡 群 8 平　 賀 17．00 H 15．5．13 立 会

45 城 下 遺 跡 群 3 内　 山 4 ，0 59．00 H 15．7．14 ・2 2 立 会

46 跡 坂 遺 跡 群 9 横　 根 1，0 67．00 H 15．7．14 ・15 立 会

47 長 土 呂 遺 跡 群 17 長 土 呂 1，42 7．00 H 15．7．17 ・22 立 会

48
長 明 塚 遺 跡 （隣 接 ）5

五 里 田遺 跡 （隣 接 ）5
野　 沢 1，184．00 H 15 ．11．12 立 会

49 上 の 城 遺 跡 群 13 岩 村 田 4 45．00 H 15 ．7．14 ・17 立 会

4



N oつ 遺跡名 l 所在地 1 調査面積（戒）i 開発面積（壷）i 調査期日 】 種別
［裏 手由遺跡群32 l 岩村田　 ！ ！　 32．0‾6 l H 15．

51 岩村 田遺 跡群 33 岩村 田 585．00 H 15．8．28／9．2 立 会

52 野沢 館跡8 野　 沢 146．00 H 15．8．18 ・25・2 9 立 会

53 一 町田遺 跡2 三　 塚 1，0 70．00 H 15．9．6 立会

54 中原 遺跡 群3 1 中　 込 570．00 H 15．10．17 立会

55 久禰 添遺 跡3 太 田部 136．00 H 15．9．9 立会

5 6 樋 村 遺跡群 3 平　 賀 42．00 H 15．10．17 立会

5 7 岩村 田遺跡 群3 4 岩村 田 157．00 H 15．12．2－5 立会

5 8

西近津 遺跡 群6

常 田居 屋敷 遺跡 群9

周 防畑 遺跡 群 17

塚　 原 5 70．00 H 15．10．17 立会

5 9 東 村遺 跡群 下平 尾 3 70．00 H 15．12．25 立 会

60 岩村 田遺跡 群35 岩村 田 3，60 0．00 H 16．1－3 立 会

6 1 枇 杷坂 遺跡 群2 1 岩村 田 2，52 0．00 H 16．1～ 3 立 会

62
跡 坂遺 跡群 10

中金井 遺跡 群6
小 田井 23 9．10 H 16．2－3 立 会

63 西 一里 塚遺 跡群 根 々井 2 5．0 0 H 16．3．17 立 会

64 周 防畑 遺跡 群18 佐 久平 2，65 1．0 0 H 16．3 立 会

65 中島遺 跡 根　 岸 10 0．0 0 H 16．3．2 9 立 会

2　普及口公開活動

（1）第24回少年考古学教室

開催地　文化財課事務所

参加者　市内小中学生　27名

（2）円正坊遺跡現地説明会

開催日　平成15年4月18日・22日

参加者　地元中学生および高校生

（3）西八日町遺跡説明会

開催地　相生町公会場

参加者　地元区民　80名

（4）埋蔵文化財発掘調査年度報告会

開催地　佐久市研修センター

参加者　一般市民100名

（5）埋蔵文化財課資料展示室利用状況

入室者数　404名

3　分析巳鑑定

開催日　平成15年8月5日、12月21日

内　容　土器作り、土器野焼き

開催日　平成16年2月1日

内　容　佐久の古代と西八日町遺跡の成果

開催日　平成16年2月20日

内　容　平成15年度調査遺跡の概要・成果報告

（市内　368名　　県内12名　　県外24名）

遺 跡名 種　 別 内　 容

1 北 一 本柳 遺跡 保 存 処理 銅 製品

2 前 田 遺 跡 V 保 存 処理 鉄 製品

3 聖　 原　 遺　 跡 保 存 処理 金属 製 品

4 東 五里 田遺跡 分　　 析 黒 曜石産 地 同定

5 聖　 原　 遺　 跡 鑑　　 定 人骨

6 後 家 山 遺 跡 鑑　　 定 人骨
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4　調査概要

1乗五里田遺跡

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市大字野沢東五里田335－1

佐久市教育委員会学校教育課

野沢中学校管理特別教室棟・普通教室

屋内運動場8700Idの改築工事

平成15年2月11日～平成15年4月4日

17．753nゴ

冨沢一明・森泉かよ子

東五里田遺跡位置図（1：50．000）

経過と立地

東五里田遺跡は佐久市の南部、佐久市野沢地区に所在する。千曲川左岸にあり、千曲川により形成された沖積地に

位置し、標高673mを測る。

今回佐久市立野沢中学校管理特別教室棟、普通教室棟、屋内運動場の改築工事が行われ、現在校庭として使用され

ている地点に建設されることとなり、試掘調査をしたところ、遺構・遺物が検出された。建設工事により、これらの

遺構・遺物の破壊が余儀なく、記録保存を目的とする発掘調査をすることとなった。

調査の概要

南西に土坑群がみられ、上層より弥生時代前期にあたる氷Ⅱ式の土器群と石器が包含されていた。佐久市では佐久

市前山の瀧の下遺跡で、細密条痕の土器片が既出するが、遺構に伴う変形工字文の施された浅鉢や条痕の施された嚢

などは初見の資料であり、また県内でも小諸市氷遺跡、長野市春山B遺跡などに類例がみられるのみで注目される。

集落址は奈良時代と中世が確認された。奈良時代は竪穴住居址2棟と掘立柱建物址7棟が推定され、Hlの須恵器

壷内部からは漆が出土している。

中世の遺構としては掘立柱建物址6棟と調査区中央に南北方向の溝が検出された。溝からは中世の龍泉窯産青磁

碗・瀬戸産瓶子、渡来銭、緑泥片岩製板碑が出土している。

この中央の溝からは近世の在地の陶器、瀬戸・美濃産陶器、有田産磁器、近世では瀬戸の磁器などの碗類も出土し、

近世・近代まで連続して使用されていた。

遺　構

竪穴住居址　　2棟

奈良時代　　　　2棟

掘立柱建物址　21棟

奈良時代

中　　世

不　　明

単独ピット

土坑

竪穴状遺構

溝

棟

棟

棟

個

基

基

本

7
　
6
　
8
　
6
0
　
1
4
　
2
　
2

1

縄文時代　　縄文晩期土器（浅鉢・嚢・壷）、有茎石赦、打製石斧、スリ石

奈良時代　　須恵器（杯・高台付杯・嚢）土師器（嚢・杯）

編物石、凹石、砥石

金環

中　　世　　白磁・青磁（碗）・渡来銭

近世・近代　陶磁器



2　野沢舘跡Ⅵ

所　在　地　佐久市大字野沢字居屋敷62－1・3・8、58－1

調査委託者　佐久市区画整理課

開発事業名　野沢本町沿道整備士地区画整理

調査期間　平成15年11月17日～平成16年3月2日

調査面積　400汀f

調査担当者　林　幸彦　三石宗一　佐々木宗昭

野沢館跡Ⅵ位置図（1：50，000）

経過と立地

野沢館跡は佐久市大字野沢・原に所在し、千曲川左岸の標高675m内外の河岸低段丘に展開する。野沢市街地の中心

部に位置し、大伴神社をはじめ南に金台寺、東に成田山薬師寺などの寺社に囲まれている。この館跡は「野沢館跡」

「伴野氏城跡」「野沢城跡」「伴野城跡」などと従来複数の名称で呼ばれている。今までに野沢館跡I～V、野沢館跡1
～6などの試掘・立会・本調査がされている。

今回、野沢本町沿道整備士地区画整理で市道が築造されることになり、記録保存調査を実施した。

調査の概要

調査対象地は、江戸時代（宝暦元年）の絵図に措かれている野沢館跡外郭の土塁（北西部）に位・匿する。幾多の研

究者も外郭の推定線として想定しているところである。

今回2箇所で堀址の確認ができた。



3近津遺跡群乗近津遺跡　　　　l

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市大字長土呂字東近津1181－21外

佐久市高速交通課

道水路新設改良事業

平成15年11月18日～12月4日

134d（開発対象面積503．09ni）

小林真寿・森泉かよ子

近津遺跡群東近津遺跡位置図（1：50．000）

経過と立地

東近津遺跡は佐久市の北部、佐久市長土呂にあり、浅間山麓の放射状に延びる「田切り」地形の発達する地点にあ

る。この細長い台地上には多くの遺跡群が存在する。本遺跡近津遺跡群では、本遺跡の国道を挟む北西で昭和46年に

西近津遺跡が発掘調査され、弥生時代後期1棟、古墳時代後期3棟、の竪穴住居址が検出されている。また田切りをこ

えてすぐ南では周坊畑遺跡群南近津遺跡が平成9年に調査され、古墳時代後期14棟、奈良時代10棟、平安時代7棟、

不明4棟の計35棟の竪穴住居址、掘立柱建物址3棟等が検出されている。

今回、道水路新設改良事業が本地籍で計画され、試掘調査をしたところ、遺構・遺物が検出された。事業によりこ

れらの遺構・遺物の破壊が余儀なく、発掘調査をする運びとなり、佐久市教育委員会文化財課が調査を実施した。

なお、発掘調査は拡幅部のみで、現道は水道・下水道等により既に遺構が破壊されているため調査はしていない。

調査の概要

遺　 構 遺　 物

竪穴住居址　　　　　　　 なし 土器　 土師器 石器　 石鉄片 金属器　 鉄製釘

掘立柱建物址　　　　　 1棟 須恵器 編物石 鉄製鉄

単独 ピット　　　　　　 29個 陶磁器 スリ石

土坑　　　　　　　　　　 6基 砥　 石

溝　　　　　　　　　　　 4本 石　 版

掘立柱建物址・ピット群・土坑・溝址が検出されたが、住居

址はなかった。時代がわかる遺構は少なく、D1号土坑は土師
‾「‾六‾‾ぁl二‾‾．‾‾肯‾「く；き：か

質皿が出土し、D6号土坑から凝灰岩製の砥石がある。近世かl‾‾l‾‾
ら近代であろうか。M1号溝址は上限はわからないが下限は磁日㊨

器などから近代まで使用されていた道路で、舗装された現道路

の前の道であろう。

遺物は古墳時代後期の土師器嚢片・鉢片、奈良・平安の須恵

逼

器賓・杯片を出土している。これらの土器片より本遺跡では竪　∵‾‾‾‾‾‾「

穴住居址はなかったが周囲にこれらの時代の竪穴住居址がある

ことは推測される。

近津神社周辺の北近津・西近津遺跡群では古墳時代中期の竪

穴住居址があり、集落をなしていた。南の周防畑遺跡群では古

墳中期の竪穴住居址はなく、古墳後期後半～奈良時代の住居址

が中心となっている。近津神社付近は古墳時代中期5世紀頃、

その南の周坊畑遺跡群では7～8C頃の集落がみられる。近津

神社付近は古東山道の通過地点の諸説の中の一つとされ、（井出

正義、1995『佐久市志歴史編（一）』「東山道と佐久」）、古墳から

奈良時代の集落がみられることは注目される。

」＿0

近津遺跡群東近津遺跡全体図



4前田遺跡群前田遺跡Ⅴ他

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市大字小田井字前田外

佐久市高速交通課

交通安全施設等整備車業

平成15年10月8日～11月28日（現場）

1，100n了

上原　学 ：‾l‾振
前田遺跡群前田遺跡Ⅴ他位置図（1：50，000）

経過と立地

前田遺跡Ⅴ他は、佐久市北端の南北に長い地域で、調査範囲内には前田遺跡群・鍛冶屋遺跡群・曽根城遺跡・曽根

城跡・芝宮遺跡群が含まれる0それぞれの遺跡はいずれも浅間の麓から放射状にのぴる田切り地形の細長い台地上に

位置し、標高は754～763mを測る0前田遺跡群周辺では昭和60～62年にかけて前田遺跡トⅡ・Ⅲ次、鍛冶屋遺跡

I・Ⅱ合わせて48，000n了の調査が行われ、古墳時代から中世に至る遺構（住居址19輔、掘立柱建物址196棟、井戸跡21
基、土坑882基、墓墳9基、竪穴状遺構40基、溝状遺構36条）が確認されている。

今臥佐久市による交通安全施設等整備事業（道路改良）が行われることとなり、遺構の記録保存を目的として発
掘調査を実施した。

調査の概要

今回の調査地域は南北に細長く、幅3m前後と限られた調査範囲であったが、縄文・古墳・奈良平安・中世の遺構

を確認することができた。調査遺構は縄文時代の落し穴1基、古墳時代の住居址1軒・奈良平安時代の住剛と6軒、
溝跡7条、土坑、ピット群である。

遺物は土器（土師器・須恵掛、鉄製品（糸紬に利用する紡錘車・鎌・刀子）が出土し、須恵器の中には墨で「万」
と書かれた墨書土器、焼成前にへラなどで漢字を刻み込んだ刻書土器が含まれていた。

曽根城遺跡調査区全景（南から）

鼓

芝宮遺跡群下曽根遺跡調査区全景（東から）



5　開戸田遺跡

所　在　地　佐久市大字平賀字間戸田

調査委託者　佐久建設事務所

開発事業名　国補道路改良（国）254号佐久市平賀バイパス

調査期間　平成15年4月1日～5月19日（現場）

調査面桔　2，000n了（一部平成14年度調査範囲を含む）

調査担当者　上原　学

P．∴．－．．∴

開戸田遺跡位置図（1：50，000）

経過と立地

開戸田遺跡は、千曲川右岸の平賀地積にあり、東方向から舌状に張り出した後家山丘陵南麓に広がる標高688m内外

の台地上に展開する。この台地の南は地形が一段低い低地帯となり、現在も広く水田として利用され、南に位置する

滑津川の氾濫源沖積地となっている。

近年、開戸田遺跡周辺で行われた調査としては、平成11・12年度にかけて西側の水田地帯に展開する樋村遺跡［の

調査が行われ30軒をこえる古墳時代後期の住居址が発見されている。また、この樋村遺跡は昭和57年に大規模な調査

が行われており、弥生時代から平安時代の住居址300軒以上が発見され、このうち280軒をこす住居址が古墳時代後期

であることが確認されている。関戸田遺跡西方に広がる一帯には古墳時代後期に当時としては規模の大きい集落が形

成されていたものと考えられる0また、平成13・14年には北側の後家山丘陵に展開する後家山遺跡・東久保遺跡の調

査が行われ、弥生時代中期・後期の住居址70軒あまりが高地性集落的要素を持った比較的高所の緩斜面上から発見さ

れた他、同時に3基の古墳址も調査されている。

今回、佐久建設事務所により、遺跡を東西に横切る道路改良事業が行われることとなり、遺構の存在を確認するた

め試掘調査を行った。その結果、古墳・平安時代の住居址が多数確認されたことから、遺構の記録保存を目的として、

発掘調査を実施した。

調査の概要

今年度は平成14年度に竪穴住居址17軒、掘立柱建物址3棟、溝状遺構6条などを発見した発掘調査の継続で、一部

調査区の拡張を行い新たに住居址2軒を発見した。本年度調査遺構は昨年調査を終了した遺構を除く住居址4軒（古

墳時代2軒、平安時代2軒）溝状遺構2条、特殊遺構1基（平安時代）、畑畝跡である0古墳時代の住居址2軒は一辺

約5mを測り、カマドは北壁中央に石、粘土を利用して構築されていた。周辺には多量の焼土、炭が認められ、生活

の痕跡が伺われた。また床面上には当時使用していたと考えられる土師嚢などの土器が出土した0特殊遺構は平成14

年度調査の継続で古墳時代の住居址を壊し、平安時代の住居址に一部破壊されている。付近から平安時代（9世紀代）

の土器が出土することから遺物と同時代と考えられる0形態は比較的大型の河原石を径1・8m、深さ50cmの穴に詰め込

んだ状態で、穴の中央には上面が平坦で大型の石が存在し、周囲には20～30cmの石が詰め込まれている0さらに集石

の四方を細長い溝状遺構が囲んでいる。この溝状遺構と集石は別遺構である可能性も考えられるが、遺構内に埋まっ

た土質及び集石が溝のほぼ中央に位置することから同一遺構としたい。本遺構の性格は不明だが周辺の土壌からは焼

土及び10～20cmを測る角釘が多数出土することから、一般的な住居址とは異なる特殊な建物が存在していた可能性が

考えられる。

調査遺構　　竪穴住居址－4軒

溝状遺構－2条

特殊遺構－1基

単独ピット

畑畝跡

出土遺物　出土遺物土師器（杯・整・壷・甑・高杯）

須恵器（杯・聾）

手づくね土器

玉類（滑石製臼玉）

石製品（紡錘車・鵜き臼）

石器（打製石斧）

鉄製品（短刀・鋤先・角釘）
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6　西一里塚遺跡I

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市大字根々井・平塚

佐久建設事務所

道路改良車業

平成15年11月24日～12月22日

835汀i

三石宗一

西一里塚遺跡Ⅲ位置図（1：50，000）

経過と立地

西一里塚遺跡群は根々井地籍の北側、平塚寄りに位置し、湯川右岸の河岸段丘上に広がる水田地帯に立地する。

本遺跡群内では南方の餅田遺跡から昭和9年に土製紡錘車と土製勾玉が出土し、弥生時代後期から平安時代に至る

遺跡として周知されていた。このため、佐久平地区圃場整備事業に伴い、昭和47年度に餅田遺臥昭和48年度には西

一一里塚遺跡の発掘調査が実施され、餅田遺跡では弥生時代後期以降の構址3条、西一里塚遺跡では弥生時代後期以降

の環濠と考えられる溝址とそれに囲まれる竪穴住居址11棟、土坑7基、溝址6条等が調査されている。

今回、佐久建設事務所により県単道路改良事業（塩名田佐久線）が計画されたため、記録保存を目的とする発掘調

査を実施した。

調査の概要

今回の調査地の北方には常木用水を挟んで昭和48年度に調査された西一里塚遺跡が、南方には昭和47年度に調査さ

れた餅田遺跡が近接して存在することから、弥生時代後期の集落址とこれを囲む環濠の検出が予想された0

今回調査された遺構は、弥生時代後期の竪穴住居址7棟の他、土坑1基、ピット74基、溝址3条であり、いずれも

調査区中央部分の畑より検出されたものである0また、調査を行った竪穴住居址はいずれも床面付近まで削平されて

おり、わずかにH5号住居址が四壁を残すのみである。

調査区東及び西側の水田部分についてはトレンチを掘り下げ遺構の確認を行ったが、遺構・遺物ともに確認されな

かった。なお、東側の一部畑については遺構の有無を確認するため試掘調査を行った。その結果、西一里塚遺跡で調

査された環濠に連続する可能性が高いと考えられる溝址3条が検出されたため、この部分については平成16年度に発

掘調査を実施することとなった。

12



7　大奈良遺跡

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

経過と立地

長野県南佐久郡臼田町大字田口

字金石3894～3889

日田町

ふるさと農道緊急整備事業

平成15年11月4日～同年12月25日

1，700汀f

須藤隆司

大奈良遺跡は千曲川右岸の河岸段丘に立地し、『臼田町遺跡詳細分布調査報告割には縄文時代中期・弥生時代後

期・古墳時代・平安時代の遺跡として登録されていた。今回、臼田町が遺跡内にふるさと農道緊急整備事業として道

路建設を計画したため、臼田町が平成15年10月1日・2日の両日で試掘調査を実施したところ、縄文時代の遺物が大

量に出土し、遺跡保存の必要性が生じた。そこで、臼田町より委託を受けた佐久市教育委員会が記録保存を目的とす
る発掘調査を行う運びとなった。

調査の概要

平成15年度の調査では古墳時代の竪穴住居址2軒と縄文時代中期の竪穴住居址10軒・敷石住居址2軒・土坑42基、

縄文時代後期の敷石住居1軒が検出され、縄文時代中期の拠点的な集落の存在が判明した。出土した膨大な遣物は、

縄文土器が主体であるが、特記できることが約2，000点にも及ぶ打製石斧とその製作・再生剥片が多量に検出されたこ
とである。
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8　供養塚遺跡I

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市大字新子田字供養塚892－2

財団法人医療経済研究所　社会保険福祉会

グループホーム建設事業

平成15年9月3日～9月24日

533n了

出澤　力

供養塚遺跡Ⅱ位置図（1：50，000）

経過と立地

供養塚遺跡Ⅱは佐久市新子田地籍に所在する0湯川東岸に接する浅間軽石流堆積物による台地上の東端に位置し、

標高は706m内外を測った0本遺跡は戸坂遺跡群内にあり、遺跡に隣接した箇所で供養塚遺跡、四ツ塚遺跡I・Ⅱ、

四ッ塚古墳などの調査が行われ、古墳時代末期の住居址と奈良時代の住居址等が確認されている。

今回、財団法人医療経済研究所社会保険福祉会によりグループホーム建設事業が計画され、事前に対象地内の遺構・

遺物の有無を確認するために試掘調査が行われた。その結果遺構が認められたため遺構の破壊を免れない建物部分に

っいてのみ遺構の記録保存を目的とした発掘調査が実施されることとなった0

調査の概要

調査された遺構・遺物については以下の通り。

遺　構

竪穴住居址（奈良）1軒・掘建柱建物址2軒・

土坑4基・ピット36基

遺　物

土師器（杯・襲）・須恵器（杯・襲）・土製紡錘車・

石製品（紡錘車・砥石・編物石・摘石）

住居址は壁長6m強の規模で、柱穴の他に壁柱を有す

る。遺構内からは奈良時代の土師器杯・聾・須恵器杯

などが出土し、また土製・石製紡錘車や、覆土中および

床直面より大量の編み物石の出土も確認した。周辺の四

ッ塚遺跡工・供養塚遺跡Iにおいても同時期の住居址が

認められており、遺跡が所在する台地上の本遺跡周辺に

奈良時代の集落が展開することが分かった。
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H1号住居址（南から）
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9　上の域遺跡群西ハ日町遺跡I

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市大字岩村田字西八日町2130－7・8

佐久市相生町区

相生町区公会場建設

平成15年7月23日～7月31日

150Id

林　幸彦

西八日町遺跡Ⅲ位置図（1：50，000）

経過と立地

上の城遺跡群は、湯川右岸の台地上に所在する。本調査地点の周辺は、道路築造、店舗建設、宅地造成などの開発

に伴う記録保存調査が数多く行われている0上の城遺跡I・Ⅱ、西八日町遺跡I、観音堂遺跡で弥生時代中期・後期、
古墳時代、奈良時代、平安時代、中世の集落が調査されている。

今回、相生町区が公会場建設を計画した。試掘調査を実施し遺構が確認され、協議の結果建物基礎部分の記録保存
調査を行うことになった。

調査の概要

試掘調査では、弥生時代後期～平安時代の11軒以上の竪穴住居址等が確認された。本調査では、弥生時代後期の竪

穴住居址2軒、古墳時代後期の竪穴住居址2軒、平安時代の竪穴住居址4軒が検出された。遺物は、弥生時代後期土
器、土師器、須恵器が出土した。

15



10－本柳遺跡群北一本柳遺跡

所　在　地　佐久市大字岩村田666－1

調査委託者　清水俊之

開発事業名（仮称）レオパレス21清水邸新築工事

調査期間　平成15年9月26日～10月3日（現場）

調査面積　99Id

調査担当者　上原　学

痴ヂ

一一本柳遺跡群　北一本柳遺跡位置図（1：50，000）

経過と立地

一本柳遺跡群は、佐久市岩村田市街地の西の標高685～702mを測る湯川右岸の台地上に位置する。調査区は佐久市

を南北方向に通過する国道141号線臼田バイパス東側に位置する。この周辺地城は弥生時代から中世に至る遺跡の密集

地城として知られ、これまでに数多くの発掘調査が行われている。

今臥集合住宅建設工事が行われることとなり、遺構の有無を確認するため試掘調査を実施したところ、多くの住

居址を検出した。試掘結果に基づき開発主体者と改めて協議を行い、開発面積1412・76Idのうち、遺構の破壊される地

域99Idについて佐久市教育委員会が主体となり発掘調査を実施した。

調査概要

今回の調査区は遺構の破壊が予想される99Idという限られた範囲であったが、弥生時代後期と考えられる住居址4

軒、土墳墓1基など予想以上の成果を得ることができた。住居地4軒のうち1軒は全体調査が可能であったが、他の

3軒は大半が調査区域外となり部分的な調査にとどまった。

遺物は弥生式土器が中心だが、1号土墳墓及びH2号住居址覆土内から青銅製の銅釧が出土した。2つの銅釧のう

ち、住居址出土の釧は佐久市他、東日本各地で出土している断面縦長で非常に薄く、帯状をしているところから帯状

円環型銅釧と呼ばれている釧であるが、土墳墓出土の銅釧は断面が帯状円環型銅釧に比して幅が狭く、厚みがあり、

やや異なる形状を示している。弥生時代の訓としてはこれまで東日本では認められない形状という。遺構・遺物の詳

細は以下の通りである。

調査遺構　　竪穴住居址－4軒

土　墳　墓－1基

溝　　　跡－2条

出土遺物　　弥生式土器（後期一嚢・壷・高杯・蓋）

青銅製鋼釧　2

鉄製品（器種不明）

土製紡錘車（弥生式土器壷転用）

石製品（磨り石等）

C
H2号住居址出土鋼釧（左）D1号土坑出土鋼釧（右）
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11西近津遺跡群西近津遺跡I

所　在　地　佐久市大字長土呂1185－3、1183‾6

調査委託者　株式会社カウベルエンジニアリング

開発事業名　工場建設

調査期間　平成16年3月16日～3月22日（現場）

調査面積　200ld

調査担当者　上原　学

西近津遺跡群　西近津遺跡Ⅱ位置図（1：50，000）

経　　過

西近津遺跡Ⅱは、西近津遺跡群北端に近く、昭和46年に発掘調査を行った西近津遺跡の南に位置する0標高は713m

を測る。

今回、株式会社カウベルエンジニアリングによる工場建設工事が行われることとなり、遺構の有無を確認するため

試掘調査を実施した。その結果、工場建設予定地域から竪穴住居址が検出されたため、遺構の記録保存を目的として、

発掘調査を実施した。

調査の概要

調査によって、古墳時代から奈良・平安時代の住居址6軒、平

安時代末から中世の竪穴状遺構1を発見した。H1号住居址は古

墳時代（5世紀後半）で東側の一都を残し西側は昭和の開発、近

年の解体作業によって完全に破壊されている。また、破壊を免れ

た東側も重複関係にあるTa1号竪穴状遺構に北東コーナー付近を

破壊されている。H3号住居址は古墳時代でTa1号竪穴状遺構

に南側を破壊され、東側の大半は調査区域外となる。調査部分は

僅かだが西壁にカマドを確認することができた。H4号住居址は

古墳時代（5世紀後半）で一辺7mを測る。形態は方形で、西壁

中央にカマドを伴う。H5号住居址は古墳時代（7世紀後半）で

H7号住居址と重複関係にあり、南西コーナー上層部を破壊される。

規模は一辺4mを測り、形態は方形である。カマドは西壁中央に

構築され、床面上から状態の良い土器が多数出土した。H6号住

居址は古墳時代（5世紀後半）で、重複関係にあるH7号住居址

に破壊され、さらに近年の撹乱を受けているため南東コーナー付

近から南壁にかけての一部及び僅かな床面と主柱穴（ピット）の

み確認できた。H7号住居址は奈良・平安時代と考えられ、重複

関係にあるH5・H6号住居址を破壊する。遺構の状況は、近年

の破壊が著しく、床面下まで削り取られた状態で、僅かに遺構の

形態及び西壁に構築されていたカマドの痕跡、主柱穴と思われる

ピットが確認できた。Ta1号竪穴状遺構はH1号住居址及びH3

号住居址の一部を破壊し、東壁の一部は調査区城外となる。本遺

構は当初、覆土内に古墳、奈良・平安時代の土器が含まれること

から古代の住居跡（H2号住居址）として調査を進めたが、遺構

の規模・形態（床面までの深さがあり、平面形態が長方形を皇し

カマドを伴わない）及び、床直上から出土した土器（土師質で厚

手の鉢）の存在といった理由から平安時代末から中世の竪穴状遺

構とした。
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5　調蛮報告書

憲子二霧：躍董享l干
NのZAWA KANS正KⅡ

長野県佐久市太字原
野沢館跡V発掘調査報告書

長　野　県　佐　久　市

長野県佐久市教育委員会



所　在　地

調査原因者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市大字原477－3他

佐久市建設部都市計画課

まちづくり総合支援事業

野沢・中込地区（跡部臼田線）

平成15年6月23日～9月2日

1，900Iが

三石　宗一

齢

野沢館跡Ⅴ位置図（1：50．000）

経過と立地

野沢館跡は佐久市大字野沢・原に所在し、千曲川西岸に広がる河岸段丘上に展開する平安時代末期から中世の居館

址で、昭和40年に『伴野城跡』として長野県史跡に指定されている。伴野城跡は「鎌倉時代以来伴野氏の館跡で後の

野沢城の主部にあたる。東西74～85m、南北110mの長方形で、周囲に用水路を巡らし、その内側に沿って西・北・東

の三方に土塁を残している。室町から戦国時代にかけて伴野氏が鮨跡を主部として二の郭・三の郭などを設け、堀を

巡らすなど規模を拡大した。江戸時代以降は官庫・陣屋・岩村田藩出張所など官公地として存続した。」と『佐久市志』
に記述されている。

本館跡内では平成3年度に実施された野沢館跡I・Ⅱの調査で中世の土坑・柱穴址・石租遺構等が検出されたほか、

平成11年度に薬師寺遺跡、平成13年度に野沢館跡Ⅲ、平成14年度に野沢館跡Ⅳ、平成15年度に野沢館跡Ⅵの発掘調査

が行われており、野沢館跡Ⅳの調査では主部の南と東を巡る堀と両側を石積みによって構築される土橋が確認され、

野沢館跡Ⅵでは外郭の堀と考えられる溝址が調査されている。

今回、佐久市建設部都市計画謀によるまちづくり総合支援事業に伴い都市計画道路3・5・20号跡部臼田線の道路改

良工事が計画されたため、記録保存を目的とする発掘調査を実施した。

調査の概要

調査は硯道東側の拡幅部分について行った。

今回の調査対象地は館跡の外郭にあたるこ

とからこれに関わる遺構の存在が予想された。

調査の結果、調査区内は50～90cm前後の厚

さで埋土が行われており、埋上下より近代の　l

水田層が確認された。遺構検出面は水田層下

の千曲川の氾濫によって形成された黄褐色砂

層であり、表土下1m内外を測る。

遺構は調査区中央付近より土坑4基、ピッ

ト29基が検出された。

出土遺物には石臼・五輪塔・古銭・土器片

があるが、古銭2点（元祐通賓・天聖元賓）が

D2号土坑から出土した他は埋土内からの出

土である。また、調査区内には水道管・下水

道管等の埋設による撹乱が各所で認められた。

1野沢館跡V　　　2野沢館跡Ⅲ

3野沢館跡Ⅳ　　　4薬師寺遺跡

5野沢舘跡I（試掘調査）

6野沢館跡Ⅱ（試掘調査）

7野沢館跡Ⅵ

周辺遺跡分布図（1：7，500）
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警◎旦。1
B674．10m

阪蒜；頑
1．黒褐色土層（10YRZ／3）

砂質土、炭化物少含。
砂粒・砂ブロック多含。

2．褐灰色土層（10YR4／1）
砂質土、炭化物少含。
砂粒・砂ブロック多含。

叫
　
　
　
　
　
　
　
至
芸
忘
．
叫

二
へ
　
　
　
ノ
＜

④

1．黒褐色土層（10YR2／3）
砂質土、砂粒多含。

ノ三二．三

該－1‾一一超
1，黒褐色土層（10YR2／3）

砂質土、炭化物少含。

D4

邑674，00。1

0　　　　　　　　　　（1・60）　　　　　　　　　2m

Dl～D4号土坑実測図（1：60）

D1号土坑

検出位置　　Ⅵ区

平面形態　　円形

規模（cm）　146×146×27

D2号土坑

検出位置

平面形態

規模（cm）

長軸方位

出土遺物

Ⅵ区

隅丸長方形

170×135×70

N－480　－E

古銭1元祐通賓

2天聖元賓

D2出土古銭（1：1）

D3号土坑

検出位置　　Ⅵ区

平面形態　（楕円形）

規模（cm）　228×（69）×（69）

D4号土坑

検出位置　　Ⅴ区

平面形態　　隅丸長方形

規模（cm）122×96×30

長軸方位　　N－420　－E
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Pl～P3号柱穴址

ピット一覧表

N o ，
検 山

位 置

規 模 （cm）
覆　　 土

径 深 さ

P l Ⅵ は 2 0 x 2 4 14 黒 褐 色士 （10 Y R 2 ／3）炭 化物 少 合、砂 ブ ロ ック含。

P 2 Ⅵ 区 2 6 X 2 6 14 黒 褐色 土 （10 Y I〈2／2）砂粒 合 。

P 3 Ⅵ区 2 4 X 2 2 10 黒 褐色 土 （10 Y R 2 ／2）砂粒 含 。

P 4 Ⅵ区 2 4 X 3 0 1 2 黒褐 色 土 （10 Y R 2 ／3 ）砂粒 含 。

P 5 Ⅵ区 1 4 x 2 0 1 0 黒褐 色土 （10 Y R 2 ／3） 砂粒 含。

P 6 Ⅵ区 2 2 X 2 3 1 2 黒褐 色 土 （10 Y R 2／3） 炭化 物 少含 、砂粒 含。

P 7 Ⅵ区 1 8 X 20 20 黒褐 色土 （10 Y R 2／3）砂 粒 ・砂 ブ ロ ック含。

P 8 Ⅵ区 28 x 3 2 34 黒拗 色土 （1 0 Y R 2／2）炭 化 物少 含、 砂粒 合。

P 9 Ⅵ区 2 6 X 2 1 12 黒 褐 色土 （1 0 Y R 2／2）砂 粒 含。

P lO Ⅵ 区 2 6 X 2 6 2 2 黒 褐 色土 （1 0 Y R 2 ／3）炭 化物 少 含、砂 粒 ・砂 ブ ロ ック含。

P l l Ⅵ 区 2 4 x 2 4 19 窯 褐 色土 （1 0Y R 2 ／3）炭 化物 少 含、砂 粒 ・砂 ブ ロッ ク含。

P 12 Ⅵ 区 2 2 X 2 0 16 黒 褐色 土 （10 Y R 2 ／3）砂 粒含 。

P 13 Ⅵ区 1 5 X 1 6 11 黒 褐色 土 （ユO Y R 2 ／3）砂 粒含 。

P 14 Ⅵ区 5 2 X 4 6 1 5 黒褐 色 土 （10 Y R 2 ／2）炭 化物 ・砂 粒 ・砂ブ ロ ック合 。

P 1 5 Ⅵ区 4 0 X 3 9 1 5 黒褐 色 王 （10 Y R 2 ／2） 炭 化物 ・砂粧 ・砂ブ ロ ック含 。

P 1 6 Ⅵ区 1 4 X 1 6 1 6 黒褐 色土 （10 Y R 2 ／2） 炭化 物 少含 、砂粒 含。

P 1 7 Ⅵ区 2 2 X 30 2 7 黒褐 色土 （10 Y R 2／2） 炭化 物 少含 、砂粒 含。

P 1 8 Ⅵ区 22 x 18 15 黒褐 色土 （10 Y R 2／2） 炭化 物少 含、 砂粒 ・砂 ブ ロ ック合 。

P 1 9 Ⅵ 区 2 0 X 20 8 黒 褐 色土 （1 0 Y R 2／3） 砂粒 ・砂 プ ロ ッタ多含 。

P 20 Ⅵ 区 3 5 X － 18 黒 褐色 土 （1 0Y R 2 ／2） 砂粒 ・砂 ブ ロ ック含。

P 2 1 Ⅵ 区 3 0 X 28 2 2 黒 褐色 土 （1 0Y R 2 ／2） 炭化物 少 含、砂 粒 含。

P 22 Ⅵ区 2 0 X 14 1 1 黒 褐色 土 （10 Y R 2 ／3）砂 粒合 。

P 23 Ⅵ区 2 8 x 2 6 16 黒 褐色 上 （10 Y R 2 ／2）砂 粒 ・砂 ブロ ッ ク多 含。つ

P 2 4 Ⅴ区 2 5 X 2 5 1 6 黒 褐色 士 （10 Y R 2 ／3）炭 化物 少含 。

P 2 5 Ⅴ区 3 0 X 2 7 1 0 黒褐 色 土 （10 Y R 2 ／3）炭 化物 少含 。

P 2 6 V 区 4 2 x 44 2 7 黒褐 色 士 （10 Y R 2 ／3 ）炭 化物 少含 。

P 2 7 Ⅴ区 28 X 34 1 2 黒褐 色土 （10 Y R 2 ／3 ）炭化 物 少含。

P 2 8 Ⅶ区 36 X 34 14 黒褐 色土 （10 Y R 2 ／3） 炭化 物 ・焼土 少含 。

P 29 Ⅶ I京 22 x 28 14 黒 褐 色上 （1 0 Y R 2 ／3） 炭化 物少 含。
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藻享裏複素こ享＿l享
HUKAB（渦I

長野県佐久市太字瀬戸
採掘遺跡Ⅵ発掘調査報告書

長　野　県　佐　久　市

長野県佐久市教育委員会



所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市大字瀬戸西原

佐久市

道路改良車業

平成15年7月11日～7月18日

394I壷

三石　宗一、佐々木宗昭

探堀遺跡Ⅵ位置図（1：50，000）

例言・凡例

1、本書は平成15年度に調査を行った佐久市大字瀬戸西原に所在する探堀遺跡Ⅵの発掘調査報告書である。

2、遺跡の略称（SFHⅥ）とした。

3、遺構の略称　竪穴住居址－H

4、スクリーントーンの表示は以下のとおりである。

調査範囲 床下（堀方）［＝コ　地　山

5、挿図の縮尺は、図に明記した。

6、遺構の海抜標高は、水糸標高を記した。

7、土層の色調は、1988年版「新版標準土色帳」に基づいた。

立地と経過

採掘遺跡Ⅵは佐久市大字瀬戸に所在し、佐久市役所の東側約400mの地点に所在する。東方に志賀川を臨み、西方は

田切に挟まれる台地状に所在し、標高は686～687m内外を測る。

この台地上には弥生時代から中世の城跡までを含む遺跡が複合して存在し、過去、採掘遺跡I（昭和40年）・Ⅱ（平

成10年）・Ⅲ（平成11年）・Ⅳ・Ⅴ（平成12年）等の発掘調香が行われている。これらの調査結果、弥生時代中期の住居

址及び古墳時代から平安時代までの集落址が確認された他、台地の東側に存在する中世城郭である八反田城の堀址や

狐塚古墳群の調査も行われている今回、佐久市建設部土木課による市道32－7号線の道路改良事業が本遺跡内におい

て計画され、遺跡の破壊が余儀なくされる事態となり、佐久市土木課により委託を受けた佐久市教育委員会が記録保

存を目的とする発掘調査を実施する運びとなった。
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調査の概要

今回発掘調査を実施した採掘遺跡Ⅵは台地の北西端部にあたり採掘遺跡Ⅳ（平成12年度）で調査された古墳時代前

期の集落に近接していることから該期の遺跡の存在が予想された。

しかし、調査の結果住居址1棟（Hl）が検出されたのみで、今回調査を行った探堀遺跡Ⅵの地点は台地西側縁辺

部であり、比較的遺構密度の希薄な部分にあたるものと考えられる。

探堀遺跡Ⅵ調査区近景（南より）

基本層序

遺構確認面は、浅間山の噴火によって堆積した浅間第一軽石流のローム層上面で、調査区の北側においては表土か

ら約30cm、南側では約50～70cmの深さで認められる。また、このことから本地点の旧状地形は北から南へ若干傾斜し

ていることが観察された。

層序観察地点（A） 層序観察地点（B）

第3図　基本層序模式図

27

I層　耕作土（黒褐色土10YR2／2）

Ⅱ層　黒色土（10YR2／1）

10YR2／3ブロックを含む。

ローム粒子を少量含む。

Ⅲ層　ローム層（10YR6／6）

浅間第一軽石流。

5～6cm大の軽石を多く含む。



第4図　採掘遺跡Ⅵ　調査全体図
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検出遺構

竪穴住居址（H）

検出された遺構は、第4図に示したように調査区の南側より、住居址が1棟検出されたのみである。

住居址は約二分の一が認られ、他は調査区域外に残存する（第5図）。また、本址の西壁上部は水道工事による撹乱に
よって破壊されている。

規模・形態は、上記の検出状況から1辺約3m前後と考えられ、小規模の住居址であることが窺われた。壁高は床

面より約40cm前後を測り、緩やかに立ち上がる。床面は軟弱（軟らかく）で、床の構築は床下約2－20cmの深さに堀

窪めた後、4層を埋め戻して設けられている。

主柱穴は確認されず、北壁下から径約10cm、深さ約15cmの小ピットが1基検出されたのみである。

今回調査された住居址からの出土遺物は、第6図に示した古墳時代と考えられる土器片が4点確認され、内6－5

は弥生時代中期と思われる土器の小片が混入遺物として含まれている。

これらの土器片から本址は古墳時代と推察されるが、出土遺物が土師器の小片4点と極めて少量であることから明

確な時期決定は困難である。

三三二三
標高685．98m

（1：40）

第5図　H1号住居址実測図
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I層　黒褐色土（10YR2／2）

Ⅱ層　黒色土（10YR2／1）

10YR2／3ブロックを含む。

ローム粒子を少量含む。

1層　黒褐色土（10YR2／1）

ローム粒子・パミス含む。

ロームブロック・黒色土ブロ

ックを少量含む。

2層　黒褐色土（10YR3／2）

ローム粒子・パミス・ローム

ブロックを含む。

黒褐色土（10YR2／3）

ローム粒子・ロームブロッ

ク。パミス含む。10YR2／1ブ

ロックを少量含む。

4層　褐色土（10YR4／4）

ローム粒子・ロームブロック

を多量含む。パミス含む。黒

色土ブロックを少量含む。



▼「
4

H1号住居址　出土遺物
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軽妻三1－モ＿＿竃蓬栄童

饗鷲遷霧
mIMEK（MSH o NACATSUKA

長　野　県　佐　久　帝　大　字　塚　原

姫小右遺跡Ⅲ0長塚遺跡発掘調査職粁許

佐　久建　設事務所

長野県佐久市教育委員会



所　在　地　佐久市大字塚原字姫子石1510－3　他71筆

調査委託者　佐久建設事務所

開発事業名　交通安全施設等整備事業

調査期間　平成15年11月13日～12月2日（発掘調査）

平成16年1月31～立会調査・

11月末日現在継続中）

調査面積　4，000Id

調査担当者　出澤　力

姫子石遺跡Ⅱ長塚遺跡位置図（1：50，000）

経過と立地

本遺跡は佐久市塚原および常田地籍に所在する。塚原地籍の一帯は浅間山の噴火により「塚原泥流」に覆われ、山

体の崩落物質と噴出物で形成された「流れ山」が数多く見られ、これが地名の由来ともなっている。

現在の遺跡周辺は、下仁田浅科線沿線では圃場整備された水田が常田側で広がり、時折見られる流れ山は塚原の地

名が示す通り現在では墓地として利用されている物が多く、かつては実際に古墳として利用された物も多い。遺跡周

辺では藤塚古墳群、姫子石古墳群をはじめ、多くの古墳群が碓認されている。

周辺ではこれまで、道路建設に伴う前田遺跡群姫子石遺跡Iの発掘調査、および姫子石遺跡Iから南西に位置する

微高地に存在する藤塚遺跡群、藤塚古墳の調査が行われている。姫子石遺跡Iの調査は平成8年度に下仁田浅科線に

繋がる市道建設に伴い行われ、竪穴状遺構1軒、土坑27基、溝状遺構8条、掘立柱建物址2棟を確認している。遺物

では縄文・弥生土器片、土師器片、中世内耳土鍋、陶磁器、石臼、五輪塔などが発見された。

藤塚古墳群・藤塚遺跡は塚原地籍の流山を形成する地形の最西端部にあり、周囲に比して微高地上の地形に存在す

る。平成3・4年度に行われた調査では古墳時代後期（7世紀末）の円墳3基、古墳時代前期の前方後円形の古墳1

基、竪穴住居址3軒（古墳時代前期）、および竪穴状遺構が発掘された。また、平成8年には住居址の、平成13年には

古墳時代後期の円墳1基の調査も行われている。

今臥佐久建設事務所により交通安全施設等整備事業が計画され、下仁田浅科線に整備される歩道部分について、

常田交差点付近から浅科村境までの区域において遺構遺物の有無を確認し発掘調査を行い、また現況において遺構の

存在する可能性が低い部分、確認調査によって周辺に遺構等が存在しないことを確認出来た部分については立ち会い

調査を実施することとし、遺構の確認を行った。

調査の結果

調査は立会調査を含め対象地内のほとんどの区域で行われ、下仁田浅科線沿線の地下の状況を把握することができ

た。

今回の調査では対象地内にまず重機によってトレンチを掘り、遺構遺物を確認することを行った。

調査は浅科町側から開始され、対象地の歩道部分に約1m強幅のトレンチを対象地の状況に応じ1～2本設定した。

トレンチは主に塚原泥流層まで掘り下げ、一部ではローム層を遺構確認面とした。遺構の存在する可能性を考慮して

いた姫子石遺跡I周辺の地域では、比較的状態のよい微高地部分に後世の撹乱が見られ、遺構遺物が確認されなかっ

た。常田側では圃場整備が行われた道路南側では遺構・遺物の発見はなく、溝状遺構を発見し原地形を比較的残す道

路北側は歩道部分に水路等が走り遺跡の存在は考えられない。

調査によって確認されたのは流れ山に画した部分において確認された溝状遺構1条である。覆土からは古墳時代中

期のものと思われる嚢の頚部、また平安時代の所謂武蔵嚢と呼ばれる薄手の嚢の胴部、須恵器破片などが確認される。

遺物は古墳中期～平安時代の所産のものと考えられる。遺物は全て破片での出土で、図化出来るものはない。

溝は流山に面し南北に走る形状で、東側の形状は明確ではない。歩道部分のみの調査であるため全体の把握は出来ず、

その性格を窺うことは出来ない。なお、立会調査は平成16年度も継続して行われている。
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立ち会い調査部分

姫小石遺跡Ⅱ・長塚遺跡　調査全体図①（1：1，000）
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土層説明
1．黒褐色土（10yr2／3）
耕作土。

2．黒褐色土（10yp2／2）
小礫を少量含む。

3．暗褐色土（10yp3／3）
地山ローム、小礫を含む。

溝状遺構　平面・セクション図（1：100）
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姫小石遺跡Ⅲ・長塚遺跡　調査全体図②（1：1，000）



一＿寮＿寮重責寮

萎一葉頑蓬莱策
NISHIIPPONVANAGI

（平安時代0掘立株建物址e試掘編）

長野県佐久甫太宰岩村m
商一本柳遺跡Ⅹ発掘調査報告書

佐武建設株式会社

長野県佐久市教育委員会



凡　例

1．挿図中のスクリーントーンは以下のことを示す。

遺構

地山断面　匠≡：国辺　焼　土

柱　　痕

粘　土　＝

遺物

須恵器断面－　黒色処理I　‾1　磯

赤色塗彩　⊂：：：：コ　紬　I l

2．遺物の出土地点は下図の分割図によるものである。

二　二二　二：
3．遺物の縮尺は原則として1／4に、石製品・鉄製品は異なる縮尺のものがあり、図中に明記してある。

4．試掘調査及び遺構の分布については、佐久市埋蔵文化財調査報告書第127集『一本柳遺跡群　西一本柳遺跡Ⅹ』

の「第3園　西一本柳遺跡Ⅹ全体図」を参照されたい。遺物の写真・遺構一覧表も同書に掲載されている。
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遺　跡　名　西一本柳遺跡Ⅹ（INPX）

所　在　地　佐久市大字岩村田字下樋田1780－1他

調査委託者　佐武建設株式会社

開発事業名　㈱ヤマダ電気店舗建設

調査期間　平成15年6月11日～8月5日

調査面積1，5001ポ

調査担当者　須藤隆司・上原　学・出澤　力・森泉かよ子

西一本柳遺跡Ⅹ位置図（1：50，000）

経過と立地

一本柳遺跡群は、佐久市岩村田地籍に所在し、東西方向に流れる湯川右岸の台地上にある。岩村田市街地の南西1

km、標高690mを測る0浅間第1軽石流が地盤をなしているが、その上に南に流れる掛目の河川堆積層である砂層が堆

積している0一本柳遺跡群は台地上を東西の帯状に展開し、中央から西半分を西一本柳遺跡、東半分を東一本柳遺臥

中央部北部を北一本柳遺跡と呼称している。本遺跡群内では昭和43年には東一本柳遺跡が、また昭和46年度には金鋼

製馬具の飾り金具などを出土した東一本柳古墳が発掘され、貴重な資料を得ている。さらに国道141号線の開通に伴い、

西一本柳遺跡を南北に貫く調査がなされ、平成4年の公共下水道事業に伴う西一本柳遺跡Ⅱ、また平成7・8年度の

国道141号線の工事に伴う西一本柳遺跡Ⅲ～Ⅵ、平成12・13年度の市道11－1号線緊急地方道路整備事業に伴う西一本

柳遺跡Ⅷ、平成14年の店舗新築に伴う西一本柳遺跡Ⅸが調査される。西一本柳遺跡I～Ⅸまでの調査で竪穴住居址405

棟が検出され、密集した古代集落であることが判明している。弥生時代中期から中世に至るまで連綿と人々の痕跡が

残されている佐久市内でも有数な遺跡の一つであり、一本柳遺跡群は県の重要遺跡とされている。

今回、㈱ヤマダ電気店舗建設が計画され、試掘調査をしたところ、遺構・遺物が検出され、遺跡の破壊が余儀なく

される事態となり、遺構が破壊される部分を発掘調査し、破壊されない部分は埋土保存することとなった。

佐武建設株式会社より委託を受け、佐久市教育委員会文化財謀が発掘調査を実施することとなった。

調査の概要

検出遺構　　竪穴住居址

弥生時代中期

弥生時代後期

古墳時代中期

古墳時代後期

奈良時代

平安時代

時期不明

105棟　　　　　　　　　　　掘立柱建物址　14棟

34棟（紀元前1・2C頃～）　　土坑　　　　　19基

12棟（1・2C頃）

12棟（5C頃）

15棟（6C～7C頃）

21棟（8C頃）

9棟（9～11C頃）

2棟

溝址　　　　　14本

単独ピット　　151個

出土遺物　　縄文時代

縄文土器（鉢・探鉢）、石鉄、スクレイパー
弥生式時代

弥生土器（鉢・高杯・壷・聾・蓋）、太形蛤刃石斧、扁平片刃石斧、小形扁平片刃石斧、磨製石鉄、
打製石鉄、石鍬、スリ切り石・勾玉・管玉・土製管玉、磨石、砥石

古墳時代

土師器（小型丸底壷・壷・要・杯・高杯・甑）、須恵器（要・壷・施・杯・高杯）、ガラス小玉、臼

玉、石製模造品（剣形・勾玉）、編物石、磨石、砥石
奈良・平安時代

土師器（杯・鉢・要）、須恵器（杯・杯蓋・要・壷）、灰粕陶器（杯・皿・壷）、鉄製品（刀子・紡錘
車・鉄鍍）、砥石・炭化材・骨
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D，E　　　旦’

PI

H32土層説明
1．黒褐色土層（10YR2！2）

砂、小石を含む。
2．黒褐色上層（10YR2！2）

1屑より砂を多く含む。
3．黒色土層（10YRl．7／1）

砂、小石を含む。
4．黒褐色土層（10YR2／3）

砂を多く含む。（周構）
5　極暗褐色土屑（75YR訂3）

粘質土。（カマド崩壊層）
6．赤褐色土眉（5YR4ノ6）

焼土。
7．黒褐色土屑（10YR2／2）

粘質土。（カマド構築上）
8，暗褐色土層（7jYR3！3）

㌣・「．・－・1－i‾‾
10．黒褐色土層（10YR2／3）

砂ブロックを多丑に含む。
日　黒褐色土層（10YR訂2）

砂を多立に含む。
12．黒褐色土層（10YRa3）

砂を多く含む。
13．黒褐色土層（10YR2／2）

（貼床）
14，褐色土層（10YR4／4）

砂主体。
15．暗褐色土層（10YR3ノ4）
16，灰
17．焼土

焼土粒子、粘土を含む。（カマド堀方）
9．黒褐色土層（10YR2／2）

（柱痕）

D　（213）＜二二＞（2号4。，

＿≡7

＼、、＿±塾二ク14
第1図　H32号住居址（1）
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［　私

デ－賎 ＼シ▼＿－1

第2図　H32号住居址（2）

一一一＿l一一一一一

⊂二二⊃22

第1表　王NPX H32号住所址出土遣物一覧表

＿＿＿　＿＿＿＿′

番 号 ！ 器 種 法　 量 I　　　　　 成 形 ・調 整　　　　　 ！　 色　 調
胎　　 土 残 存 ・備 考 l 出 土 位 置

I 区
l

！ 須 宝 器 （1 3 ．6 ）
内　 ロ ク ロ ナ デ 内 1 0 Y R 4 ／1 （褐 灰 ） ま れ に 1 m m 大 砂 粒 、 細 長 石 ・ 口 縁 1／6

3 ．7
外　 ロ ク ロ ナ デ → 天 井 部 右 回 転 へ ラ ケ ズ リ → つ ま み 貼 付 外 1 0 Y R 4 ／1 （褐 灰 ） 細 石 英 含 む 。 回 転 実 測

火 だ す き 内 外
Ⅲ 区

2
須 恵 器

杯

（1 3 ．2 ）
内　 ロ ク ロ ナ デ 内 1 0Y R 7／1 （灰 自 ） ご く ま れ に 1 ～ 3m m 大 砂 含 み 、 口 縁 1／3 N o ．3

6 ．0
3 ．6

外　 ロ ク ロ ナ デ → 底 部 回 転 糸 切 り
外 10 Y R 7／1 （灰 自 ） 細 長 石 ・細 石 英 粒 子 含 む 。 回 転 実 測

火 だ す き 内 外

3
須 恵 器

杯

（1 4 ．4 ）
内　 ロ ク ロ ナ デ 内 10 Y R 6 ／1 （褐 灰 ） ま れ に 1．5 m m 大 砂 粒 、 柵 長 石 底 部 3 ／4 I 区

7 ．0

4 ．2
外　 ロ ク ロ ナ デ → 底 部 回 転 糸 切 り 外 10 Y R 6 ／1 （褐 灰 ） ・柵 石 英 含 む 。 完 全 実 測 Ⅳ 哀

Ⅳ 区 堀 方　 P 2

I 区
4

須 恵 器

杯

（1 4 ．4 ）

7 ．1
3 ．2

内　 ロ ク ロ ナ デ 内 10 Y R 7 ／1 （灰 自 ） ま れ に 1～ 3 m m 大 砂 粒 、 細 長 L l縁 1 ／8

外　 ロ ク ロ ナ デ → 底 部 右 回 転 糸 切 り 外 1 0 Y R 7 ／1 （灰 自 ） 石 ・細 石 英 含 む 。 回 転 実 測
火 だ す き

Ⅳ 区

5
須 恵 器

杯
（6 ．8 ）
〈2 ．9 〉

精 霊 → 底 部 回 転 糸 切 り　　　 棋 款 訂 ご く ま れ に 1～ 3 m m 大 砂 粒 含
み 、細 長 石 ・細 石 英 粒 子 含 む 。

底 部 1 ／4

回 転 実 測
I 区

6
須 恵 器

杯

（1 2 ．4 ）

〈3 ．5 〉

昔 霊 ‡　　　　　 輿 ：蓄 ≡；；i ；≡ 憲 ； ま れ に 1 m m 大 砂 粒 、 細 長 石

・細 石 英 含 む 。

口 縁 1／3
回 転 実 測
火 だ す き

H 3 0 検 出

H 3 2 I 区

7
須 恵 器 1 3 ・7 内　 ロ ク ロ ナ デ 内 10 Y R 4 ／1 （褐 灰 ） ま れ に2 m m 大 砂 粒 含 む 。 口 縁 2 ／3 N o．2
有 台 杯 （7 ．3 ）

5 ．1
外　 ロ ク ロ ナ デ → 底 部 回 転 糸 切 り → 高 台 外 10 Y R 4 ／1 （褐 灰 ） 0．5 m m 大 長 石 粒 子 多 く 含 み 、

細 石 英 粒 子 含 む 。
完 全 実 測

火 だ す き 内 外

8
須 恵 器 （1 3 ．0 ） 内　 ロ ク ロ ナ デ 内 1 0 Y R 7 ／1 （灰 自 ） ま れ に 1～ 3 m m 大 砂 粒 含 む 。 底 部 3 ／4 カ マ ド堀 方
有 台 杯 （7 ．0 ）

4－．7
外　 ロ ク ロ ナ デ → 底 部 回 転 糸 切 り→ 高 台

外 1 0 Y R 7 ／1 （灰 自 ） 細 長 石 ・細 石 英 含 む 。 回 転 実 測
火 だ す き 内 外

休 部 1 ／4

I 区

Ⅳ 区

I 区
9

須 恵 器
－

内　 ロ ク ロ ナ デ 内 1 0 Y R 6 ／1 （褐 灰 ） ま れ に 5 m m 大 砂 粒 含 む 。

長 頸 壷 外　 ロ ク ロ ナ デ → 休 部 上 右 回 転 へ ラ ケ ズ リ 外 1 0 Y R 6 ／1 （褐 灰 ） 細 長 石 ・細 石 英 粒 子 含 む 。 回 転 実 測

1 0
土 師 器

（1 里 ）
内　 ミ ガ キ　 里 色 処 理 内　 7 ．5 Y R l ．7／1 （窯 ） ま れ に 1 m m 大 砂 粒 、 紙 長 石 ・ 底 部 1／2 カ マ ド

杯 （6 ．3 ）

（3 ．9 ）
外　 ロ ク ロ ナ デ → 底 部 回 転 糸 切 り 5 Y R 5 ／／6 （明 赤 褐 ）

外　 5 Y R 6／4 （に ぷ い 橙 ）
畑 石 英 含 む 。 回 転 実 測 カ マ ド堀 方

H 3 0 Ⅲ 区 2 層

N o ．1
1 1

土 師 器
（1 3 ．8 ）

内　 ミ ガ キ　 黒 色 処 理 内　 7．5 Y R l．7 ／1 （黒 ） ま れ に 1 m m 大 砂 粒 、 柵 長 石 ・ 底 部 1／2

杯 （6 ．0 ）

4 ．3
外　 ロ ク ロ ナ デ → 底 部 右 回 転 糸 切 り→ ヘ ラ ナ デ 5 Y R 5 ／6 （明 赤 褐 ）

外　 5 Y R 6 ／4 （に ぷ い 橙 ）
畑 石 英 含 む 。 回 転 実 測 Ⅳ 区

Ⅳ 区 堀 方

Ⅳ 区
i

12
土 師 器 （1 5 ．3 ）

内　 ミ ガ キ　 黒 色 処 理 内　 7 ．5 Y R l．7 ／1 （黒 ） ま れ に 1m m 大 砂 粒 、 柵 長 石 ・ 日 縁 1 ／8

杯
〈4 ．7 〉 外　 ロ ク ロ ナ デ 外　 5 Y R 7 ／3 （に ぷ い 橙 ） 柵 石 英 含 む 。 回 転 実 測 検 出

巨
土 師 器

（9 ．7 ）
〈2 ．2 〉

内　 ミ ガ キ　 黒 色 処 理 内　 7 ．5 Y R l ．7 ／1 （窯 ） ま れ に 1 m m 大 砂 粒 、 畑 長 石 ・ 底 部 1 ／4 I 区

杯 外　 ロ ク ロ ナ デ → 体 部 下 端 底 部 へ ラ ケ ズ リ 外　 5 Y R 6 ／6 （橙 ） 細 石 英 含 む 。 回 転 実 測

へ ラ 記 号
巨

土 師 器

杯
（6 ．0 ）

く1 ．9 〉

内　 ミ ガ キ　 黒 色 処 理 内　 7 ．5 Y R l ．7／1 （窯 ） 0 ．5 m m 大 砂 粒 、 柵 長 石 ・細 石
‖

底 部 1／2 Ⅳ 区 堀 方 ！

外　 ロ ク ロ ナ デ → 底 部 右 回 転 糸 切 り → 休 部 下 端 へ ラ ケ ズ リ 外　 5 Y R 6 ／6 （橙 ） 英 含 む 。 回 転 実 測

15
土 師 器

（2 1 ．4 ）
内　 休 部 へ ラ ナ デ （柾 目 ） → ［］縁 ヨ コ ナ デ 内　 2 ．5 Y R 6 ！6 （橙 ） ～ 1 m m 大 長 石 ・石 英 ・砂 粒 含 む。 口 縁 1／6 H 3 2 I 区

嚢
〈1 4 ．0 〉

外　 休 部 へ ラ ケ ズ リ→ 口 緑 ヨ コ ナ デ 外　 2 ．5 Y R 6 ／6 （橙 ） 回 転 実 測
外 面 灰 付 着

Ⅳ 区 堀 方

H 3 1検 出

I 区
1 6

土 師 器 2 1 ．3
内　 体 部 へ ラ ナ デ → 口 縁 ヨ コ ナ デ 内　 2 ．5 Y R 5 ／6 （明 赤 褐 ） ま れ に 2 m m 大 砂 粒 、 細 長 石 ・ 日 縁 5 ／6

碧
く9 ．3 〉

外　 休 部 へ ラ ケ ズ リ→ 口 縁 ヨ コ ナ デ　　　　　　　 外　 2 ・5 Y R 5 ／8 （明 赤 褐 ） 細 石 英 粒 子 含 む 。 完 全 実 測 カ マ ド
N o l

1 7
土 師 器

（1 9 ．0 ）
内　 休 部 へ ラ ナ デ → H 縁 ヨ コ ナ デ 内　 2 ．5 Y R 5 ／6 （明 赤 褐 ） ま れ に 2 m m 大 砂 粒 、 細 長 石 ・ 日 縁 1 ／4 検 出

斐 く7 ．5 〉 外　 休 部 へ ラ ケ ズ リ → 目 線 ヨ コ ナ デ 外　 2 ．5 Y R 5 ／8 （明 赤 褐 ） 細 石 英 粒 子 含 む 。 回 転 実 測 孟 琵 i

I 区
18

土 師 器
（1 3 ．0 ）

内　 体 部 へ ラ ナ デ → 口 縁 ヨ コ ナ デ 内　 5 Y R 4 ／2 （灰 赤 ） ま れ に 2 m m 大 砂 粒 、 細 長 石 ・ 口 縁 1 ／4

小 型 棄
〈9 ．1 〉

外　 体 部 へ ラ ケ ズ リ → 口 縁 ヨ コ ナ デ 外　 5 Y R 5 ／3 （に ぷ い 赤 褐 ） 細 石 英 粒 子 含 む 。 回 転 実 測

器 肉 薄 い
Ⅳ 区

19
土 師 器

（5 ．4 ）
〈4 ．4 〉

内　 へ ラ ナ デ げ勺　 2．5 Y R 5／6 （明 赤 褐 ） ま れ に 1 m m 大 砂 粒 、 細 長 石 ・ 底 部 1 ／4 Ⅳ 区
禁 外　 へ ラ ケ ズ リ 外　 2 ．5 Y R 5′／3 （に ぷ い 赤 褐 ） 細 石 英 粒 子 含 む 0 i

i

ま れ に 5 m m 大 砂 粒 、 細 石 英 ・

回 転 実 測

2 0
土 師 器

（1 9 ．8 ）
内　 ナ デ　 暗 文 内　 2 ．5 Y R 6 ／6 （橙 ） H 縁 1／8 Ⅳ 区

高 杯
〈7 ．1 〉 外　 ナ デ　 暗 文 外　 2 ．〇Y R 5 ．／6 （明 赤 褐 ） 回 転 実 測 Ⅳ 区 堀 方

H 3 0 I 区

2 1
土 師 器

（7 ．6 ）

〈3 ．4 〉

内　 へ ラ ナ デ 内　 2 ．5 Y R 5 ／4 （に ぷ い 赤 褐 ） 底 部 1 ／4 カ マ ド

確
瓦

外　 へ ラ ナ デ 外　 2 ．5 Y R 3 ／1 （暗 赤 灰 ）　　 ′細 長 石 含 む 。 回 転 実 測

22
土 師 器

縦 3 ・5　 r
勾　 ミ ガ キ　 異 色 処 理 内　 7 ．5 Y R l ．7 ／1 （黒 ）　　　 ′細 長 石 ・細 石 英 粒 子 含 む 。 完 全 実 測 Ⅳ 区 堀 方

土 板 横 3 ．1
厚 0 ．8

外　 ミ ガ キ t 2 ・5 Y R 5 ／6 （明 赤 褐 つ

粘 板 岩 。 右 脚 の み 残 存 。 器 体

まゝ た は 杯 転 用

番 号 器 種 i 長 さ （m m ） 巾 （m m ） l 厚 さ （m m ） i　 g　 】
清　　　　　 孝 出 土 位 置 l

2 3 大 形 磨 製 石 鍍 i 2 6 ．0 1 8 ・O　 l　 2 ・5　 i　 o ・9　 】
日工 研 磨 ・穿 孔 Ⅱ 区　　 I

N o ・5　　 I

】

1

2 4 磨 製 石 鉄 末製 可 3 2 ・0 ！ 1 6 ・0　 ！　 2 ・O　 l l ・5　 】粘 板 岩 。 器 体 加 工 研 磨

2 5 i 軸　 1 8 1 ・0 ！ 4 ・0　 ！　 4 ・0　 1　 3 ・8　 ！鉄 製 品 。

2 6 1 軸　 ！ 9 9 ・O I 5 ・0　 ［　 4 ・O　 l　 6 ・5　 】鉄 製 品 。
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第2表INPX H37号住所址出土遺物一覧表

番号 器　 種 法　 量 成形 ・調整 色　　 調 胎　　 土 残存 ・備考 出土位置

1
須恵器

（13 ．5）
内　 ロクロナデ

内 10Y R 6／1 （褐灰）

外 10Y R 6／1 （褐灰）

細石英 ・細長石粒子含む。

1m m 大砂粒ふむ

底部完形

口縁1／6

Ⅳ区

杯 6．4
4．1

外　 ロクロナデ　 底部右回転糸切り Lグ　＿己　　 ○
完全実測

2
須恵器

杯

13 ．2

6．9
3．8

内　 ロクロナデ

外　 ロクロナデ　 底部右回転糸切 り

内 10Y R 6／2 （灰黄褐）
外 10Y R 6／2 （灰黄褐）

細石英 ・紙長石粒子含む。 4／5
完全実測

N o．1

3
須恵器 13 ．8 内　 ロクロナデ

内 10Y R 7／1 （灰白） 細石英 ・細長石粒子含む。 4／5

′」→∠ゝ′十、

N o．3

ノ　ノLン、
杯

6．0

4．1
外　 ロクロナデ　 底部右回転糸切り 外 10Y R 7／1 （灰自） 元王芙測

4
須恵器 14 ．3

6 2
内　 ロクロナデ

1　ヾ

内 10Y R 6／2 （灰黄褐）

外 10Y R 6／2 （灰黄褐）

細石英 ・細長石粒子含む。

1m m 大砂粒含む。

完形品
内外面にスス付

Ⅱ区2 層

杯
4．3

外　 ロクロナデ　 底部右回転糸切 り 着。完全実測

5
須恵器

有台杯
（8．0）
〈1．3〉

内　 ロクロナデ

外　 底部回転糸切 り→高台

内　 7．5Y R 5／2 （灰褐）
外　 7．5Y R 5／2 （灰褐）

細石英 ・細長石粒子含む。 底部1／4

回転実測

検出

6
須恵器

（15 ．6） 内　 ロクロナデ
内 10Y R5／1 （褐灰）

灰
細石英 ・細長石粒子、0．5m m

大白色粒子虎 くA む
口縁1／8
回転実測

Ⅳ区

二女こご耳E 〈2．7〉
外　 ロクロナデ　 平行 タタキ 外 10Y R4／1 （褐火） 1m m　　　　 址　 夕　 日　 。 石英7、

7
須恵器

－ニまこご二醍

内　 ロクロナデ 内　 2．5Y 6／1 （黄灰） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部1／3 I 区 トレンチ

（8．6）
〈6．3〉

外　 ロクロナデ　 回転へラケズリ

底部回転へラケズリ→高台

外　 5Y 5／1 （灰） 回転実測

8
須恵器

（10 ．4） 内　 ロクロナデ　 自然粕付着
内 10Y R3／1 （黒褐） 柵石英粒子、0．5m m 大黒色粒

A む

口縁1／6

回転舟測

検 出

こ土ご笠E 〈3．8〉
外　 ロクロナデ 外 10Y R4／1 （褐灰） 子己　 。 石英1、

9
須恵器

（12 ．0）
内　 ロクロナデ

内　 2．5Y 8／1 （灰自） 細長石 ・細石英粒子含む。
大砂粒A む

口縁1／5
回転正測

I 区

士雪ぎ 〈1．8〉
外　 ロクロナデ 外　 2．5Y 8／1 （灰自） 1m m　 Lプ址己　 。 石英1、

10
灰粕陶器

（15 ．2）
内　 ロクロナデ　 施粕

内　 5Y 8．／1 （灰自） 緻密。1m m 大粒子含む。 目線1／4
回転｛測

検 出

皿 〈1．4〉
外　 ロクロナデ　 施粕 外 10Y R8／1 （灰白） 云芙1、

11
灰粕陶器

（17 ．6） 内　 ロクロナデ　 施粕 （漬 けかけ） 内　 粕5Y 7／2 （灰自） 緻密。 1／5 I 区

（8 2 ） 外　 ロクロナデ　 底部回転へラケズリ→高台 外　 粕5Y 7／2 （灰自） 回転実測 Ⅳ区カマ ド堀方
椀 〈5：7〉 施粕 （漬けかけ） 地5Y 7／1 （灰自）

12
土師器

杯 －

内　 ロクロナデ　 ミガキ　 黒色処理

外　 ロクロナデ

内　 5Y R l．7／1 （黒）
外　 5Y R 6／4 （にぷい橙）

細石英 ・細長石粒子含む。 目線破片

墨書
破片実測

Ⅱ区1 層

13
土師器

杯 －
内　 ロクロナデ　 ミガキ　 黒色処理

外　 ロクロナデ

内　 5Y R l．7／1 （黒）

外　 5Y R 6／4 （にぷい橙）

細石英 ・紙長石粒子含む。
赤色粒子含む。

破片実測
皇童
坐　日

Ⅲ区トレンチ

14
土師器

12 ．7 内　 ロクロナデ　 ミガキ　 黒色処理

、　　　－L一　　　　　　　一　く

内　 5Y R l．7／1 （黒） 細石英 ・細長石粒子、 口縁1／6 カマ ド堀方

6 0 外　 7．5Y R7／4 （にぷい橙） ～3m m 大白色粒子含む。 底部完形 I 区堀方
杯

3．6
外　 ロクロナデ　 底部回転糸切 り 完全実測

15
土師器

杯

（12．4）
（5．8）

〈4．0〉

内　 ロクロナデ　 ミガキ　 黒色処理

外　 ロクロナデ　 杯下部手持ちへラケズリ　 底部回転糸切 り

内　 5Y R 5／6 （明赤褐）
外　 7．5Y R6／6 （橙）

細長石、1m m 大石英、砂粒

多く含む。
1／5
回転実測

I 区

16
土師器

杯

（15・q）

（6．の
〈4．5〉

内　 ミガキ　 黒色処理

外　 ロクロナデ　 底部右回転糸切 り

内　 7．5Y R l．7／1 （黒）

外　 5Y R 7／6 （橙）

細石英 ・細長石粒子、1m m
大赤色粒子含む。

口緑 1／5
回転実測

Ⅳ区堀方

17
土師器

杯

14．2

6 ．5
4 ．7

内　 ロクロナデ　 ミガキ　 黒色処理

外　 ロクロナデ　 底部右回転糸切 り

内　 5Y R l．7／1 （黒）
外　 5Y R 5／6 （明赤褐）

細石英 ・細長石粒子、

1－3m m 大砂粒含む。

1／4
回転実測

I 区

18
土師器

杯

（14．4） 内　 ロクロナデ　 ミガキ　 黒色処理 内　 5Y R 2／1 （黒褐） 細石英 ・細長石粒子、まれに 1／2 Ⅳ区トレンチ

（6．0）

4．6

外　 ロクロナデ
体部下端及び底部手持 ちへラケズリ ・ミガキ

外　 5Y R 6／8 （橙） 自 ・赤色粒子含む。 回転実測

19
土師器

杯

（14．0）
内　 ロクロナデ　 ミガキ　 黒色処理

外　 ロクロナデ　 底部右回転糸切 り

内　 5Y R l．7／1 （黒） 細石英 ・細長石粒子、1m m 1／3 検 出

（6．0） 外　 5Y R 6／6 （橙） 大砂粒含む。 「中」墨書あり

回転実測

Ⅳ区

H 39検出

20
土師器

杯

（3．8）

（14月）
（5．4）

内　 ロクロナデ　 ミガキ　 黒色処理

外　 ロクロナデ

内　 5Y R l．7／1 （窯）

外　 5Y R 6／6 （橙）

細長石 ・細石英粒子、まれに

1m m 大赤色粒子含む。

石芙7、

1／4
墨書あり
回転実測

Ⅲ区トレンチ

21
土師器

杯

〈3．8〉

13．6
5 ．6

内　 ロクロナデ　 ミガキ　 黒色処理

外　 ロクロナデ　 底部右回転糸切 り

内 10Y R l．7／1 （黒）
外　 5Y R6／8 （橙）

細石英 ・細長石粒子、1m m
大砂粒 含む。

石英7、

1／2
完全実測
里童 「功」 ？

N o．2

22
土師器

3．9

（14．0） 内　 ロクロナデ　 ミガキ　 黒色処理
内　 5Y R l．7／1 （窯）

更え

細石英 ・細長石粒子、1m m

、′上　 人む

！主だ　巨ヨ
目線2／3
回転実測

カマ ド

I 区
杯

〈3．2〉
外　 ロクロナデ 外　 5Y R 6／8 （橙）

内　 5Y R4／1 （褐灰）
外　 5Y R6／6 （橙）

大赤色粒子 己 。

細石英 ・細長石粒子、1m m

大赤色粒子含む。

広美7、

底部2／3

回転実測

I 区

23

24

土師器
（6．8）

内　 ロクロナデ　 ミガキ　 黒色処理

‾や　底立　　　 一七七　　 へ げ記ロあ り杯 〈2．0〉 外　 ロクロナァ　 氏部右回転糸切 り　　 フ。号

内 10Y R l．7／1 （黒）
（にぷい赤褐）

細長石 ・細石英粒子、1m m
大砂粒A む

2／3　 完全実測

外面油煙付着
Ⅱ区トレンチ

土師器 16．1 内　 ロクロナデ　 ミガキ　 黒色処理

椀
〈5 6〉

外　 ロクロナデ 外　 5Y R5／3　 　ゝ　 ′、 γ址己　　 ○
高台欠損

Ⅳ区堀方

25

26

土師器

皿

（15．0） 内　 ロクロナデ　 ミガキ　 黒色処理
内　 5Y R l．7／1 （黒）

外　 5Y R 17／1 （里）

細長石 ・細石英粒子含む。 口縁 1／5
回転実測

（黒色土器） 〈1．4〉
外　 ロクロナデ　 黒色処理　 ミガキ

内　 5Y R5／4 （にぷい赤褐）

外　 5Y R2／1 （里褐）

細長石 ・細石英粒子まれに

1m m 大砂粒含む。

口緑 1／4

回転実測

I 区1層
土師器

（14．2）
内　 ロクロナデ　 ミガキ　 黒色処理

皿 〈1．5〉
外　 ロクロナデ

内　 7．5Y R 4／3 （褐）

夕　　　　　　 （陪赤褐）

細長石 ・細石英粒子、1m m
大砂粒含 む

口縁 1／4
武蔵聾

I 区

27
土師器

（13．6）
内　 ヨコナデ　 へラナデ

聾
〈4 9〉

外　 ヨコナデ　 へラナデ t　2．5Y R 3／3　 日′、 グ址己　　 ○
回転実測

Ⅳ区

28
土師器

（18．8）
内　 口縁 ヨコナデ　 へラナデ （柾 目）

内　 7．5Y R 4／／3 （褐）

外　 7．5Y R 5／4 （にぷい褐）

細長石 ・細石英粒子含む。 口縁 1／4
武蔵聾

嚢
〈7 4〉

外　 日録 ヨコナデ　 へラケズ リ

細長石 ・細石英粒子含 む。

回転実測

I 区

Ⅲ区トレンチ29
土師器

（19．6） 内　 口緑 ヨコナデ　 へラナデ
内　 5Y R5／4 （にぷい赤褐）

外　　　　　 （に ’－い橙）

目線 1／3

武蔵確
嚢

〈6 7〉
外　 目線 ヨコナデ　 へラケズリ 7．5Y R 6／4　 」′わ　 盟

細長石 ・細石英粒子含 む。

瓦
回転実測

30
土師器

（18．8） 内　 口縁 ヨコナデ　 へラナデ
内　 5Y R3／3 （暗赤褐）
夕　　　　 ／ （褐）

口縁 1／4
武蔵聾

カマ ド

賓
〈6 9〉

外　 目線 ヨコナデ　 へラケズリ t　7．5Y R 4 3

細長石 ・細石英粒子含む。

回転実測

I 区トレンチ

31
土師器

（18．2）
内　 口縁 ヨコナデ　 へラナデ

内　 5Y R 4／3 （にぷい赤褐）

夕　　　　 ／ （灰褐、

口縁 1／3
武蔵聾

嚢
〈5 6〉

外　 口縁 ヨコナデ　 へラケズリ t　7．5Y R 5 2　 火 ）

細長石 ・細石英粒子含 む。

回転実測

I 区カマ ド

32
土師器

（2 3．0）
（9 2）

内　 口縁 ヨコナデ　 ナデ
内　 5Y R 2／1 （黒褐）

外　 5Y R 5／4 （にぷい赤褐）

ロ縁 1／6

底部1／4
棄 （2云2） 外　 ヨコナデ　 胴部へラナデ （柾 目）　 胴下部へフケスリ

細長石 ・細石英粒子含 む。

回転実測

カマ ド

I 区33
土師器

（2 0．4） 内　 へ ラナデ
内　 5Y R 6／6 （橙）

里

口縁 一体部1／3

武蔵聾
聾 〈2 2．4〉

外　 ヨコナデ　 へラケズリ 外　 5Y R 3／1 （川。褐）
回転実測 Ⅳ区堀方
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B’　D D’

H37土層説明
1．黒褐色土層（10YR23）

小石、パミスを少量含む。
2．黒褐色土層（10YR2／2）

小石、パミス、砂ブロックを少量含む。
3，暗褐色土層（10YR3／3）

砂ブロックを少量含む。
4，黒褐色土層（10YR以3）

小石、パミス、砂を多く含む。
5　黒褐色土層（10YR2／2）

焼土、炭化物粒子を含む。（カマド崩壊属）
6．暗褐色土層（10YR3／4）

焼土ブロック、炭化物を含む。
あまり火熱を受けていない。

7．黒褐色土層（10YR2／3）
粘性あり。焼土ブロックを含む。
（カマド構築土）

8，黒褐色±層（10YR23）
炭化物粒子を含む。

9．暗褐色土層（10YR3／3）
砂ブロックを含む。（カマド堀方）

10．黒褐色土層（10YR2／2）
灰溜まり。土器片が多く、炭化物を含む。

気l⑥

ノ
11，暗褐色土層（10YR3〟）

砂を含む。（カマト堀方）
I2．黒褐色土層（10YRか3）

パミス、砂ブロックを含む。（Pl）
13．黒褐色土層（10YR2／3）

砂、パミスを含む。締まりあり。（貼床）
14．黒褐色土層（10YR2／2）

砂を少し含み、粘土ブロックを微量に含む。
やや締りあ

15．暗褐色土層
砂ブロック

16，暗褐色士層
砂ブロック

17　黒褐色土層
砂ブロック

18．暗褐色土層
砂ブロック

19．黒褐色土層
砂ブロック

20．黒褐色土層

り。（貼床）
（10YR3／3）
が多量に混入。
（10YR3／3）

を微量に含み、小石を含む。
（10YR2／2）

を微量に含み、小石を含む。
（10YR3／4）
が多量に浪人。
（10YR2佗）
を少量含む。
（10YR2／3）

二二‾′

⊆⊆≠二二ラチ

砂を少量含む。（P2）

第3図　H37号住居址（1）
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第5図　H37号住居址（3）

番 号 器　 確 法　 益 成 形 ・調整 色　　 調 胎　　 土 残 存 ・備 考 廿 1ニ位 置

34
土 師 旨昆

（16 ．2 ）
内　 ロ タロ ナ デ 内　 7．5 Y R 6．′′4 （に ぷ い 柁 ） 細 長 石 ・細 石 英 粒子 含 む。 目線 ユ′′4 1 区

要 〈7．9 〉 外　 ロ クロ ナ デ 外　 7．5 Y R 7′6 （栂 ） へ 3m m 大 山 色 粒 了一含 む。 回 転 実 測

35
須 恵 搭 （4 2 ．6 ） 内　 ロ クロ ナ デ 内　 7．5 Y 4 ／1 （尿 ） 細 長 石 ・細 石 英粒 子含 む 。 目 線 レ 10 I 区

難 〈6 ．6 〉 外　 ロ クロ ナデ　 櫛 描 波 状 文 外　 7．5 Y 4 ！1 （灰 ） ll順 接 瀾 Ⅳ I去

36
須 恵器 （6 1 ．2 ） 内　 ロ ク ロ ナデ 内　 7．5 Y 4 ／1 （灰 ） 紐 長 石 ・細石 英 粒 子 含 む 。 口 縁 1′ノ3 N o ．10 ・1 い 17

褒
く1 6．4 〉

外　 ロ タ ロ ナデ　 目 線 衛 措 波 状 文 （6 本 ） 休 部 平 行 タ タキ 外　 5Y R 2 ！l （黒 ） 1 ～2 m m 大 砂 粒 含 む 。 回 転 実 測 I L痩 ト レンチ

37
弥 生

5 7
内　 ナ デ （一一郎 指 頭 ） 内　 2 ．5 Y R 4 J6 （赤 恥 湖 石 英 ・細 長 石 瞳了 含 む 。 底 部 4！5 Ⅲ 区別 方

壷 〈3 ：6 〉 外　 ミガ キ　 赤 色 喰 彩　 底 部 へ ラ ケ ズ リ 外 10R 3／4 （噌 赤 ） 完 全 実 測

38
弥 生

（16 ．4 ）
内　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 内 10R 4／6 （赤 ） 細 石 英 ・細 長 右 粒 子 含 む 。 口 縁 1′′6 Ⅳ 区堀 方

鉢 〈4 ．3 〉 外　 ミ ガ キ　 赤 色 塗 彩 外・ 10R 476 （赤 ） 完 全 実 測

3 9
弥 生 13 ．0 内　 ミ ガキ 内　 7 ．5 Y R 4 ．ノ2 （灰 褐 ） 細 石英 ・細 長 石 粒 子 含 む 。－ 口 縁 1′ノ4 Ⅳ 区撮 方

整 〈5 ．4 〉 外　 櫛 描 波 状 文　 拇 指簾 状 文 （8 本 ） 外　 7 ．5 Y R 4！2 （灰 褐 ） 回 転実 測

4 0
弥 生 （15 ．4 ） 内　 ナデ 内　 7 ．5 Y R 4 ′2 （灰 褐 ） 紬 石英 ・細 長 有 粒 子 含 む。 口縁 1′′3 Ⅳ lズ

憂 〈8．0 〉 外　 櫛 描 波 状 文　 相 描 横 線 文　 へ ラ 描 垂 下 文 外　 7 ．5 Y R 5′′3 （にぷ い 褐 ） 回 転実 測

4 1
弥 生 （18 ．2 ） 内　 ヨ コナ デ 内　 7 ．5 Y R 4ノ2 （灰 褐 ） 細 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む。 口緑 1！4 検 出

斐
〈2．7 〉

外　 ヨ コナ デ　 Ll唇 部 縄 文 外　 7．5 Y R 4！2 （灰 褐 ） 回転 実 測 皿区 ユ層

4 2
弥 生 （12 ．4 ） 内　 ミガ キ 内　 7．5 Y R 4 ノ2 （灰 栂 ） 親 石 英 ・細 長 石粒 子 含む 。 ロ線 1！4 カマ ド堀 方

意
く臥 9 〉

外　 口 縁 ・胴上 部粗 描 波 状 文

頚 部 拇 指廉 状 文 （10 本 1 連 止 ）

外　 7．5 Y R 4′′′3 （褐 ） l中 計実 測 H 39

43
弥 生 （1 2 ．2 ） 内　 ミガ キ 内 10 Y R 7／3 （に ぷ い 黄 橙 ） 細 石 英 、 径 1m m 以 下の 長 石 日録 I！8 I 区

褒
〈4 ．7 〉

外　 へ ラ ナ デ （柾 目）　 口 緑 上 部櫛 描 波 状 文 （8 本 1 組 ）

頚 部 痴 描農 状 文 （1 連 止 ）

外 10 Y R 7′′3 （に ぷ い 黄 橙 ） 含 む 。 回 転 実 測

44
弥 生

（2 ユ．8 ）
内　 ミガ キ　 赤 色 塗 彩 内 10 R 4／8 （赤 ） 細 石 英 ・細 長石 粒 子 含 む 。 口 緑 1／4 検 出

壷 く4 ．8 〉 外　 ミガ キ　 赤 色 塗 彩　 r」緑 櫛描 斜 走 文 口 唇部 7．5 Y R 7 ′ノ6 （橙 ）

外 101ミ4／8 （赤 ）

回 転 実 測 Ⅳ区 、H 38 トレンチ

Ⅱ区 2 層

番 号 器　 種 長 さ（m m ） 巾 （m m ） 埠 さ（m m ） g 備　　　　　 考 出 土 位 置

54 刀 子 13 0 ．0 13 ．0 5 ．0 13．2 鉄 製 品。 N o ．5

5 5 刀 子 8 7．0 9．0 5 ．0 1 3．7 鉄 製 品。 茎 欠 損 。 N o ．15

5 6 鎌 2 2．5 16 ．0 6 ．0 2 ．3 鉄 製 品 。 小 片 。 トレ ンチ

5 7 鎌 39 ．0 16 ．0 2 ．0 6 ．5 鉄 製品 。 小 片 。

5 8 軸 2 80 ．0 5．0 5 ．0 2 6．5 鉄 梨 品 。 屈 曲 し て い る。 N o．7

5 9 柚 2 00 ．2 5．0 5 ．0 2 4．9 鉄 製 品 。 屈 曲 し て い る。 N o．8

60 紡 錘 車 6 9 ．0 3．0 29 ．4 鉄 製 品 ウ N o．9

6 1 紡 錘 車 6 2．0 3．0 19 ．4 鉄 製 品 。 N o．9

6 2 紡 錘 車 5 7．0 3 ．0 2 1．0 鉄 製 品 。 N o．6

63 磨 製 石 鍍 19 ．0 10 ．0 3 ．5 0 ．6 断 片 。 片 岩
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第3表INPX H41号住所址出土遺物一覧表

番号 器　 種 法　 量 成形 ・調整 色　　 調 胎　　 土 残存 ・備考 出土位置

1
須恵器

（14．9）
内　 ロクロナデ 内　 7．5Y 5．／ノ1 （灰）

ア　　ブ

細石英 ・細長石粒子、0．5m m

リ、山一A 、

口縁1／8

‾′セ測
Ⅱ区堀方

墓
JEェL く2．5〉

外　 ロクロナデ 外　 7．51 4。／1 （灰） 大砂粒 己も。 回転実瀾
火だす き内外

2
須恵器

杯

（13．6）

（5．8）
く3．9〉

内　 ロクロナデ

外　 ロクロナデ　 底部回転糸切 り

内　 7．5Y R6／4 （にぷい橙）

外　 7．5Y R 6／4 （にぷい橙）

細石英 ・細長石粒子、2～

3m m 大赤色粒子 まれに含む。

底部1！3

回転実測

3
須恵器

杯

14
（6．5）

3．9

内　 ロクロナデ

外　 ロクロナデ　 底部右回転糸切 り

内 10Y R4／1 （褐灰）

外 10Y R4．／1 （褐灰）

1m m 大白色粒子多 く含む。 口縁1／2
完全実測

I 区

4
須恵器

杯

（14．2）
（7．0）

〈3．9〉

内　 ロクロナデ

外　 ロクロナデ　 底部回転糸切 り

内 10Y R5／1 （褐灰）
外　 7．5Y R 5／1 （褐灰）

細石英 ・0．5m m 大長石、砂粒
含む。

底部1／3

回転実測
火だす き内外

堀方

「‘○
須恵器

杯

（13．8）
（7．0）

4．0

内　 ロクロナデ

外　 ロクロナデ　 底部右回転糸切 り

内 10Y R 6／1 （褐灰）
外 10Y R 6／2 （灰黄褐）

細石英 ・細長石粒子、1～

2m m 大砂粒含む。

底部完形
完全実測

Ⅱ区堀方

6
須恵器 （13．6） 内　 ロクロナデ

内 10Y R 5／1 （褐灰） 1m m 大白色粒子多く、1111lTl
⊥

底部完形 Ⅱ区

杯 6．0
4．8

外　 ロクロナデ　 底部右回転糸切 り 外 10Y R 6／2 （灰黄褐） 大砂粒含む。 完全実測
火だす き内外

7

須恵器 14．2 内　 ロクロナデ

外　 ロクロナデ　 底部右回転糸切 り

内 10Y R 5／1 （褐灰） 1m m 大白色粒子多く、1m m 口縁7／8 I 区
杯

（片口 ？）
（5．9）

3．2

外 10Y R 5／1 （褐灰） 大砂粒含む。 完全実測 堀方

8
須恵器

杯
（8．0）
〈1．1〉

内　 ロクロナデ

外　 底部回転糸切 り

内 10Y R 4／2 （灰黄褐）
外　 5Y 4／／1 （灰）

緻密。 底部3／8

回転実測
火だす き内

9
須恵器

杯
（6．3）
〈1．9〉

内　 ロクロナデ （磨滅）

外　 ロクロナデ　 底部右回転糸切 り

内　 5Y 8／／2 （灰 自）
外　 5Y 7／／2 （灰 自）

緻密。 底部1／4

回転実測
内外かなり磨耗、滑らか。

I区

10
須恵器

杯
（5．4）

〈1．6〉

内　 ロクロナデ

外　 ロクロナデ　 底部回転糸切 り

内　 2．5Y 7／1 （灰自）
外　 2．5Y 5／1 （黄灰）

細石英 ・細長石粒子、1～

3m m 砂粒含む。

底部完形
完全実測

堀方

11
須恵器

杯
（5．8）
〈2．3〉

内　 ロクロナデ

外　 ロクロナデ　 底部回転糸切 り

内　 5Y 5／1 （灰）
外　 5Y 5／／1 （灰）

細長石 ・細石英粒子含む。
緻密。

底部1／2
回転実測

検出

12
須恵器

有台杯
（5．6）
〈1．4〉

内　 ロクロナデ

外　 底部回転糸切 り→高台

内　 5Y 5／／1 （灰）
外　 5Y 5／／1 （灰）

細石英 ・柵長石粒子含む。
緻密。

底部5／12
回転実測
高台タタミ付磨滅

13
須恵器

（8．0）
内　 ヨコナデ　 自然粕付着

内 10Y R 5／2 （灰黄褐） 緻密。 口縁1／12
‾′寸コ・こ

検出

ーこヒ・二弓互 〈1．2〉
外　 ヨコナデ　 自然粕付着 外 10Y R 5／2 （灰黄褐） 回転芙測

14
須恵器

ここ土ご耳E
－

内　 ロクロナデ

外　 ロクロナデ

内　 5Y R 5／2 （灰褐）

外　 2．5Y R 5／4 （にぷい赤褐）

細長石 ・細石英粒子含む。 上部1／8

回転実測

検甲

15
須恵器

襲
（18．4）

〈1．4〉

内　 ナデ

外　 へラナデ

内 10Y R 5／／2 （灰黄褐）

外 10Y R 5／2 （灰黄褐）

細長石 ・細石英粒子含む。 底部1／6

回転実測
Ⅱ区

16
須恵器 （20．8） 内　 ロクロナデ自然粕付着 内 10Y R5／1 （褐灰） 細石英 ・柵長石粒子、1m m

づ、、′⊥ノゝ

口縁1／6

一ノセヽ

検出

嚢
〈7．9〉

外　 ロクロナデ自然粕付着 外 10Y R5／1 （褐灰） 大砂粒 己む。 回転実測

17
灰粕

皿

（15．6）
（7．3）
〈2．6〉

内　 ロクロナデ→施軸

外　 ロクロナデ→高台

内　 5Y 7／′2 （灰自）
外　 2．5Y 7／2 （灰黄）

緻密。 底部1／4

回転実測

I 区掘方

18
灰寒由

皿

（15．2）
（7．9）
〈3．0〉

内　 ロクロナデ→施寒由

外　 ロクロナデ→休部～底部回転へ ラケズリ→高台

内　 5Y 7／′1 （灰白）
外　 2．5Y 7／2 （灰黄）

緻密。 底部1／8
回転実測

検出

19
土師器

（14．1）
内　 ミガキ　 黒色処理

内　 7．5Y R l．7／1 （黒）

ノー　　やt、∵軌

細長石 ・細石英粒子含む。 口緑3／16
一′セこ

皿
〈1．7〉

外　 ロクロナデ 外　 7．5Y R6／4 （にぷい橙） 回転実測

20
土師器

椀 －
内　 ミガキ　 黒色処理

外　 底部糸切 り→高台

内　 7．5Y R l．7／1 （黒）

外　 5Y R 6／6 （橙）

細長石 ・細石英粒子含む。 底部完形

回転実測。土板
として転用か ？

21
土師器

（12．8） 内　 ミガキ　 黒色処理 内 10Y R 2／1 （黒）

更え

細長石 ・細石英粒子、1m m

淑′ムA

口縁1／6

‾′－ナナヽ
検出

杯 〈4．2〉 外　 休部へラケズリー→ミガキ 外　 5Y R6／8 （橙） 大砂粒己む。 回転芙測

22
土師器

杯

（12．8）
（5．3）
〈3．9〉

内　 ミガキ　 黒色処理

外　 ナデ→体部下端～底部　 手持へラケズリ

内　 5Y R l．7／1 （黒）
外　 5Y R 6／6 （橙）

細石英 ・細長石粒子、2m m

大砂粒含む。

底部3／4

回転実測

検出
23

土師器

杯 5．7
〈2 3〉

内　 ミガキ　 黒色処理

外　 ロクロナデ　 底部右 回転糸切 り

内　 7．5Y R l．7／1 （黒）
外　 7．5Y R 6／6 （橙）

細石英 ・細長石粒子含む。 底部7／8
完全実測

底部へ‾記口

24
土師器

鉢

16．1 内　 口縁ヨコナデ ・ナデ　 黒色処理

外　 口縁ヨコナ ‾． 体部へ ‾ケズリ

内　 5Y R 2／1 （黒褐）
外　 5Y R 5／8 （明赤褐）

細石英 ・細長石粒子、1m m
大砂粒含む。

氏ロ　　フp　号
1／5　回転実測 堀方

25
土師器
聾

〈5．3〉

（14．3）

7後　　　 口　　 フ

内　 口縁ヨコナデ

外　 口縁ヨコナデ　 体部へラケズリ

内　 5Y R 5／4 （にぷい赤褐）

外　 5Y R 5／6 （明赤褐）
細長石 ・細石英粒子含む。 口縁1／4

回転実測
堀方

26
土師器

聾

〈4．4〉

（7．2）

／．　　　　　　　　　　　　　　　　　口

内　 へラナデ

外　 へラケズ リ

内　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙）

外　 2．5Y R 5／4 （にぷい赤褐）

細長石 ・細石英粒子、0．5m m

大砂粒含む。

底部1／4

回転実測
堀方

I 区

27
土師器

嚢
4．6

〈3．5〉

内　 へラナデ

外　 へラケズリ

内　 7．5Y R 6／6 （橙）

外　 7．5Y R 4／2 （灰褐）

細長石 ・細石英粒子含む。

細長石 ・糸田石英粒子含む。

底部完形

完全実測

28
土師器

台付賓 7．3
〈1 8〉

内　 ナデ

外　 ナデ

内　 2．5Y R 4／4 （にぷい赤褐）

外　 5Y R 5／4 （にぷい赤褐）

底部1／4

完全実測

29
弥生

鉢

内　 ミガキ　 赤色塗彩 内 10R4／8 （赤） 糸田長石 ・細石英粒子含む。 底部3／4 Ⅱ区
（6．0）
く2 1〉

外　 ミガキ　 赤色塗彩
底　 ミガキ　 赤色塗彩

外 10R4／8 （赤）

底 10R4／8 （赤）

回転実測

30
弥生

（20．6）
＿　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　 シ′

内　 ミガキ　 赤色塗彩

′　ヽ
内 10R5／8 （赤）

一　　や　　　　更え

細長石 ・細石英粒子、1m m

、′－⊥　　A

口緑1／12

°一′1ナナ、

検出

士互E く4．5〉
外　 口縁 ナデ　 休部へラナデ （柾 目） 外　 7．5Y R 7／3 （にぷい橙） 大赤色、白色粒子 己む。 回転芙測

31
弥生

土板

2．1
2．2

0．45

内　 へラナデ （柾 目）

外　 ミガキ　 赤色塗彩

内　 5Y R 5／2 （灰褐）
外 10R4／8 （赤）

細長石 ・細石英粒子含む。 完全実測

番号 器　 種 長 さ（m m ） 巾 （m m ） 厚 さ （m m ） g 備　　　　　 考 出 土位 置

3 5 磨製石鉄未製品 2 5，0 1 7．0 1．5 0 ．8 緑色 片 岩。 左右 脚 欠損 検 出

3 6 磨製石簸分轄前剥片 4 2．0 2 8．0 4．0 6 ．7 凝灰 岩 。

3 7 砥 石 5．8 4．3 2．1 7 0．0 砂岩 。 部分 的 に砥 面 あ り。 Ⅲ区

3 8 刀 子 8 3．0 1 2．0 4．0 8．9 N o．1
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H41土層説明
1・黒褐色土層（10YR2／2）

パミス、小石を含む。
2・暗褐色土層（10YRj舟）

砂ブロックが多量に混入。
3・黒色土層（10YR訂1）

小石、砂を少量含む。
4・黒褐色土層（10YR〟2）

（柱痕）
5・黒褐色土層（10YR訂3）

砂を多く含む。（ピット堀方）
6・黒褐色土層（10YR2佗）

所々、砂が層状に含む。（貼床）
7・黒褐色土層（10Y鮎犯）

砂ブロックを含む。
8・暗褐色土層（10YRj！3）

砂主体。
9・黒褐色上層（10Y3／2）

砂を多量に含む。（床下ピット）

＼＼」』腔∠『。

－㊤－
⊂：＝：＝⊃　3I

t　‾

Fこ一一＋＋＋L皇＿＿＋一一ハ

堀方（東より）

／

第6図　H41号住居址
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2　　　　　　　4　　　　　　　5

勿方勿勿勿

P4

C

蓼’磁’
標高689．10m

O　　　（1こ80）

H60（WH5）土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

砂、パミス、炭化物粒子を含む。
2．暗褐色土層（10YR3／4）

砂多く含む。（周溝）
3．暗褐色土層（10YR3！3）

砂、炭化物粒子を含む。
4　黒褐色土層（10YR2月）

砂少量含む。締まり強い。（貼床）
5．褐色土層（10YR4ノ6）

砂主体。

遺物出土状況（西より）

も‾‥郭‾

l

Pl

＼＼し＿⊥一／。

第7図　H60号住居址

ー

U O

r

l

第4表INPX H60号住所址出土遺物一覧表

番号 器　 種 法　 量 成形 ・調整 色　　 諦 胎　　 土 残存 ・備考 出土位置

1
灰軸陶器

椀

（1 6．5）

〈2．3）

内　 ロクロナデ→飽和 （パケ塗）

外　 ロクロナデ→施粕 （パケ塗）

内　 5Y 8／1 （灰 白）

外　 7．5 Y 6／1 （灰）

緻密。 口緑1／8

回転実測

周辺

2
須恵器 13．2 内　 ロケロナデ

内　 2．5 Y 6／1 （黄灰） 欄石英 ・細長石粒子 、まれに

、一　含む

口縁1／2

完全実測
杯

5．3

4．2
外　 ロタロナデ　 底部右 回転糸切 り 外　 2．5 Y 7／1 （反日） 1 m m 大砂粒 ロ 。

3
須恵器 （12．6） 内　 ロタロナデ

内　 2．5 Y 7／3 （浅草） 細石英 ・細長石粒 子d む。 底部1／2
完全実測

周辺

杯
（5．0）

〈4．6〉
外　 ロクロナデ　 右回転糸切 り 外　 2．5 Y 7／3 （浅黄） まれに1m m 大砂粒含む。

4
須恵器

杯
（6．0）
く1．7〉

内　 ロクロナデ

外　 ロクロナデ　 底部回転糸切 り

内　 5 Y 7／1 （灰 白）

外　 2．5 Y 4／1 （黄灰）

畑石英 ・欄長石粒 子、まれ に

1 m m 大砂粒含む。

底部1／2

回転実朝1

れH炒ま

5
須恵器

壷 －
内　 ロタロナデ

外　 ナデ　 高台大半欠才艮

内　 2．5 G Y 4／1（暗オリーブ灰）

外　 2．5 G Y 4／1（噌オリーブ灰）

0．5m m 大石英 ・欄 長石粒子、

1 ・2m m 大砂粒 含む。

底郎端 部欠損

回転実 測
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番号 器　 種 法　 量 成形 ・調整 色　　 調 胎　　 土 残存 ・備考 出土位置

6
土師器 － 内　 ミガキ　 里色処理 内　 7 ．5Y R 5／2 （灰褐） 細石英 ・細長石粒子、1m m 底部1／4

杯
（6．6）
く2．5〉

、
外　 ロクロナデ　 底部回転糸切 り

外　 7．5Y R 7／′4 （にぷい橙） 大砂粒含む。 回転実測

7
土師器 内　 ミガキ　 里色処理 内　 7．5Y R l．7／1 （黒） 細石英 ・柵長石粒子含む。 底部5／8 周辺

杯
（6．2 ）
く2．5 〉

’、
外　 ロクロナデ　 底部右回転糸切 り

外　 5Y R 6／4 （にぷい橙） 回転実測

8
土師器

12．5 内　 ミガキ　 里色処理 内　 7．5Y R l，7／1 （黒） 細石英 ・細長石粒子含む。 口緑7／8 N o．1

杯 6．6
4 ．1

外　 ロクロナデ　 底部右回転糸切 り （一部へラケズ リ） 外　 5Y R 5！8 （明赤褐） 1～3m m 大砂粒まれに含む。 完全実測

9
土師器 13．7 内　 ミガキ　 里色処理 内　 7．5Y R l．7／1 （窯） 細石英 ・柵長石粒子含む。 口縁3／4 N o．2

杯
5 ．4
4 ．4

外　 ロクロナデ　 底部右回転糸切 り
外　 7．5Y R7／74 （にぷい橙） 1m m 大砂 （赤色）粒子含む。 完全実測 H 61 II区

10
土師器 （16．6） 内　 ミガキ　 黒色処理 内　 5Y R 2／1 （黒褐） 細石英 ・細長石粒子、1m m 口縁1／6 周辺

椀
〈4．1〉

外　 ロクロナデ 外　 5Y R7／4 （にぷい橙） 大砂粒含む。 回転実測

11
土師器

－
内　 ミガキ　 黒色処理 内　 5Y R2／1 （黒褐） 細石英 ・細長石粒子、1m m 破片実測

杯 外　 ロクロナデ 外　 5Y R77／4 （にぷい橙） 大砂粒含 む。 里立
憲良：Eヨ

12
土師器

－
内　 ミガキ　 異色処理 内　 5Y R2／1 （黒褐） 細石英 ・細長石粒子、1～ 破片実測 P l

杯 外　 ロクロナデ 外　 5Y R 7／4 （にぷい橙） 2m m 大砂粒含む。 墨書

13
土師器

7．9
〈3．8 〉

内　 ミガキ　 黒色処理 内　 2．5Y 4／1 （黄灰） 細石英 ・細長石粒子、1m m 底部3／4 P l

椀 外　 ロクロナデ　 底部回転糸切 り→高台 外　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙） 大砂粒含む。 完全実測 H 61 Ⅱ区

14
土師器

8 ．0
〈4 ．2 〉

内　 ミガキ　 黒色処理 内　 7．5Y R 3／1 （黒褐） 紙石英 ・細長石粒子、1m m 底部1／8

椀 外　 ロクロナデ→高台 外　 7．5Y R 6／4 （にぷい橙） 大砂粒含む。 回転実測

15
土師器 14．2 内　 口縁 ミガキ　 暗文　 里色処理 内　 5Y R 2／1 （赤窯） 細石英 ・細長石粒子、1m m ほぼ完形 P l

皿 6 ．3
3．2

外　 ロクロナデ　 底部回転糸切 り→高台 外　 5Y R 6／6 （橙） 大砂粒含む。 完全実測

16
土師器 （22．8 ） 内　 ロクロナデ 内　 5Y R 6／4 （にぷい橙） 柵石英 ・細長石粒子含 む。 口緑1／6 周辺

嚢
く8．9〉

外　 ロクロナデ 外　 7．5Y R7／4 （にぷい橙） 回転実測

17
土師器 （2 2．4 ）

内　 ロクロナデ 内　 5Y R6／6 （橙）
漁

細石英 ・細長石粒子含む。 口縁1／4 周辺

蛮
く10 ．0 〉 外　 ロクロナデ 外　 5Y R 6／6 （橙） 回転実測

18
土師器

（2 1．6 ）
内　 口縁ヨコナデ 内　 7．5Y R 4／3 （褐） 細石英 ・細長石粒子含む。 目線1／6 周辺

斐
〈6．5 〉

外　 口縁 ヨコナデ→体部へラケズ リ 外　 7．5Y R 5／4 （にぷい褐） 回転実測

19
土師器

（14 ．4）
内　 ロクロナデ 内　 5Y R 6／6 （橙）

汲
細石英 ・細長石粒子含む。 口緑3／10

賓
〈6．4 〉

外　 ロクロナデ 外　 5Y R 6／6 （橙） 回転実測

番号 器　 種 長 さ（m m ） 巾 （m m ） 厚 さ（m m ） g 備　　　　　 考 出土位置

20 両刃石斧断片 54．0 4 3．0 30 ．0 107．9 緑色岩類。刃部欠損 ・器体研磨、基部断片。

21 刀子 〈53．5 〉 10 ．0 5．0 5．4 鉄製品。 N o ．4

22 刀子 16 1．0 9．0 5．0 18 ．0 鉄製品。 N o．3

第5表INPX H62号住所址出土遺物一覧表
番号 器　 種 法　 量 成形 ・調整 色　　 調 胎　　 土 残存 ・備考 出土位置

1
須恵器

（13．7）
内　 ロクロナデ 内 10Y 4／1 （灰） 細石英 ・細長石粒子、 口緑1／4

杯 （7．4）
〈3．4〉

外　 ロクロナデ　 底部回転へラケズリ 外　 5Y 5／1 （灰） 1～3m m 大砂粒含む。 回転実測

2
須恵器

7．8
〈1．6〉

内　 ロクロナデ 内　 5Y 8／4 （淡黄） 細石英 ・細長石粒子、7m m 底部3／4

杯 外　 ロクロナデ　 底部右回転へラケズリ 外　 5Y 8／3 （淡黄） の小石含 む。 完全実測

3
須恵器

－
内　 ロクロナデ 内　 5Y 5／1 （灰） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部3／4

有台杯 外　 ロクロナデ　 底部右回転へ ラケズリ→高台欠損 外　 5Y 5／1 （灰） 1m m 大砂粒含む。 回転実測

4
須恵器

－
内　 ロクロナデ 内　 7．5Y R 2／1 （黒） 1m m 大長石 ・石英粒子含む。 口縁

聾 外　 ロクロナデ　 内外 自然粕付着 外　 7．5Y R 2／1 （黒）
断　 7．5Y R 4／2 （灰褐）

破片

5
須恵器

（10．6）
内　 ロクロナデ 内　 5Y 5／1 （灰） 0．5m m 大長石粒子多 く含む。 口緑1／8

＝土ご耳E 〈3．7〉 外　 ロクロナデ 外　 2．5Y 5／1 （黄灰）

断　 5Y R 5／3 （にぷい赤褐）

回転実測

6
土師器

（16．0）
内　 ミガキ　 黒色処理 内　 5Y R l．7／1 （黒）

汲
細石英 ・細長石粒子含む。 口縁1／6

蓋
〈2．4〉 外　 ロクロナデ→天井部回転へラケズ リ 外　 5Y R 6／8 （橙） 回転実測

7
土師器

（13．8）
内　 ミガキ　 黒色処理 内　 7．5Y R l．7／1 （黒） 細石英 ・細長石粒子、1m m

＿，L

口緑1／6

杯
〈3．6〉

外　 ロクロナデ 外　 7．5Y R7／4 （にぷい橙） 大砂粒含む。 回転実測

8
土師器

－
内　 ミガキ　 黒色処理 内　 7．5Y R l．7／1 （黒） 細石英 ・細長石粒子、1m m 口緑破片

杯 外　 ロクロナデ 外　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙） 大砂粒含む。 破片実測

里童
‘呈ど　日

9
土師器

（6．4）
〈2．8〉

内　 ミガキ　 黒色処理 内　 7．5Y R l．7／1 （黒） ～1m m 大畑石英 ・細長石粒 底部1／2

杯 外　 ロクロナデ→杯下端～底部右回転へラケズ リ 外　 7．5Y R 6／8 （橙） 子、1m m 大砂粒含む。 回転実測

10
土師器 － 内　 ミガキ　 里色処理 内　 5Y R l．7／1 （黒） 細石英 ・細長石粒子、1m m 底部完形

杯
6．0

〈1．8〉
　 、
外　 ロクロナデ　 底部右回転糸切 り

外　 5Y R 6／8 （橙） 大砂粒 まれに含む。 完全実測

11
土師器

（19．6）
内　 口縁 ヨコナデ 内　 2．5Y R 5／4 （にぷい赤褐） 細石英 ・細長石粒子含む。 口縁1／4

聾
〈3．9〉 外　 口緑 ヨコナデ　 休部へラケズリ 外　 2．5Y R 6／6 （橙） 回転実測

武蔵嚢

12
土師器

6．1
〈2．4〉

内　 ナデ 内　 7．5Y R 6／4 （にぷい橙） 0．5m m 大畑石英 ・細長石粒子 底部完形

聾 外　 ナデ　 底部周辺へ ラケズリ 外　 7．5Y R 6／4 （にぷい橙） 多 く含む。 完全実測
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H62（WHT）土層説明
1．黒褐色上層（10YM）

砂、炭化物粒子を含む。
2．明赤褐色土層（2．5YR5／6）

焼土。
3．にぷい黄褐色土層（10YR5／4）

（カマド堀方）
4．にぷい黄褐色士屑（10YR4！3）

砂を多く含む。
5．暗褐色土層（10YR3／4）

砂、炭化物粒子を含む。
6．暗褐色土層（10YRj舟）

砂、ロームブロックを含み、締まりあり。
（貼床）

7．暗褐色土層（10YR〕！3）
砂、パミスを含む。

ノ
．＿一題■細，′

＼　　二二二二千3

∴l「iき

〒∃‾て

‘妄

＼こ肇♂

＼ミ≡三些些＝；秀0

第8図　H6軍号住居址

第6表INPX H87号住所址出土遺物一覧表

モ　ーこ　－‾

＼、上包ヒプ2

番 号 器　 極 法　 毅 成 形 ・調 整 色　　 調 胎　　 上 残 存 ・備 考 出 土 位 置

1
須 恵 器 （16 ．2 ） 内　 ロ クロ ナ デ

内　 5 Y 5 ／1 （灰 ）

外 10 Y R 6／1 （褐 灰 ）

細 石 其 ・柵 長 石 、 lm l仕入 白
色粒 子含 む 。

目線 1J5
回転 実測

堀 方

蓋 く2 ．7 〉
外　 ロ クロ ナ デ → 天 井 部右 回 転 へ ラケ ズ リ 火 だ す き

2
須 恵 器

杯

（10 ．8 ）

〈3 ．1 〉

内　 ロ ク ロナ デ

外　 ロ クロ ナ デ

内　 5 Y 7／ 1 （灰 白 ）
外　 5 Y 7 ／l （尿 自 ）

細 石 英 ・細 長 石 粒 子 、 まれ に

1m m 大 砂粒 含 む 。

ロ緑 1J5

回転 実測

堀 方

3
須 恵 器 （14 ．0 ） 内　 ロ ク ロナ デ

内　 5 Y 6 ′ノ1 （灰 ）
外　 5 Y 5 ／1 （灰 ）

榔 石 英 ・細 長 石 粒 子 、 まれ に

1m m 大 砂粒 含 む 。

底 部完 形

完 全頚 捕 Ij

堀 方

杯 5 ．9
4 ．8

外　 ロ ク ロナ デ　 底 部右 回転 糸 切 り

4
須 恵 茶

壷
（12 ．0 ）
〈5 ．4 ）

内　 ロ ク ロナ デ

外　 ロ クロ ナ デ　 自 然粕 付 着

内　 N 2ノ （．焉 ）
外　 N 27 （黒 ）

細 石 英 ・棚 長 石 粒 子 、 1m m

大砂 粒 含 む 。

底 部 1ノ6

回転 実測

5
須 恵 器

焚

（3 7 ．0 ）

〈14 ．3 〉

内　 ロ タ ロナ デ

外　 休 部 叩 き 目→ ロ タ ロ ナデ

内　 7．5 Y 5 ！1 （灰 ）

外　 7 ．5 Y 5 ／1 （灰 ）

細 石 英 ・細 長 石 棺 千 、 1m m

大 砂 粒 含む 。

ロ緑 1′8

回転 実測

6
土 師 暮

杯
（7 ．0 ）

〈1 ．9 ）

内　 ミガ キ　 黒 色処 理

外　 ロ タロ ナ デ　 底 部 回転 糸 切 り

内　 7 ．5 Y R 4／2 （灰 褐 ）

外　 7 ．5 Y R 6′′′4 （にぷ い 橙 ）

細 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む。 底 部 1！5

回転 実測

7
土 師 器

椀
8 ．5

〈2 ．1 〉

内　 ミガ キ　 黒 色処 理

外　 底 部 回 転 糸 切 り→ 高台

内　 7 ．5 Y R 2／1 （窯 ）

外　 7 ．5 Y R 6／3 （にぷ い 褐 ）

細 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む。 底 部 完形
完全 実測

N o ．1

8
土 師 詮

椀

（14 ．8 ）
（7 ．6 ）

〈5 ，5 〉

内　 ミ ガキ　 男 色 処 理

外　 ロ ク ロナ デ → 高 台

内　 7 ．5 Y R Z／1 （黒 ）

外　 7 ．5 Y R 6／4 （にぷ い 橙 ）

細 石 英 ・細 長 石 来立子 含 む。

1m m 大 赤色 粒 子 含 む 。

ロ線 5 ／16
回転 突沸

H 8 3検 出

9
土 師 器 （15 ．4 ） 内　 ミ ガキ　 黒 色 処 理

内　 2 ．5 Y R 3 ′′1 （曙 赤 灰 ）

外　　 Y R ／4 （に ’。い赤 褐 ）

湖 石 英 ・細 長 石 粒 子 、 1m m
大砂 粒 含 む

口緑 172
度‘全 実潮

N o ．2

椀 7 ．8
6 ．1

外　 ロ ク ロナ デ　 底 部 回転 糸 切 り→ 高 台 2 ．5　 針 4 トにぶ　 、

10
土 師 語

椀
（7 ．1 ）

〈4 ．2 〉

内　 ミ ガキ　 黒 色 処 理

外　 ロ ク ロナ デ → 高 台

内　 7 ．5Y R l．7 7′1 （黒 ）

外　 7 ．5Y R 5 ／3 （にぷ い褐 ）

珊 石 英 ・細 長 石 粒 子 含 む。 底 部 1／5
同転 実測

11

土 師 器
椀

（高 台）

6 ．9
〈1 ．4 〉

内　 ロ ケ ロナ デ

外　 ロ タ ロナ デ

内　 7 ．5Y R 7．J4 （にぷ い橙 ）
外　 7 ．5Y lミ7．74 （にぷ い橙 ）

欄 石 英 ・郷 長 石 粒 子 含 む。 底 部 完形

完 全 実 測

12
土 師 提

要

（10 ，8 ）

〈6 ．7 〉

内　 ロ グ ロナ デ

外　 ロ タ ロナ デ

内　 5 Y R 2／1 （窯 褐 ）
外　 5 Y R 4／1 （褐 灰 ）

細 石 英 ・湖 長 石 含 む 。 ロ緑 1J4

回転 実測

堀 方

13
土 師 器

（14 ．0 ）

（5 6 ）
内　 ナデ

内　 5 Y R 5′′′4 （に ぷ い 赤 褐 ）

外　 5 Y R 5／2 （灰 褐 ）

細 石 英 ・細 長 石 含 む 。 底 部 レ 5

口緑 3J8
聾 〈l這．0 〉 外　 へ ラ ケ ズ リ ロ】転 実 測

14
土 師 語

意

（19 ．2 ）

く4 ．2 〉

内　 口縁 ヨ コナ デ

外　 口緑 ヨ コナ デ

内　 5 Y R 5′′3 （に ぷ い 赤 褐 ）

外　 5 Y R 6／4 （にぷ い 橙 ）

細 石 英 ・湖 長 石 含 む 。 ロ緑 3′16

回 転 実 測

15
土 師 器

要

（15 ．8 ）

く4 ．8 〉

内　 口緑 ヨ コナ デ　 休 部 へ ラ ナデ

外　 口緑 ヨ コナ デ　 休 部 へ ラ ケ ズ リ

内　 5 Y R 6／4 （にぷ い 橙 ）

外　 5 Y R 6／4 （にぷ い 橙 ）

細 石 英 ・欄 長 石 含 む 。 ロ緑 1J8
回 転 実 測

16
土 師 格 （16 ．8 ） 内　 口縁 ヨ コナ デ

内　 5 Y R 5／4 （にぷ い 赤 褐 ）

外　 7 ．5Y R 6 J3 （に ぷ い褐 ）

細 石 英 ・細 長 石 含 む 。 ロ緑 レ 3
回 転 実 測

楽
〈4 ．9 〉

外　 口緑 ヨ コナ デ 混 人 品
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H87（WIi33）土層説明
1．暗褐色土層（10YR3／3）

砂、′」、礫を含む。
2．黒褐色土層（10YR3／2）

砂、小礫を含む。
3．黒褐色土層（10YR3ノ2）

（カマド構築士）

4・暗褐色土層（10YR3／3）
砂を多量に含む。

5・暗褐色土層（10YRヨ〟）
砂、小磯を多量に含む。（堀方）

、、．　邑
「　　＿＋　－．コ

」　　　二一．

i　　　　　　　　‾

JF

第9図　H87号住居址

第7表INPX H90号住所址出土遺物一覧表
番号 器　 極 法　 昼 成形 ・調整 色　 調　　　　　　　　 胎　 1・ 残存 ・備考 出上位 置

1
須恵器

量

（15．0）

〈2」〉

内　 ロクロナデ

外　 ロタロナデ

内　 N 4／ （灰）

外　 N 4／ （灰 ）
細 石英 ・細長石粒子含 む。 口録1／10

回転実測
火だす き疾

2 須恵器

杯

I 須至器

（6 2） 内　 ロタロナデ 内 10 Y R 7／1 （灰自）
外 10 Y R 7／1 （灰自）

細石英 ・細長石粒子、1m m 底部1／2
〈2：3〉

1 3 2

外　 ロタロナデ　 底部回転糸切 り ～2m m 大砂粒含む。 回転実測

3 6．9
3．5

内　 ロケロナデ 内　 2．5G Y 4／1（疇オリーブ灰）
外　 2．5G Y 5／1 （オリーブ灰）

細石英 ・細 長石粒子含む。 2／3 N o．1
外　 ロクロナテ　 底部右回転糸切 り　 火だす き痕 砂粒含む。 完全実測

火だすき痕

4
須恵器

杯

土師等

椀

土漂器 】

（6 0） 内　 ロクロナデ 内　 2．5 Y 6／1 債 灰）

外 10 Y I～5／1 （褐灰）

細石英 ・繍長石粒子、1m m 底 部2／3

く1：2〉

（1 7 8）

外　 ロクロナデ　 底 部右回転糸切 り ～2 m m 大砂粒含む。 回転実測

5
〈4．0〉

内　 ログロナデ　 ミガキ　 黒色処理

外　 ロタロナ デ

内 10 Y R l．7／1 （窯）
外 10 Y R 6／4 （にぷい普橙）

細石英 ・細長石粒子含 む。 口緑1／8

回転実測

6 7．0
く1．9〉

肉　 ロクロナデ　 ミガキ　 ー鴬色処理

外　 ロクロナデ　 底部回転糸切り

内　 5 Y R 2／1 （累褐）

外　 5 Y R 6／6 （橙）

繍石英 ・細長石粒子含む。 底部1／3

回転実測

番号 ［

7 I

器　 軽 I

打製石斧 I

長さ（m m ） I

7 9・0 】

巾（m m ） l 厚さ（m m ） I　 g　 I
備　　　 考　　　　　　　　 l 出七位 置

4 7．0 12．0 55．1 ホル ンフェルス0 刃部縁辺整形加工直接、器体加工直軋
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叫　　　　Ul

D　　　　　　　旦’

脇。－

P2

H90（WH3（I）上層説明
1．暗褐色土層（10YR3／3）

砂、小石、炭化物粒子を含む。
2．暗褐色上層（10YR3／3）

焼土、粘土粒子を含む。
3，赤褐色土層（2．5YR4／6）

焼土、粘土粒子を多く含む。
4．黒褐色土層（10YR2／3）

焼土、炭化物粒子を少量含む。

若　　一二二二㌦、

5．明赤褐色土層（2．5YR5／8）
焼土。

6．褐色土層（10YR4／4）
砂主体。焼土混じる

7．にぷい黄褐色土層（10YR4！3）
砂多く、締まりあり。（貼床）

己二＿…∴＿　ヽゝ

＼＼二＿壬：i≠　＼二」一一〆。

第10図　H90号住居址

6　　　　A

言乙ノテ二・：；三二でタ．・－‥？アキ’

B5　　56焼土　B

：÷干．・：・ン二‡二・・二I二子・＿・丁‾

二三．，ア：王子テ：！丁子了

D

P2　　　　　　　　Pl

カマド（西より）

H97（SH5）土層説明
1．黒褐色土層（10YRヨ／2）

砂、小礫を含む。
2．暗褐色土層（10YR3／3）

（カマド堀方）
3．暗褐色土層（10YR3／3）

ローム粒子、砂ブロックを含む。
4．褐色土層（10YR4／4）

砂、小礫を多量に含む。

＼＼二ユー／15・禦璧禁恕禁慧砂、ローム粒子を多量に含む。（貼床）
6，褐色士届く10YR4！4）

砂、ロームブロック（～3cm）小磯を
多量に含む。（堀方）

＼＼適♂

t＝∃∠ク。

第11回　H97号住居址
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第8表INPX H97号住所址出土遺物一覧表

番号 器　 種 法　 丑 成 形 ・調整 色　　 調 胎　　 土 残存 ・備考 出土位置

1
須恵器

（ ）
内　 ロタロナデ 内　 2．5 Y 6 Jl （黄灰） 細石英粒子やや 多く、長石粒 底型1′′三

杯 5．6
く1．5）

外　 ロクロナデ　 底部右回転糸切 り 外　 2．5 Y 6／1 （苗灰） 子含む。 回転突沸

2
土 師器 （1 3．6） 内　 ミガキ　 黒色処理 内　 2．5Y 3！1 （男） 湖石英 ・細長石粒子含む。 口緑レノ三 N o．1

杯 6．4

4．0
外　 ロケロナデ　 底部右回転糸切 り 外　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙） 完全実測

3
土師器

7 4
内　 ミガキ　 黒色処理 内　 7．5Y R l．7／1 （黒） 細 石英 ・紳長石粒子含む。 底部完形 カマ ド堀方

椀 く2：7〉 外　 ロタロナデ→高台 外　 5 Y R 7ノ6 （橙） 元全実測

4
土師話 （5 8） 内　 ナ デ

外　 ロクロナデ　 底部回転糸切 り

内　 7．5 Y R 4 J3 （栂） 紺石英 ・細長石粒子含む。 底 型1／至 カマ ド堀方

小型登 〈2：5〉 外　 7．5 Y R 4／3 （褐） 回転実測

5
土師器

（4 1）
内　 へ ラナデ 内　 7．5 Y R 4／4 （褐） 細石英 ・細長石粒子含む。 底 墾 ／写

喪 （4：5〉 外　 へ ラケズリ 外 10 Y R 3′′1 （窯褐） 回転実測

6
土師話

（18．8）
内　 口縁 ヨコナデ　 休部ナデ 内　 5Y R 5／4 （にぷ い赤禍） 細石英 ・細長石粒子含む。 口縁1／4

葉 く6．4〉 外　 口縁 ヨコナデ　 休部へラケズ リ 外　 7．5 Y R 6／3 （にぷい褐） 回転実測

7
土師器 （2 0．8）

内　 ヨコナデ 内　 7．5 Y R 6 J4 （にぷい橙） 細石英 ・細長石粒子含む。 口緑1／5

塑
〈7．4〉 外　 ロクロナデ 外　 7．5 Y R 6 J′4 （にぷい橙） 回転実測

H99（SH7）土層説明
1．黒褐色土層（10YRj佗）

砂、小礫を含む。
暗褐色土層（10YRj乃）
砂、少礫を多く含む。

A，3・褐色土層（10YR4！4）
一　　　砂、小磯を極めて多量に含む。（堀方）

第12図　H99号住居址

l　　　　　　　‥　　　　　－㌢　　　　　　′

二∴≡　‾づ‾

l

第13回　HlO3号住居址
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A

F 2

　　（

B

C

A

P 7
P8　 調

④

査

P l

P 2

P 3

P 6

Pg

区

P 5　　　　　　 P 4　　 外

標高 68 9．82 1m

0　　 （1 i 80 ）　　 写m

Fl土屑説明
1．黒褐色土層（10YR〟2）

（柱痕）
2，黒褐色土層（10YRa3）

砂、′」、石を含む。
3．黒褐色土層（10YRが2）

砂、小石を多く含む。
4．にぷい黄褐色土屑（10YR4／3）

砂主体。

F2土層説明
1．暗褐色土層（10YR3／3）

パミス、砂を少量含む。
2．暗褐色土層（10YR3付）

パミスを多く含む。
3．黒褐色士層（川YR2佗）

P2　　　　　　　　　　　　　Pl

僚高690053m

O　　　（1ニ80）

第14図　F1－3号掘立柱建物址
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F3完掘（西より）

F3土層説明
1，黒褐色土層（10YR2／2）

砂、小石を含む。
2．黒褐色土層（10YR2／3）

砂ブロックを多く含む。



⑥
F4土層説明
1．黒褐色土層（10YRか2）

砂、小石を含む。（柱痕）
2．黒褐色土居（10YR2／3）

砂、小石を多く含む。
標高689．853m

0　　　（1 80）

A 12　　　　　　　　　7

P7　　　　　　　　　　　P8

B　　　2

F5

生，　生的言一一一Gl

旦d8　　　⑥
F5土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

（柱痕）
2．黒褐色土層（10YR訂2）

パミスを極めて微量に含む。
3．黒色土届（10YR2／1）

砂を微量に含む。
4．暗褐色土層（10YR3／3）

砂を多く含む。

F6土層説明
1．黒褐色土層（10YR3／2）

砂、小礫を含む。
2．褐色土層（10YR4／4）

砂、小礫を多量に含む

標高681．253m
（1こ80）　　　2m

F6完掘（南より）
第15図　F4－6号掘立柱建物址

第9表INPX F8号掘立柱建物址出土遺物一覧表
番号 器　 確 法　 量 成形 ・調整 色　　 調 胎　　 土 残存 ・備考 出土位．置

1
須恵器 （1 2．5）

内　 ロクロナデ 内　 5 Y 6／1 （灰） 0．5m m 大長石粒子、1m m 大 1／5 P l
杯 （6．2）

3．5
外　 ロタロナデ

外・ 5 Y 6！l （灰） 砂粒 含む。 回転実測

2
須恵器

（1 4．4）
内　 ロクロナデ 内　 2．5 Y 7／1 （灰自） 細石英 ・細長石粒子、まれに 底部完形 P2

杯 （1 0．4）

4．4
外　 ロクロナデ→底部へ ラキ リ→ ヘラナデ 外　 2．5 Y 7′1 （灰自） 1m m 大砂粒 含む。 ロ縁1′3

回転 実測
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F7
調　　　　　　査 区　　　　　　　外

‾‾‾‾　　　　「　　　　‾‾‾‾

門（WFl）土層説明
1．黒褐色土層（10YR2佗）

砂少量、粒子密、締まり
2．暗褐色土層（10YR3／3）

砂多く、締まりなし。

‾二；．＿＿．・子羊：：・テラ千二J

F8（WIJ2）土層説明
1．暗褐色土層（10YR3／4）

砂、小パミスを含む。
2　暗褐色土居（10YR3／3）

砂多く、パミスを含む。

F9　　　　　　　　外

なし。＼＼こ空車ク
F7

A’

∴ィ′ノ虜

二）了・′l

標高68960m

O　　　（1こ80）　　　2m

「＝‾ノ

（担　気l

F8完掘（南より）

第16図　F7～9号掘立柱建物祉

第10表INPX F7号掘立柱建物址出土遣物一覧表

内　ミガキ　黒色処理
外　ロタロナデ　底部へラケズリ

内10YRl．7ノ1（黒）
外　2．5YR5／6（明赤褐）

細長石・細石英粒子、
1－3mm大赤色粒子含む。

底部1／2
回転実測
墨書

第11表INPX F9号掘立柱建物址出土遺物一覧表
番号 器　 種 法　 鑓こ 成形 ・調整 色　　 調 胎　　 土 残存 ・備考 出土位置

1
須恵器

蓋

（ユ5．6）

く2．9〉

内　 ロクロナデ

外　 ロ グロナデ

内　 5Y 6／2 （灰オ リーブ）
外　 5Y 6／2 （灰オ リーブ）

細長石 ・細石英粒子、1m m

大砂粒まれに含む。

ロ緑1／8

回転実測

2
須恵器

杯 （7．5 ）
〈1．9〉

内　 ロクロナデ

外　 ロクロナデ　 底部右回転糸切り

内　 5Y 7／1 （灰白）

外　 5Y 6／1 （灰）

細長石 ・細石英粒子、1 ・2 ・

5m m 大砂粒含む。

底部Z／3
回転実測

P 4

3
須恵器

長頚壷

（8．4 ）

〈8．0〉

内　 ロクロナデ

外　 ロタロナデ

内　 5Y 5／ユ （灰）
外　 N 5′ノ（灰）

紺長石 ・細石英粒子含む。 口緑1／2

回転実測
P 3
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F12（SF3）土層説明
1　暗褐色土層00YR3／3）

ロームブロック（～3cm）、ローム
粒子、砂、小礫を多く含む。

2．褐色土層（10YR4〟）
ロームブロック（～3clp）、
砂、小康を多く含む。

（1ニ80）　　　2m

皇’F10（WF4）上層説明
1，暗褐色土層（10YR3／3）

砂、小石を少量含む。
2．黒褐色土層（10YR訂3）

砂、小石を少量含む。
3．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

砂、ロームを多く含む。

F13　　　　　　　　　調

「．言二∴・－．「

Fll完掘（南より）

標高688．684m

O　　　（1ニ80）

標高689．521m
O　　　（1こ80）　　　2m

Fll（SFl）土層説明　　　　　F14（SF5）土層説明
1黒褐色土層（10YR3／2）　　1，暗褐色土層（10YR3！3）

砂、小磯を含む。　　　　　　　砂を含む。
2，褐色土層（10YR4！4）　　　　2．黒褐色土届く10YR3／2）

砂、小磯を多量に含む。　　　　砂を多く含む。

第17図　FlO～14号掘立柱建物址

標高689．121m

（1ニ80）　　　2rn

F13（SF4）土層説明
1・暗褐色土層（10YRj／3）

砂を含む。
2・褐色土層（10YR4／4）

砂を多量に含む。

番 号 器　 稚 法　 益 成形 ・調整 色　　 調 胎　　 土 残 存 ・備 考 出 土 位 置

4
須恵 器 － 内　 ロ タ ロ ナ デ 内　 N 5 ！ 0 夷） 細 長 石 ・細 石英 粒 子 含 む 。 体 ・剖ト 底 部 1′′4 P 3

彙 （7

く9

）
〉

外　 ロ ク ロ ナ デ　 自然 粕 付 着 → 高 台 外　 N 3 ！ （暗 灰 ） 回 転 実 測 P 4

D
須恵 器

壷
（

〈

0 ）

1〉

内　 ロ ク ロ ナ デ

外　 ロ ク ロ ナ デ→ 訪 台

内　 N 5 ．7 （灰 ）

外　 N 3 ′′1 暗戌 ）

細 長 石 ・細石 英 粒 子、 1m m

大 砂 粒 ま れ に含 む。

底 部 1／4

6
須恵 器

小 瓶
（5 ．2 ）
〈1．9 ）

内　 ロ ク ロ ナ デ

外　 ロ ク ロ ナ デ　 底 部 回 転 糸 切 り

内　 2．5 Y 5！1 （黄灰 ）

外　 5 Y 6／1 （灰 ）

紐 長 石 ・欄石 英 粒 子 含 む 。

1m m 大 砂 粒 少量 含 む。

底 部 1′′3

回 転 実 測
P 3

第12表INPX F10号掘立柱建物址出土遺物一覧表

内　ミガキ　黒色処理

外　へラケズリ→ミガキ

内　7．5YRl．7′1（．窯）

外　7．5YR5′′3（にぷい褐）

細長石・繊石英粒子、
1～3mm大赤色粒子含む。

底部1′4
回転実測
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第18図　Tl～T86　T97～TlO6（試掘出土遺物）
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第13表INPX　試掘・グリット・表採出土遺物一覧表
番号 器　 種 法　 量 成形 ・調整 色　　 調 胎　　 土 残存 ・備考 出土位置

1
土師器 18．6 内　 杯部ナデ→暗文 脚部ナデ→ヘラケズリ 内　 5Y R 6／6 （橙） 0．5m m 大長石 ・石英粒子 口縁7／8 試掘 1

高杯 （14．2）

14．5

外　 口縁ナデ→頚部へ ラケスリ→脚部へラナデ 柾 削 →
全体　 暗文

外　 5Y R 6ノ／6 （橙） 1m m 大赤色粒子含む。 完全実測

番号 器　 種 長さ（m m ） 巾（m m ） 厚さ（m m ） g 備　　　　　 考 出土位置

2 削器 29．0 67．0 8．0 18．3 頁岩。刃部刃こぼれ、刃部縁辺整形加工あ り、器体加工研磨。 試掘8 －1

番号 器　 種 法　 量 成形 ・調整 色　　 調 胎　　 土 残存 ・備考 出土位置

3
土師器 内　 杯　 ミガキ　 里色処理　 脚部ヨコナデ→ヘラケズリ 内　 7．5Y R l．7／1 （黒） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部1／16 試掘11

高杯
（10．1）
絡 2〉

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‖
外　 ミガキ

外　 5Y R 7／6 （橙） 1 ・3m m 大赤色粒子含む。 回転実測

4
須恵器

杯

（9．6）
（11．2 ）
く2．3〉

内　 ロクロナデ

外　 ロクロナデ

内　 5Y 4！1 （灰）

外　 5Y 4／1 （灰）

維長石 ・細石英粒子含む。

緻密。

口縁1／8

回転実測
試掘23

5
須恵器 （10．8 ） 内　 体部ナデ→口縁 ヨコナデ 内　 7．5Y 5／1 （灰） 柵石英 ・細長石粒子、1m m

・′J－　　A

日縁3ノ／10

‘‘一ノ寸ナヽ
試掘25

短頸壷
く5．8〉

外　 口縁ヨコナデ　 胴部ナデ 外　 7．5Y 4／1 （灰） 大黒色粒子 己む。 回転芙測

6
弥生 （12．0 ） 内　 ミガキ 内　 7．5Y R 6／4 （にぷい橙）

サ・」　や　　　　　　　汎

細石英 ・細長石粒子含む。 口縁1／6
一√十さ、

試掘30

嚢
く2．5〉 外　 口唇部縄文　 口縁 部縄文→櫛描山形文 外 10Y R 6／4 （にふい黄橙） 回転実測

7
土師器 － 内　 ナデ

内　 7．5Y R 6／4 （にぷい橙） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部1／3 試掘30

七号E
（7．4 ）

絃 5 〉
外　 ミガキ

外　 7．5Y R l．7／1 （窯） 回転実測

8
弥生 － 内　 へラナデ （柾 目） 内 10Y R 7／3 （にぷい黄橙） 畑石英 ・紺長石粒子含む。 底部3／4 試掘30

てヨヒご笠E
8 ．2
くま8 〉

外　 ミガキ
外 10Y R 7／4 （にぷい黄橙） 完全実測

9
土師器

（2 1．2）
内　 ナデ→暗文 内　 5Y R 4！3 （にぷい赤褐） 細石英 ・柵長石粒子、1m m

・ヽ′－」ノ今、

口緑1＿／12

一ノー千丁ヽ

試掘33

高杯
く6 ．3〉

外　 ナデ→暗文 外　 5Y R 4′／2 （灰褐） 大砂粒 己む。 回転芙測

10
土師器 内　 裾部ナデ　 脚部へ ラケズリ 内　 2．5Y R5／6 （明赤褐） 細石英 ・細長石粒子、1m m 底部7／12 試掘33

高杯
（13．4）
鉦 6〉

日　　　　　　　　　　　　日
外　 ナデ→暗文

外　 2．5Y R5／6 （明赤褐） 大砂粒含む。 回転実測

11
土師器

（15．6）
内　 ナデ→ミガキ 内 10Y R5／4 （にぷい黄褐）

一一　　やl、∵炊

細石英 ・細長石粒子含む。 目線1／4

‾r千一一、
試掘33

杯
6．8

外　 底部へラケズリ→口緑 ヨコナデ 外　 7．5Y R6／4 （にぷい橙） 回転芙測

12

土師器

光り
（8．2） 内　 ナデ 内　 2．5Y R5／4 （にぷい赤褐）

′つ．　　トや

細石英 ・細長石粒子含 む。 口緑1／6
‘’‾′セ　ヽ

試掘33

小笠丸底

士笠E
〈2．3〉

外　 ミガキ　 赤色塗彩 ？ 外　 2．5Y R 5／4 （にふい赤褐） 回転芙測

13
須恵器

－
内　 ロクロナデ 内　 7．5Y R 4／1 （褐灰） 1m m 大長石・細石英粒子含む。 つまみ 試掘33

蓋 外　 ロクロナデ→つまみ貼付 外　 7．5Y R 4／1 （褐灰） 完全実測

14
土師器 （14 ．4 ） 内　 ナデ→畿内系暗文 内　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙） 細石英 ・細長石、1m m 大赤 口縁1／6 試掘33

杯 （10 ．2 ）
〈3．6 〉

外　 口緑 ヨコナデ→体部手持へ ラケズリ 外　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙） 色粒子含む。 回転実測

15
弥生

－

内　 ナデ 内　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙） 細石英 ・細長石粒子含む。 頚部3／4 試掘38

ニ士ご宝E
外　 口緑 ミガキ　 頸部へ ラ描横刺突文 へラ描平行線文

へラ描山形文　 胴上部懸垂文

外　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙） 回転実測

番号 種　 類 長 さ（m m ） 巾（m m ） 】 厚さ（m m ） 】　 g 備　　　　　 考 出土位置

16 掻器 60．0 77・0　 ！　 14・0　 1　 62．1 安山岩。刃部縁辺整形加工直接、急角度の刃部加工のため、掻器と分類した。試掘40

番号 器　 種 法　 量 成形 ・調整 色　　 調 胎　　 土 残存 ・備考 出土位置

17
土師器 （16．2） 内　 ナデ→ミガキ 内　 7．5Y R7／6 （橙）

更え
細石英 ・細長石粒子、1～

、′」一∠ゝ

目線1／5

一′千丁、

試掘42

杯
〈3．7〉 外　 口縁 ヨコナデー→底部へ ラケズリ 外　 7．5Y R7／6 （橙） 3m m 大砂粒 己む。 回転実測

18
土師器

（18．0 ）
内　 口縁 ヨコナデ 内　 7．5Y R 7／6 （橙）

玖
細石英 ・細長石、1m m 大赤

、′⊥‾　ノゝ

口緑 1／4

一′セヽ
試掘42

聾
〈5．6〉

外　 口縁ヨコナデ→体部へ ラケズリ 外　 7．5Y R 7／6 （橙） 色粒子己む。 回転芙測

22
弥生 － 内　 ミガキ　 赤色塗彩 内 10R 4／6 （赤） 紳石英 ・細長石、1m m 大赤 底部5／12 試掘43

鉢
（5．6）

〈2．7〉

、ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　－／
外　 ミガキ　 赤色塗彩

外 10R 4／6 （赤）
底　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙）

色粒子含む。 回転実測

23
弥生 内　 脚部ナデ 内　 7．5Y R 4／3 （褐） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部1／3 試掘43

高杯
（6．8 ）
〈2．2 〉

‖
外　 ナデ→赤色塗彩

外　 2．5Y R 4／6 （赤褐） 回転実測

24
土師器 －

内　 へラナデ 内　 2．5Y R 6／6 （橙） ～0．5m m 大長石 ・石英粒子 底部完形 試掘43

嚢 6．7
〈4 5 〉

外　 ミガキ

底　 へラナデ

外　 2．5Y R 6／6 （橙） 1m m 大赤色粒子含む。 完全実測

25
土師器 縦3．5 内　 ミガキ 内　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙） 細石英 ・柵長石含む。 完全実測 試掘43

土板 横3．3
厚0．55

外　 ミガキ 外　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙）

26
土師器 内　 ヨコナデ→暗文 内　 2．5Y R 5／6 （明赤褐） 細石英 ・柵長石粒子含む。 杯底1／4 試掘44

高杯 外　 ヨコナデ→暗文 外　 2．5Y R 5／6 （明赤褐） 1 ・2m m 大砂粒含む。 回転実測

27
弥生 内　 ナデ→ミガキ

内　 7．5Y R4／2 （灰褐） 細石英 ・柵長石粒子含む。 底部3／4 試掘46

嚢 6 ．4
〈3 ．2〉

外　 ミガキ
外　 7．5Y R7／4 （にぷい橙） 完全実測

28
弥生 － 内　 ミガキ 内　 7．5Y R 8／3 （浅黄橙） 細石英 ・柵長石粒子含む。 底部完形 試掘46

嚢
6．3
〈1．8〉

外　 ミガキ
外 10Y R 3．／1 （黒褐） 完全実測

29
須恵器 内　 あて具痕 内　 5Y 6／1 （灰） 細長石 ・細石英粒子含む。 拓本 試掘49

嚢 外　 平行叩き自 外　 5Y 5／1 （灰）

30
須恵器 内　 ロクロナデ 内　 7．5Y R 6／1 （褐灰） 細石英 ・細長石粒子、1m m 拓本 試掘49

賓 外　 ロクロナデ→口縁櫛描波状文 外　 7．5Y R l．7／1 （黒）

断　 2 5Y R 6／4 （にぷい橙）

大砂粒含む。

31
須恵器

杯

（12．6 ）
内　 ロクロナデ

外　 ロクロナデ

JJL
内　 N 5／ （灰）
外　 N 5／ （灰）

細石英 ・細長石粒子含む。

緻密。
口緑3／16
回転実測

試掘52

32
土師器

〈2．7〉

（14 ．の 内　 ミガキ　 黒色処理

断　 2．5Y R 4／2 （灰赤）

内　 7．5Y R l．7／1 （黒） 紙石英 ・細長石粒子、2m m 口縁1／3 試掘52

杯 （6．2 ）

4．3
外　 ロクロナデ　 底部右回転手切 り 外　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙） 大砂粒含む。 回転実測

57
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番号　　 器　 種 法　 量 成形 ・調整 】　　 色　 調 i　　 胎　 土 i 残存 ・備考

口縁1／8

l 出土位置

試掘5433　 土霊器 （21．2） 内　 口縁ヨコナデ　 休部へラナデ （柾目） 内　 7．5Y R 5／4 （にぷい褐） ！細石英‘細長硝 子含む。

〈7．5〉 外　 口縁ヨコナデ　 休部へラケズリ 外　 7．5Y R 5／4 （にぷい褐） 回転実測

34　　 須空器

貰E
（8．6）
〈5．8〉

内　 ロクロナデ 内 10Y R 4／1 （褐灰、） 細石英 ・細長石、い 2m m 大 底部1／2 試掘54
外　 休部回転へラケズリ→高台 外 10Y R 5／1 （褐灰） 白色粒子含む。 回転実測

35　 須霊器
－

内　 ロクロナデ 内　N 5／（灰） 0．5m m 大長石粒子、細石英粒 つまみ 試掘54
外　 天井部右回転へラケズリ→つまみ貼付 外　 N 5／（灰） 子含む。 完全実測

高杯36 （ミニチュア） （4．6）
〈3．0〉

内　 杯部ナデ　 赤色塗彩　 脚部ナデ 内　 7．5Y R 6／4 （にぷい橙） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部1／4 試掘54
外　 ナデ　 赤色塗彩 外　 2．5Y R 5／4 （にぷい赤褐） 回転実測

37
須恵器 （10．3） 内　 ロクロナデ 内　 N6／（灰） 細石英・細長石粒子含む。 口縁1／12 試掘55
士璽E 〈1．7〉 外　 ロクロナデ 外　 N3／（暗灰） 回転実測

38 弥生 （12．2） 内　 ミガキ 内 10Y R 7／3 （にぷい黄橙） 細石英 ・柵長石粒子含む。 口縁5／12 試掘55
こ土ご雲互 〈4．6〉　 外　 ナデ→口唇部刻み目　頚部へラ描横線文 外 10Y R 7／3 （にぷい黄橙） 回転実測

42
土師器 （11．8） 内　 口緑ミガキ　 体部へラナデ→ミガキ 内　5Y R 4／2 （灰褐） 畑石英 ・細長石粒子含む。 口緑1／6 試掘56
－ことご当互 〈12．4〉 外　 ナデ→ミガキ 外　 5Y R4／2 （灰褐） 回転実測

43
土師器 （18．8） 内　 ミガキ 内　 7．5Y R 7／8 （黄橙） 柵石英 ・細長石粒子、細砂粒 口縁1／5 試掘60
高杯 〈4．4〉 外　 ミガキ 外　 7．5Y R 7／8 （黄橙） 多く含む。 回転実測

44
弥生 （18．0） 内　 ミガキ　赤色塗彩 内　 2．5Y R 5／6 （明赤褐） 細石英 ・細長石粒子含む。 口縁1／12 試掘61
鉢 〈3．1〉 外　 ミガキ　 赤色塗彩 外　 2．5Y R 5／6 （明赤褐） 回転実測

口緑突起あり

45
須恵器

（7．0）
〈1．1〉

内　 ロクロナデ 内　 5Y6／2 （灰オリーブ） 細石英 ・細長石粒子、1m m 底部1／2 試掘61
杯 外　 ロクロナデ→底部右回転糸切り 外　 5Y7／1 （灰自） 大砂粒含む。 回転実測

火だすき

46
須恵器

（6．2）
〈1．7〉

内　 ロクロナデ 内　 2．5Y 5／2 （暗灰黄） 細石英 ・紙長石粒子、1m m 底部1／2 試掘61
杯 外　 ロクロナデ→底部回転糸切り 外 10Y R 5／2 （灰黄褐） 大砂粒含む。 回転実測

火だすき

口縁1／647
須恵器 （13．9） 内　 ロクロナデ 内　 5YR 5／1 （褐灰） 細石英・細長石粒子、1m m 試掘61
杯 〈3．2〉 外　 ロクロナデ 外　 7．5Y R 6／1 （褐灰） 大砂粒含む。 回転実測

48
弥生 （9．5） 内　 ナデ 内　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙） 細石英 ・細長石粒子含む。 口縁1／8 試掘61
士箋E 〈4．0〉 外　 ナデ→口唇部縄文　 頚部縄文→ヘラ描平行線文 外　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙） 回転実測

49 ！ 品 施
内　 杯部ミガキ　脚部ナデ 内　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部1／2 試掘61 ！

外　 ナデ→ミガキ 外　 7．5Y R7／4 （にぷい橙） 完全実測

56
弥生

8．8
〈2．2〉

内　 剥離 内　 7．5Y R 4／2 （灰褐） 0．5m m 大長石粒子多く、細石 底部1／2 試掘62
嚢 外　 ナデ→ミガキ 外　 7．5Y R 5／2 （灰褐） 英粒子含む。 完全実測

57
灰粕陶器

（6．6）
〈0．9〉

内　 施粕 内　 2．5G Y 7／1（暗オリーブ灰）緻密。 底部1／4 試掘67
皿 外　 底部回転へラケズリ→高台 外　 N8／1 （灰自） 回転実測

59
須恵器
杯

（8．2）
〈1．9〉

内　 ロクロナデ 内　 2．5G Y 4／1（暗オリーブ灰）畑石英 ・紙長石粒子、1m m 底部3／8 試掘75
外　 ロクロナデ→底部回転糸切り 外　 2．5GY 4／1（暗オリーブ灰）大黒色粒子含む。 回転実測

火だすき

日縁1／860
灰粕陶器 （9．6） 内　 ロクロナデ→施粕 内　7．5Y 6／3 （オリーブ黄） 緻密。 試掘80

＝土こ．雲互 〈11．7〉 外　 ロクロナデ→施粕 外 10Y R 7／4 （にぷい黄橙） 回転実測

i

！

！

！

i

i

i

I

I

l

i

61
陶器
椀

（10．4）

〈3．2〉

内　 ロクロナデ→施軸
外　 ロクロナデ→施粕

内　 5Y7／1 （灰自）
外　 5Y7／1 （灰自）

緻密O　 i

細長石多く、紙石英粒子含むOi

日縁1／8
回転実測
灰粕

試掘97 i

62 恒 畑 由
内　 ミガキ　 黒色処理

外　 底部回転糸切り→高台

内　 5YR 5／1 （褐灰）
外　 2．5Y R 6／6 （橙）

底部1／2
回転実測

試掘99

63 日 目 〈2．7，
内　 ミガキ　 黒色処理
外　 ミガキ

内　 7．5Y R l．7／1 （窯）
外　 7．5Y R 6／6 （橙）

細石英 ‘細長硝 子含むつ

！

細石英 ‘細長石粒子含むつ

つまみ部
完全実測

試掘102

64 序 i
内　 施寒由
外　 施粕

内　 2．5Y 5／3 （黄褐）
外　 2．5Y 5／3 （黄褐）

口緑一部
鉄寒由

試掘106 i

65 巨 漂器 雄 ）
内　 ミガキ　 黒色処理
外　 ロクロナデ→底部へラケズリ

内　 7．5Y R l．7／1 （黒）　　　 ′
外　 7．5Y 7／6 （橙）

口縁1／8
回転実測

試掘83 i

66 序 （霊 ） 内　　　　　　　　　　　　　 兵
外　 2．5Y R 4／8 （赤褐）

細石英・細長石粒子含む。 目線1／6
回転実測

試掘83 i

67　 等 信 頼 ミ芸芸 攣 聖 鵠 甲 胡石英 ・柵長石粒子含む。 底部完形
完全実測
1孔 14cm

試掘83

68 序 。左‥庸 誓 ナデ 。那 ） 底部ナデ　 ！夕出 芸芸ク昌 警 魔 ） i糸欄石英 ・繍長石粒子含む。 底部完形　　　 。
完全実測

式掘83

69　 驚 愕 告 叛 意蓋蒜 謡 禁波状文体部へラ描斜走文 i夕紹 芸豊 3（豊 漂 つ 糸、田石英 ’細… 子含むo i呂監 孟U i言式掘83

70 「 若　 く昌‥冒， 虹 と ＿ 二 「 ‾ 「 夕

番可　 種 類 i 長さ（m m ）i 巾（m m ） l 厚さ（m m ） l　 g　 l

究 ‡‥聖 堅 田石英’細長硝 子含つ －

清　　　　　 孝

部7／8
全実測

式掘83

出土位置
71 1 砥石 1 5・5 ！　 2・6　 1 1・2　 1　 26．9　　 極走灰岩。 式掘83　 ！

封 石蒜 品 鳥 打　 芸 i 芸：： ！ 芸ご　 監 器体中央に敲打痕あり。 式掘86　 ！

式掘90
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番号 器　 種 法　 量 成形 ・調整 色　　 調 胎　　 土 残存 ・備考 出土位置

74
灰粕陶器

壷
（8．2）
〈5．6〉

内　 ロクロナデ

外　 ロクロナデ→高台→施粕

内　 2．5Y 7／1 （灰自）

外　 7．5Y 7．／1 （灰白）

緻密。 底部1／8
回転実測

試掘94

75
白磁

碗

（16．1）

〈4．3〉

内　 ロクロナデ→施軸

外　 ロクロナデ→施粕

内　 5Y 8！2 （灰自）
外　 5Y 8／2 （灰自）

緻密。 口縁1／12

回転実測
試掘94

76
弥生

7 8
内　 杯部 ミガキ　 赤色塗彩　 脚部ナデ

内　 杯2．5Y 4／8 （赤褐）
脚7．5Y R 7／4 （にぷい橙）

細長石 ・細石英粒子含む。 底部完形完全実測

蓋として再利用か

試掘95

高杯 〈3：8〉 外　 ミガキ　 赤色塗彩 外　 2．5Y R5／6 （明赤褐） 焼成前穿孔

77
弥生

9 6
内　 杯部 ミガキ　 赤色塗彩　 脚部 ミガキ

内　 杯2．5Y R 5／6 （明赤褐）

脚5Y R 5／2 （灰褐）

細長石 ・細石英粒子含む。 底部3／4

完全実測

試掘95

高杯 〈5：5〉 外　 ミガキ　 赤色塗彩 外　 2．5Y R5／6 （明赤褐）

78
須恵器

嚢 －
内　 ナデ

外　 体部叩 き目→体部下端へ ラケズリ

内　 5Y R 6／2 （灰褐）
外　 7．5Y R4／1 （褐灰）

細石英0．5m m 大、長石粒子含む。底部
拓本

試掘95

79
須恵器 － 内　 ロクロナデ

内　 5Y 4／1 （灰）
外　 5Y 4／′1 （灰）

細石英 ・柵長石、1m m 大砂

粒含む。

休部1／4

回転実測

試掘100

蓋 〈2．0 〉
外　 ロクロナデ　 天井部右回転へラケスリ 火だすき

80
土師器

杯
（7．0 ）
〈1．5 〉

内　 ミガキ　 黒色処理

外　 ロクロナデ　 底部回転糸切 り

内　 7．5Y R3／1 （黒褐）

外　 7．5Y R6／3 （にぷい褐）

細長石 ・細石英粒子含む。 底部1／2

回転実測

試掘100

番号 種　 類 長 さ（m m ） 巾 （m m ） 厚 さ（m m ） g
備　　　　　 考 出土位置

8 1 ピェス・エスキーユ 48 ．0 27．0 7．0 8．5 頁岩。器体加工両極。 試掘100

82 打製石斧 48 ．0 60．0 9．0 31．5 安山岩。刃部磨耗痕、刃部縁辺整形加工直接、器体加工直接。 試掘108

83 磨製石鉄 30 ．0 18．0 3．0 1．6 粘板岩。刃部縁辺加工研磨、器体加工研磨 A え9

番号 器　 種 法　 量 成形 ・調整 色　　 調 胎　　 土 残存 ・備考 出土位置

84
弥生

襲 －
内　 ミガキ

外　 体部へラナデ→ミガキ　 頚部櫛描簾状文

内 10Y R 5／3 （にぷい黄褐）

外 10Y R 6／4 （にぷい黄橙）

細長石 ・細石英粒子含む。 休部
拓本

A お7

85
土師器

高杯
7．9

〈4．9 〉

内　 杯部 ミガキ　 黒色処理　 脚部へ ラケズリ　 裾部ナデ

外　 ミガキ

内　 7．5Y R7／6 （橙）

外　 7．5Y R6／6 （橡）

細長石 ・細石英粒子、まれに

1m m 大砂粒含む。

底部完形
完全実測

A え3

86
須恵器 －

内　 ロクロナデ 断　 5Y R5／2 （灰褐） 柵石英 ・細長石粒子、1－2m m 底部完形完全実沸 A か3

7．6 外　 ロクロナデ→底部回転糸切 り→体部下半右回転へラケ 外　 7．5Y 5／1 （灰） 大砂粒含む。 肩部自然粕付着

ここヒ雪芝 〈17 ．2〉 ズリ→高台 不整形

番号 種　 類 長 さ（m m ） 巾 （m m ） 厚 さ（m m ） g 備　　　　　 考 出土位置

87 二次加工剥片 35．0 49．0 12．0 23．1 頁岩。完形。器体加工直接。 B う6

番号 器　 種 法　 量 成形 ・調整 色　　 調 胎　　 土 残存 ・備考 出土位置

88
弥生 － 内　 ミガキ

内 10Y R 6／3 （にぷい黄橙）

外　 7．5Y R 5／6 （明褐）

細 長石 ・細石英粒子含む。 脚部完形
台付嚢転用

W 4 ・5　検出

台付聾 〈7．9 〉
外　 ミガキ　　 脚部たたみ付部スリあ り 完全実測

番号 種　 類 長 さ（m m ） 巾 （m m ） 厚 さ（m m ） g 備　　　　　 考 出土位置

89 砥石 56 ．0 22．0 8．0 14．3 砂岩。 W l検出

90 長身有茎数 35 ．5 14．8 4．9 2．5 黒曜石。尖頭部欠損。刃部縁辺整形加工押庄剥離＋鋸歯、器体加工押庄剥離＋鋸歯。W 7　 検出

91 鉄製品 37．0 29．0 13．0 18．8 器種不明。 W 2　 検出

92 磨製石鉱末製品 30．0 20．5 1．5 1．6 先端欠損。緑色片岩。刃部縁辺整形加工研磨。器体加工研磨。 試掘

93 磨製石鉱末製品 38．0 20．0 2．5 1．9 緑色片岩。刃部縁辺整形加工研磨。器体加工研磨。 試掘

94 擦切石器 34．1 33．7 4．6 4．0 頁岩。刃部横方向磨耗痕。 試掘

番号 器　 種 法　 量 成形 ・調整 色　　 調 胎　　 土 残存 ・備考 出土位置

95
弥生

高杯 〈4 ．2 〉

内　 ミガキ　 赤色塗彩　 脚部内面ナデ

外　 ミガキ　 赤色塗彩

内 10R 5／6 （赤）
外　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙）

10R 5／6 （赤）

柵長石多 く含む。 頚部

完全実測
W 6　 う…1
検 出

番号 種　 類 長 さ（m m ） 巾 （m m ）　　　　 厚 さ（m m ）　　　　　 g 備　　　　　 考 出土位置

96 砥石 111．0 55．0　　　　　　　　 66．0　　　　　　　　 354．0 凝灰岩。 表採

97 臼玉 12．5 11．5　　　　　　　　 10．0　　　　　　　　 2．07 孔径4．0m m 。滑石。 表採
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試掘調査地点出土遺物一覧

恒 名
ダリット 本調査遺構名 ・出土遺物 遺構推測時代

1 A か 3 M 8 弥生 中期

2 A う 4 H 4 1 ・H 53 奈 良 ・平 安

3 A い 4 H 4 0 ・H 42 弥 生 中期 ・古墳 中期

4 A い 7 H 2 6 ・H 52 弥 生中期 ・弥 生後期

5 A う9 無彩壷 ・杯 弥 生中期

6 B う2 無彩杯 、赤彩 杯、 土師杯 弥生 中期 ・古墳 中期

7 B い 5 11住 ・M 2 ・M 4 弥生 中期

8 B い 7 H 2 － 5 ・F l 弥生 中期 ・古墳 ・奈 良

9 B い 10 H 6、研 磨痕 のあ る剥片 弥生 中期

10 C い 2 波 状文襲 、無彩 壷、 土師嚢 弥生 中期 ・古墳後 期

11 C う 1 土 師武蔵 嚢 ・杯 ・高杯 奈良

12 B え 10 斜 走文嚢 ・土 師器嚢 古 墳後 期

13 B う4 H 25 ・M 4 弥 生 中期

14 A う10 H 23 ・D 3 弥 生 中期

15 A う 5 H 35 ・H 37 ・H 4 1 弥 生後期 ・平 安

16 A え 5 H 3 7へT I39 ・12住 弥生 中後期 ・古墳 ・平安

17 消滅

18 A え7 H 2 7 ・H 28 ・M 8 弥生 中期 ・後期

19 B お 1 H 2 1 弥生 中期

20 B え 4 3 ・4住 古墳 後期 ・奈良

2 1 B え 6 H 8 ・M l ・M 22 奈良

2 2 B え 8 H 7 奈良

23 B え 10 波状 文 ・斜 走文 嚢、 土師杯 、須恵 器杯 ・嚢 弥生 ～古墳

24 B か 10 壷 、賓、土 師器杯 ・聾 古墳後 期

25 B く3 H 17 ・H 18 弥生 中期

26 B き3 H 19 弥 生 中期

27 B か 4 H 2 4
】
弥 生 中期

28 B か 6 H 9 ・M 2 古墳 中期

29 B け 6 H 13 ・H 50 弥 生後期 ・奈 良

30 B か 8 H lO 5、無 彩壷 、赤彩杯 弥生 中期

31 B け 8 H 13 ・H 50 弥生 後期 ・奈 良

32 B こ 7 壷 、嚢、 須恵杯 （糸 切 り）、土 師嚢 弥生 中期 ・古～ 平安

33 E あ 8 H lOO ・波状 文嚢 、赤彩杯 、 土師器 高杯 古墳 中期 ・奈良 ・平安

3 4 F い 1 赤彩 壷 ・杯 、土 師杯 弥生中期 ？古墳 中・後期

3 5 F あ 3 無彩 壷、 赤彩壷 弥生 中期

36 C け2 無彩 壷、 嚢、土 師壷 古 墳 中期 ・後期

37 C く 1 無彩 壷、赤 彩壷 、聾、 土師 嚢 ・杯 弥生 中期 ・奈 良

38 C き2 無彩 壷、聾 弥 生 中期

39 C け 3 須恵 聾、土 師聾 ・杯 古墳 後期

40 F あ 4 無彩壷 、嚢 、土 師嚢、 ス クレイパ ー 弥 生中期

41 F う5 無彩壷 、土 師杯 弥生 ・古墳 中期

42 F う2 波状文 嚢、 土師嚢 ・高杯 古墳 後期

43 F う4 赤 彩壷 、高杯 、土 師高杯 ・嚢 ・土板 弥生 後期 ・古墳 後期

4 4 F く1 無 彩壷 、赤彩杯 、斜 走文聾 、須恵 蓋 ・杯 ・整 弥生 後期 ・平安

4 5 F く4 須 恵嚢、 土 師武蔵聾 奈良 ・平安

4 6 F き 4 無彩 壷、斜 走文 嚢、赤 彩杯 、須恵 嚢、土 師嚢 弥生 中期

47 F お 4 無彩 壷、斜 走文 嚢、 赤彩杯 、土 師嚢 ・杯 弥生 中期 ・古墳後 期

48 F き5 須恵 高台杯 ・聾 、土 師武蔵 襲 ・杯 奈良

49 F う6 須恵 聾、土 師聾 ・杯 （底部 回転へ ラケ ズ リ） 古 墳後 期 ・奈 良

50 C く5 斜走 文嚢 弥 生 中期

51 C き4 土師小 型丸底 古墳 中期

52 C こ6 須恵杯 ・嚢 、土 師武蔵 嚢 ・高杯 平 安

53 F え 9 土師嚢 ・椀 古墳 後期 ・平安

54 C こ 7 H 97 、須恵賓 ・壷 ・蓋 、土師武 蔵聾 ・杯 ・皿 平安

地点名 ダリット 本調査遺構名 ・出土遺物 遺構推測時代

55 C き6 赤彩壷、聾、土師襲、須恵短頸壷 古墳後期

56 E こ9 無彩壷、須恵聾、土師嚢 古墳後期

57 Iい7 赤彩壷、土師嚢 ・杯 古墳中 ・後期

58 Iい7 須恵杯 ・土師武蔵嚢 奈良 ・平安

59 Iう6 須恵聾 ・土師高杯 古墳後期

60 Iえ1 土師聾 ・高杯 古墳中期

61 H い4 無彩壷、赤彩鉢、須恵聾 ・杯、土師聾 弥生中期～奈良

62 H あ2 無彩壷、土師器杯 ・嚢 弥生中期 ・古墳後期

63 H あ1 無彩壷、土師器杯 ・嚢 弥生中期 ・古墳後期

64 D け1 無彩壷、須恵蓋、土師器杯 ・聾 平安

65 D く1 H 5 9 弥生中期

66 D か1 H 58 古墳後期

67 D こ3 無彩壷、須恵嚢 ・有台杯、土師武蔵嚢 ・杯 弥生中期～奈良

68 H あ7 無彩壷、須恵嚢、土師器武蔵嚢 ・杯 奈良 ・平安

69 H い10 赤彩壷 ・鉢、波状文襲、土師高杯 弥生後期 ・古墳中期

70 Iう4 赤彩鉢、波状文嚢 弥生中期

71 Iい5 土師高杯 古墳中期

72 Iあ2 H 86 弥生中期

73 D こ9 H 77 弥生後期

74 D こ7 H 78 ・D 15 ・D 16 平安

75 D け5 無彩壷、土師襲、須恵杯 弥生中期 ・古墳

76 D け3 H 5 9壷、聾、土師武蔵嚢 弥生中期・奈良・平安

77 E こ2 H 8 5 奈良

78 E け1 H 7 7 ・H 79 弥生後期 ・中期

79 消滅

80 D き3 嚢、壷、土師襲、灰粕壷 弥生中期 ・平安

81 消滅

82 E く1 H 81 ・14住 弥生中期

83 D か7 H 80 ・H 9 1、土師器杯、弥生鉢 ・甑 弥生後期 ・奈良

84 D お4 H 60 ・H 6 1 ・H 64 ・8住 ・D 12 古墳中期・奈良・平安

85 D お4 須恵蓋 ・杯 ・嚢、土師杯 奈良 ・平安

86 D え3 H 57、砥石 古墳後期

87 D い2 H 5 6 ・D lO 古墳後期

88 D あ2 斜走文聾 弥生中期

89 A く2 H 48 弥生後期

90 A お2 M 8、石製模造品 古墳中期

91 A う2 H 43 ・9住 弥生中期 ・古墳後期

92 A け4 H 34～H 36 ・H 54 ・M 8 弥生後期・中期・奈良

93 D う3 M lO 平安

94 A こ5 H 34 ・M 8、灰粕壷、白磁椀 弥生後期

95 A か7 H 30 ・H 32 ・M 9、弥生高杯、須恵嚢 古墳後期 ・平安

96 A き8 H 15 ・D 9 古墳後期

97 A け7 M 8、灰寒由壷 古墳 中期

98 D あ7 壷、嚢、土師杯 ・嚢 奈良 ・平安

99 D い7 須恵聾、土師杯 ・武蔵聾 奈良 ・平安

100 D う6 H 62 平安

101 D え6 14住 古墳後期

102 A こ9 H 6 6～68、弥生蓋 弥生中期・古墳後期・平安

103 A お10 H 15 ・H 16 ・1住 古墳後期

10 4 D お9 H 69 弥生中期

10 5 D う10 無彩壷、赤彩壷、嚢 弥生中期

106 D あ10 嚢、無彩壷、赤彩壷 弥生中期

107 B か2 H 17 ・H 19 弥生中期

108 B か2 H 21 ・H 2 2、石鍬 弥生中期

61



〕＋

ノヽ′
l・lJⅡj．

ここ戸・・へ、＼、、

ナく、
㍉心戒 1、いいl

／／rl

ノ‘

：：笹㌦l〝
ll＼

ll
一、＼、、、、、、〉、、、、、、高

1日l
r・、＼γ二二こい、ヽrL・－1・一・・メ．　　　　　　一一‾・．ぴこ示措二‥：：

さ

戯芳
r！‘r

＋‡∵　＋
．お．．こ　こ・封、い　魂′′4

、∃りこ湖上l・・．1ニ　・l・当乙r

　 ／　一ノ・一′一一　　1毒≠妄

覧縮 l

遺跡Ⅱ～

h∴ 誰，州、ざ 冊 Y丑： 排

一ゴ三戸芋テ′
，「西－本柳墓轟抱酎

鞄置一一
ⅩⅡ・i・＞

訓 礪紺 i媒 ノ鞋

上声＝一車「 書き囁し．’
l　　　’▲．エエコh

轡言蒜こ
…　艶芝晶授－笠．

ふ『＿．貼
＿、，ヽl

窓 恕 組 魁 £

Sl瑠 己d

tr・・・‘・6－

渾 転堪 ‘‘譜
・・・・！．舅

d　‘・・t
りノ芯．監才白・
▼ノー1琴乙霊′

＝号　、J

H54〟′　H38

閻 罰 野 騙 酢‾一一一一

1　、ノ　こ　　　一‾． i”′．墓．匿か ．・．嘉
一－i

，ヽ．
・，．こ、6 －ご霹 商 飛 ・　 錦 ．ゝ ∵ 「 ・　＼

額E ぎヽ、1さこ
．㍉ 導

、頂 肇 ・姦

満 遥・慧 lT‘．莞・宰繹 一．．．‘一哉 ヽ
l　l

l 紺 濫 附 ㌣′・8　 －
ご一‘‘掛 ・・C

L一

一・・．′・＿　　　Y
一コ・
－．艦 詳 昌

、　　、　＼

＼ヽ
三聖 ．＿・三：1

去 ∴字

○く、D
N
l
l1
＞く

ノ　 ′さ壊　　 ァ重 畳 堪 凱 ＞ ．6 9人2 〉

ゞ 違 ・テ・滞 針 稲 穂 結

録 芸ニ逃 避 鬱

珊′・・sg
F旅
し

∩0　　　 1

立

．7．′’‾
浜 、一－・、、 。 － エア‥ノ

姻艦凋諸瀞、＋ ム　 1

憩 或 一群 ・・一／
露正妃 山

等、

「北

‡∴

l

霞 等 霞 ・〒・苧…・

°　　ク′　　　′・‾‾・．‾・・．‾‾

こ．
‘一≡牢解 毒摺 ・・ 駄 －ニにこ

lIl

H 53　　　 掛

l

・・‘．料‘’’’ 」

・・義軍・’ ．芝－摺 、’ノ‘．1
琵琶㌃鴇 ・・・1－V‘′・

．・モこ

） 1西！

ノ／
久
保
‘阜　CI

⑥ ≡

二 ＿ 萱讐 ・・・・；・q

挫 ＿　 蛍賢

、L ．．－＿1　　 ．ミ・‘こ・顎 ・鼠 選 書．ニ　 治 山 ＼ 「 萎 フ ‾ ‾ ＝ 刊 潤 1．‾勤 一計 」 』

h：空 2±≡r一． l

ー〔lH J

・5
！′′′′J

ll・Ⅹニ29160

H63
蒜

H 68
l

H60

．，∫紗 61
H62

し＿′H 32　∵、

6住・串 ’

7住一叫ノ

H 41
日37　 京劇はl＋ 「ニ　　　　　　 ー：

毛　 59αβ・　 h

一　　 ㌔ ．

ーl 新

）　 ′′覇㌫ ㌃言 詞

ニ　＞

：三 郎 、・・、掛 l

5花タ　　　　　　 l

Il　 l
d

一一一．・．一一一

11
請8 しこも －

H 85
′

』1 3 －H90

I N P x

′／　 ′1′り′ノ／言 闇 泊 八 六

三　一

誼 都 ．去

1

日

一 転・・H7ミ津 蒜
HlOO尋ヱI

一 十 ∴

・C X＝29100

＿．＿ノ
H lO3　H lO2

l

「 －　 ‾

［ ●－

】

』

／　 H　〝／f

d
こ572 5

． ．7 ＼

二
［コ奈良時代
［コ平安時代

H98　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肩手・・．．
ll

H

ll　＼dこ川，．　／！

＋ ⊥一三ウノ′′成　 一一　 轡軋 t 萄

＋
日

日　当レー「ぷ㌍の久ィ
．1
呆追跡l・
RmIl、一隻．‖、．ボこ；‥－；．グ 悪日獣言

第20図　酉一本柳遺跡Ⅹ　奈良・平安時代遺構分布図

62



一一纂車重寒轟

NIS音量mPPのN YANAGI

長野県佐久市太宰岩村田
西一本柳遺跡刃発掘調査報告書

鈴与商事株式会社

長野県佐久市教育委員会



所　在　地

調査委託者

調査受託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

一本柳遺跡群　西一本柳遺跡刃

佐久市大字岩村田17971－1外7筆

鈴与商事株式会社

佐久市教育委員会

鈴与佐久平ガソリンスタンド建設

平成15年8月18日～8月22日（現場）

270Id

上原　学

例言・凡例

1．本書は平成15年度に調査を行った長野県佐久市大字岩村田に所在する西一本柳遺跡刃の発掘調査報告書である0

2．作成・執筆は上原が行った。

3．本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

4．遺跡の略称（INP刃）

5．遺構の略称　竪穴住居址－H　溝跡－M　　ピットーP　　住居内土坑－D

6．スクリーントーンの表示は以下の通りである。

遺構　地山断面妙　焼　土　　　床　下［＝⊃

遺　物　　　赤色塗彩　　　　　　石器使用痕

7．挿図の縮尺　　遺構　住居址・土坑・溝跡－1／80

遺物　土器－1／4　石器－1／3

8．調査グリッドは公共座標に基づき大グリッド40×40m、小グリッド4×4mに設定。

9．写真図版中の番号と同一遺構の遺物実測図番号は一致する。

10．遺構の標高は各遺構ごとに統一し、水糸高を標高とした。

11．土説・土器色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修1987年度版『新版

標準土色帖』の表示に基づいた。
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立地と経過

西一本柳遺跡は、佐久市岩村田市街地の西側に東西方向に長く展開する一本柳遺跡群の西側地域、標高685～702m

を測る湯川右岸の台地上に位置する0調査対象地周辺は、佐久市内を南北に通過する国道141号臼田バイパス東側に接

し、佐久市内でも有数の遺跡密集地域で弥生時代中期から平安時代を主とする遺構が多数検出されている。近年は遺
跡群北方の新幹線佐久平駅開業に伴い、道路整備をはじめ多くの開発が進んでいる。

今臥株式会社鈴与商事による給油所建設工事が行われることとなり、遺構の有無を確認するため試掘調査を実施

した0その結果、弥生時代の住居址（中期1軒・後期1軒）、溝跡が多数認められたため、開発主体者と協議の結果、

遺構が破壊される地域の記録保存を目的として佐久市教育委員会が主体となり発掘調査を実施した。
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調査概要

調査は重機によって遺構の破壊される地域の表土

除去を行った後、遺構検出を開始した。結果、今回

調査対象となったのは弥生時代後期の住居址1軒及

び、溝跡6条のそれぞれ一部分である。遺物は住居

址内及び溝跡から弥生時代後期の弥生式土器が多量

に出土した。なお、今回試掘で確認され、調査対象

とならなかった遺構は弥生時代中期後半の住居址1

軒、この住居址に切られる溝跡1条である。また調

査を行った溝跡も遺構が破壊される周辺以外の部分

は埋土保存とした。

調査区内確認遺構

住居址－2軒（弥生時代中期1軒　後期1軒）

溝　跡一6条

調査遺構

住居址－1軒（弥生時代後期）

溝　跡一5条（弥生時代後期に切られる溝1条、

後期1条、不明3条）

出土遺物

弥生式土器一葉・壷・蓋・鉢・高杯

石　製　品一磨製石斧・砥石・敵き石・みがき石・

磨石

基本層序

調査地城は南に広がるほぼ平坦な台地が北に向か

って緩やかに傾斜し始める境界付近である。遺構確

認面までの深さは、南側で黄褐色のローム層上面ま

でもっとも浅い地域で20C皿内外を測り、北に向かっ

て徐々に深さを増して行き最深部では60C皿となる。

住居址は南側の斜面上部に限られ、低地となる北で

は認められない。住居址に近接する北側には台地と

低地の堺付近である緑を東西方向及び調査地城内

で「L」状に東、南方向にのびる溝跡が存在すること

から調査区付近は集落の北端地域であると考えられ

る。

土
　
土

色
　
色

褐
褐

黒
黄

T
⊥
　
［
］

土
　
ム

作
一

耕
　
口

土
　
土

色
色

褐
褐

黒
黄

T
⊥
　
Ⅱ

基本層序模式図

耕作土（やや粘性）

ローム（水性）
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周辺遺跡位置図
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遺構と遺物

H1号住居址

遺構は調査区南寄りのやや北方向に傾斜する台地上に位置する。規模は東西5・65m、南北5・6m、床面までの深さは

35cm内外を測る。平面形は方形である。床面はほぼ平坦で硬質である。ピットは床面上で12個認められ、Pl～P4

が主柱穴、P5・6が入口施設に関係するものと考えられる。南東コーナーには径84cm、深さ70C皿の土坑が存在し、

底面上40cm付近まで湧水が認められるが、住居生活時の水位は現在より低かったと考えられる。炉は中央から北によ

った主柱穴間に設置されている。形状は径80cmの円形で大小二つの土器底部を二重に埋設しており、周辺が焼土化し

ていた。

遺物は床面上及び土坑内から弥生式土器の嚢・壷・蓋・高杯・鉢、石製品などが多数出土した。図示したのは38点

である。

④
　
旦

C
一

A
一

A’　E E’　F E

l・＿・－　　∴∴

1　黒褐色土（10YR2／3）

2　暗褐色土（10YR3／3）

3　暗褐色土（10YR二3／4）

4　黒褐色土（10YR3／2）

5　黒褐色土（10YR2／3）

D，　　　6　暗褐色土（10YR3／3）

二l二一一一こて1－－－・l‥l“ll、「＝こ‥モ

H1号住居址実測図
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ローム少量含む。

ローム、軽石含む。

ローム粒やや多く含む。

ローム粘少量含む。

しまりなし。（柱痕）

炭、ローム少星含む。

7　黒褐色土（10YR2ノウ）　炭やや多く含む。

8　暗褐色土（10YR3／4）暗褐色、褐色の混合土。しまりあり。床面

9　褐色土（10YR4／4）　ローム主体。暗褐色土含む。

10　暗褐色土（10YR3ノ3）　粘性、しまりあり。
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H1号住居址遺物実測図（1）
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H1号住居址遺物実測図（1）
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H1号住居址遺物観察表

番号 器　 種 ！器形 恒 径（cm ）恒 径（cm ）座 高（cIu） 調　 整 ・ 文　 様　　　　　 ！残存率・部位等 焼成 色調 （外面）
（内面、）

1
弥生式
土　 器 ∴ 18．6 6．6 22．9

認 豊 禦 聖 孟赤監禁櫛描簾状文 体部下半へラミガつ　 95
良

褐色

黄褐色

2
弥生式
土　 器

襲 24．4 － － 目線体部外面櫛描波状文　 頚部櫛描簾状文　 内面横へラミガキ 75 良
褐色

暗褐色

3
弥生式
土　 器

嚢 16．0 － － 口縁体部外面櫛描波状文　 頚部櫛描簾状文　 内面横へラミガキ 60 良 褐色

褐色

4
警 射 聾

14．9 6．4 2 1．3 口縁体部外面櫛描波状文　 体部下半横へラミガキ　 内面縦横へラミガキ 85 良
明褐色

明褐色

5
弥生式
土　 器

嚢 12．6 5．3 13．8 口縁休部外面櫛描波状文　 体部下半横へラミガキ　 内面縦横へラミガキ 95 良
暗褐色

黒褐色

6
弥生式 旛 16．9 － －

口縁休部外面櫛措波状文　 頚部櫛措簾状文　 体部下半へラミガキ
60 良

明褐色
土　 器 瓦 内面縦横へラミガキ 黒褐色

7
弥生式
土　 器

嚢 14．4 － － 日縁体部外面櫛描波状文　 内面縦横へラミガキ 50 良
鈍い黄褐色

橙色

8
弥生式
土　 器

磐 － － － 口縁体部外面櫛描波状文　 頚部櫛描簾状文　 内面横へラミガキ 底部～胴部上部 良
暗赤褐色

暗赤褐色

9
弥生式
土　 器

嚢 ［12．0］ － － 外面ナデ ・ミガキ　 内面口縁横ミガキ　 内面ナデ 50 良
黒褐色

黒褐色

10
弥生式
土　 器

壷 19．0 － － 内外面赤色塗彩 日縁～頚部100 良
赤褐色

赤褐色
巨 1 弥生式

土　 器
壷 － － － 内外面赤色塗彩　 頚部櫛描簾状文 頚部周辺破片 良

赤褐色

明赤褐色

12
弥生式
土　 器

高杯 13．1 － － 内外面赤色塗彩 杯部30 良 赤色

赤色

13
弥生式
土　 器

鉢 15．0 4．1 6．8
内外面赤色塗彩　　　　　　　　 ！ 25

良
赤色

赤色

14
弥生式
土　 器

高杯 － ［9．6】 － 外面 ・林部内面赤色塗彩　 脚部内面ナデ 40 良
赤色

赤色

15
弥生式
土　 器

蓋 つまみ

5．3 － － 内外面ミガキ　 つまみ多孔 （6） 4 0 良
鈍い褐色

橙色
i 16 弥生式

土　 器
蓋 つまみ

5．6 － － つまみ中央に孔 （1） つ まみ10 0 良
鈍い褐色

暗褐色
巨 7 弥生式

土　 器
蓋 つまみ

3．3 － … 内外面 ミガキ　 内黒　 つ まみ多孔 （3） 30 良
褐色

暗褐色
巨 8 弥生式

土　 器
壷 － 15．6 － 外面 ミガキ　 内面剥離　 炉に使用 底部～胴部下半 良

橙色

鈍い橙色
i 19 弥生式

土　 器
壷 － 6．4 － 外面ナデ　 内面パケ状工具によるナデ 底部～胴部下半 良

鈍い橙色

褐色
巨 0 弥生式

土　 器 婆 ［21．1］ － － ［］縁櫛描波状文　 頚部櫛描簾状文 口縁30 良
立

巨 弥生式
土　 器

嚢 － － － 目線櫛描波状文 日縁破片 良
鈍い赤褐色

暗赤褐色
i 2 2 弥生式

土　 器 嚢 － － － 外面櫛措波状文　 頚部櫛描簾状文 頚部下半～胴部 良 ［
明褐色

鈍い橙色
巨 3 弥生式

土　 器 慧 － － － 外面櫛描波状文　 頭部櫛描簾状文 頚部破片 良
橙色

鈍い橙色
巨 4 弥生式

土　 器
聾 － － － 外面櫛描波状文　 頚部櫛描簾状文 頚部破片 良

一一‥－…芸芸恵芸一一」

25
弥生式
土　 器 聾 － － － 外面櫛描波状文　 内面ナデ 胴部破片 良

暗褐色

明褐色

26
弥生式
土　 器 襲 － － － 外面櫛描波状文　 内面ナデ 胴部破片 良

褐色

明褐色

27
弥生式
土　 器 壷 － －

恒 惧 赤色塗彩 下半縦 ミガキ 内面ナデ
胴部破片 良

28
弥生式

土　 器
高杯 － －

恒 赤色塗彩 内面ナデ
脚部破片 良

赤色

鈍い黄橙色

29
弥生式
土　 器 壷 － －

i縦櫛描直線文 横断 摘 状文 内面ナデ 混入か ？
頚部破片 良

灰褐色

灰褐色

30
弥生式
土　 器 壷 － －

！櫛描簾状文 横沈線 混入か ？
破片 良 止

31
弥生式

土　 器
壷 － －

巨 唇部縄文 口縁鋸歯文 内面横 ミガキ 混入品 中期の土器 i 口縁破片
良

32 i 弥生式

土　 器

壷 i
－ －

唇 文　　　　　　　　　 ！ 破片
良

番可 出土位置　　 F　　 器　 種　　 E 長さ （cm ） F　 巾扇（cm ） l 厚さ （cm ） F　重量 （g） t　　　　 備　 考 ！

33 i 覆土　 i 磨製石斧　 巨 11・0］ i 7・2 I 3・1 i 450　 恒 ・敲き石に転用 ！

34 ！ Ⅱ区床上10cm ！　 砥石　 ！ 26・3 I 5・8 i 3・8 ！ 960　 恒 欠損 表面 ・側面使用 ！

35 i I 区床上6cm ！　 敲 き石　 ！ 8・8 i l・7 ！ 1・1 ！ 25　 恒 吾障 蔽打痕あ り

36 ！ 覆土　 ！　 みが き石 ！ 5・2 ！ 1・6 i l・2 i 13・7 ！

37 i 覆土　 ！　 磨石　 ！ 11・4 ！ 7・5 ！ 7・4 ！ 720　 恒 吾陀 持ち裏面の平坦面使用 ！

38 ！ 検出　 i　 不明　 ！ 5・8 i o・9 ！ 0・3 2 ！ 1・9 ！ ！
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M1号溝跡

遺構は調査区内中央を南北方向に区切る北部低地帯と

南部台地の地形変換地域である台地北端沿いを東西方向

にはしり、調査区西端付近で「L」字に方向を南に変え

調査区外に至る。規模は確認面上での幅2．0－2．9m、底

幅1．7m内外、深さ80cmを測る。確認できた長さは推定43

mを測り、M2号溝跡を切る。実際に掘り下げ調査を行

ったのは工事によって遺構の破壊が予測される3カ所の

限られた地域である。覆土は上層に黒褐色土、中層に暗

褐色土、下層に黄褐色士が堆積し、黄褐色土及び暗褐色

土下層に多く遺物が含まれていた。調査対象地域の地下

水位は高く、溝底面上20cm付近まで湧水が認められたが、

住居址の貯蔵穴底面上40cm付近まで水がたまり、周辺の

遺跡においては同時期の住居址床面まで湧水が認められ

ることなどから、当時の水位は現在より低かったと考え

られ、溝は通常、空堀であった可能性が推察できる。遺

物は弥生時代後期が大半を占め、特に東側調査地城から

は多量の土器が出土した。

図示したのは弥生式土器の聾e壷も小型壷e鉢e高杯、

磨石（蔽き石）33点である。時期は遺構内の遺物が弥生

時代後期箱清水期であることからほぼ同時期と考えられ

る。南方向には平成10年に調査を行った西一本柳遺跡Ⅶ

が所在し、南北方向に走る溝跡が調査されていることか

ら本遺構と同一遺構である可能性が高く、「L」字状に確

認されたコーナーを起点とし、商及び東方向に展開する

弥生時代後期の集落を取り囲む環濠的役割を持つ溝であ

った可能性が考えられる。

M2号溝跡

遺構はMl号溝跡とほぼ同じ地形変

換地域である台地北端沿いを東西方向

に走り、Ml号溝跡に切られる。確認

面上での幅2．2m内外、底幅1．8m内外、

深さは20－30cmを測り、Mlに比して

浅く覆土はやや明るい。遺物は弥生式

土器が僅かに出土した。時期は、弥生

時代後期の溝跡に切られており、調査

区内からは弥生時代中期の住居址も確

認されていることから、弥生時代中期

から後期に至る遺構と考えられる。

調
　
査
　
区
　
域
　
外
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査

調

Ml

l　黒褐色土（10YR2／2）　ローム、軽石含む。

2　黒褐色土（10YR2／3）　軽石多く、ローム粒含む。

3　暗褐色土（10YR3／4）　ローム多い。

4　暗褐色土（10YR3／3）　ローム粒、軽石含む。

5　暗褐色土（10YR3／4）　ローム粒、軽石多く含む。

6　鈍い黄褐色土（10YR4／3）ローム主体。

M　2

7　鈍い黄褐色土（10YR4β）　ロームブロック多く含む。

8　暗褐色土（10YR3／4）　ロームブロック多く含む。（2〉1）

9　褐色土（10YR4／4）　ローム主体。暗褐色土含む。

10　暗褐色土（10YR3／4）　ローム多く含む。

11灰黄褐色土（10YR5／2）砂層

ヽ
滞
空

M巨2号溝跡実測図

690700m

（1200） 5　m



M1号渚跡遺物実測図（1）
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M1号溝跡遺物実測図（2）
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Ml号溝跡遣物観察表
番号 器　 種 器形 口径（cm ）底径 （cm ） 器高（cm ） 調　　 整　　　 文　　 様 残存率 ・部位等 焼成 色調　 潟 雷

1
弥生式

土　 器
餐 16．2 ［6．7］ ［19．1］ 外 面櫛描 波状 文　 胴 部下半 縦 ミガキ　 ロ縁 内面横 ミガ キ 70 良

赤褐色

明褐色

2
弥生式

土　 器
襲 13．0 5．6 17．2 外 面櫛措 波状文　 胴 部下半 縦 ミガキ　 ロ縁内 面横 ミガ キ 80 良

赤褐色

褐色

3
弥 生式

土　 器
聾 ［13．5 ］ － － 外面 櫛描 波状文　 頚部 櫛描簾 状文　 口縁 内面横 ミガキ 口縁～ 胴上半 部 良

赤褐色

褐色

4
弥 生式

土　 器
聾 ［14．4］ － － 外面 櫛措波 状文　 頚部 櫛描簾 状文　 口縁 内面横 ミガキ 口縁～胴 上半 部 良

鈍い褐色

鈍い黄褐色

5
弥生 式

土　 器
嚢 ［16．0］ － － 外面櫛 描波 状文 口縁～胴 上半 部 良

鈍い黄褐色

暗褐色

6
弥生 式

土　 器
嚢 － － －

外面櫛 描波 状文　 頚部櫛 描簾状 文 頚 部～胴 上半部 良
灰黄褐色

鈍い黄褐色

7
弥生 式

土　 器
嚢 ［20 ．3］ － －

外面櫛 措波 状文　 頚部櫛 描簾状 文　 口縁類 部内両 横 ミガキ 口縁～胴上半破片 良
鈍い黄橙色

鈍い黄褐色

8
弥生 式

土　 器
聾 16 ．5 － －

外 面櫛 措波状 文　 内面横 ミガキ 口縁～胴上半破片 良
鈍い褐色

鈍い橙色

9
弥生式

土　 器
嚢 ［20 ．2］

－ －
外 面櫛 描羽状 文　 頚部櫛 措簾状 文 口縁～胴上半破 片 良

鈍い黄褐色

鈍い黄褐色

10
弥生式

聾 ［22．9］
－ －

外 面 目線 櫛描 波状 文　 胴 部外面 櫛措羽状 文　 頚部櫛 描簾 状文
目線～胴上半破片 良

鈍い黄褐色

土　 器 内面横 ミガキ 鈍い橙色

11
弥生式

土　 器
聾

－ － －
外 面櫛描 羽状 文　 内面横 ミガ キ 胴 上半破 片 良

鈍い赤褐色

鈍い褐色

12
弥生式

土　 器
嚢

－ 5．6 －
外 面上半 櫛描斜 状文　 下 部縦 ミガキ　 内面斜 め ミガキ 底 部～胴 部 良

鈍い橙色

鈍い橙色

13
弥生式

て土ご － ［8．7］
－

外 面赤色 塗彩　 頚部櫛 措横 線文 ・縦垂下 文
60 良

赤色

土　 器 宣E 内 面口緑 赤色 塗彩　 横 ミガキ 鈍い橙色

14
弥生式

・こ土ご ［16．4 ］
－ －

外面 赤色 塗彩　 頚部 上部櫛 描簾状 文 ・下 部櫛描 横線 文
50 良

赤色

土　 器 笠E 内面 口縁 赤色塗 彩　 横 ミガキ　 内面　 パ ケ 目　 ナ デ 鈍い橙色

15
弥 生式

二土ご ［34．0 ］
－ －

外面 赤色 塗彩　 口辺櫛 描波 状文　 頚部矢 羽状 文
口縁 ～胴上 半 良

赤色

土　 器 竺E 内面 目線赤 色塗彩　　 パ ケナデ　 ミガキ 鈍い橙色

16
弥 生式

－ニ土こご ［31．8］ － －

外面 ・内面 口縁 赤色 塗彩　 外 面 目線櫛描 波状文　 頚 部櫛描簾 状文 ・
口縁 ～胴上半 良

赤色

土　 器 宣E 櫛描横 線 文 鈍い橙色

17
弥 生式

土　 器
襲 ［17．0］

－ －
外面 赤色塗 彩　 内面パ ケ 目 口縁 45 良

赤色

鈍い橙色

18
弥 生式

土　 器
ー＝ビ宝E － 8 ．5 － 外面赤 色塗 彩　 外 面下 部縦 ミガ キ　 内面斜 め　 横 パ ケ 目 底 部～胴 部下 半 良

赤色

赤褐色

19
弥 生式

土　 器
・ニニ土ご雪ぎ 15．7 ［10．5］

－
外 面 ミガ キ　 頚部櫛 措横 線文　 内 面横 ミガキ　 パケ 目 口縁 ～胴 上半部 良

橙色

橙色

20
弥生 式

土　 器
＝土ご隻E － 6 ．8 －

外 面縦 ミガキ　 底 部直 上周縁 ナデ　 内面櫛 目 底 部～胴 部下半 良
橙色

橙色

2 1
弥生 式

土　 器
士雪ぎ 9．9 6．1 9．0 外 面 ・内面口縁 赤色 塗彩　 外面頚 部櫛措 簾状 文　 内面ナ デ ・ミガキ 口縁一 部欠損 良

赤色

褐灰色

22
弥生 式

土　 器
士宝E 11．0 － － 内外面横 ミガキ 80 良

灰黄褐色

明黄褐色

23
弥生 式

土　 器
鉢 16 ．7 3．4 6 ．1 内外面赤 色塗 彩 ほぼ完 形 良

赤色

赤色

24
弥生式

土　 器
高士不 24 ．7 － － 内外 面赤 色塗彩　 脚 部欠損 杯 部80 良

赤色

赤色

25
弥生式

土　 器
嚢 － － － 外 面櫛描 波状 文　 櫛 描簾状 文　 内面 ミガキ 頚部 ～胴部破 片 良

鈍い橙色

鈍い橙色

26
弥生式

土　 器
聾 － － － 外 面櫛措 波状文　 櫛 描簾状 文　 内面 ミガキ 頚部 ～胴部破 片 良

鈍い橙色

鈍い橙色

27
弥生式

土　 器
整 － － － 外面 櫛描 波状文　 内 面横 ミガキ 胴 部破片 良

鈍い褐色

鈍い褐色

28
弥生式

土　 器
嚢 － － － 外面 櫛描波 状文　 内面 横 ミガキ 胴部 破片 良

鈍い赤褐色

鈍い橙色

29
弥生式

土　 器
嚢 － － － 外面 櫛措羽 状文　 櫛措 横線 文　 内面 ミガキ 頚部～胴 部破 片 良

灰褐色

鈍い橙色

30
弥 生式

土　 器
聾 － － － 底部 木葉痕　 内面 へ ラナ デ 底 部 良

鈍い橙色

鈍 い黄橙色

3 1
弥 生式

土　 器
嚢 － － － 外面輪 積み 痕 ・縄 文　 内面横 ミガキ 口緑破 片 良

鈍い褐色

褐色

3 2
弥 生式

土　 器
嚢 － － － 外面 円形貼 り付 け文　 縦 沈線　 内 面横パ ケ 目 胴部破 片 良

鈍い黄橙色

鈍い黄橙色

番号 出土位置 器　　 種 長さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重量 （g） 備　　　 考

33 Ⅲ区 磨 り ・敲 き石 12．4 5．9 5．3 5 20 両 端部 に敲打痕 あ り

（⊃1

M2号溝跡遺物実測図

M2号溝跡遣物観察表
番号 出土位置 器　　 種 長さ （cm ） 幅 （cm ）

1 Ⅲ区 磨 り ・蔽 き石 10．1 3．2

備　　 考 厚 さ （cm ） 重量 （g ）

両 端に蔽 打痕 あ り 2 ．8 141．9
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M3、4、5号溝跡

遺構は調査区南の低地帯にあり、M4、

5は東西方向に、M3はやや向きを北東か

ら南西方向に向けて走る。規模はM3が帽

3m～1．5m、深さ45cm、長さは調査規模で

7mを測る。M4は幅40cm、深さ20cm、長

さは調査規模で6．2mを測る。M5は幅80cm

内外、深さ30cm、長さは調査規模で6．2mを

測る。遺物は各遺構とも出土しなかった。

低地に走る自然の流路である可能性が考え

られる。

M3・4・5号溝跡実測図

H2号住居址検出時出土遺物

4：．

M5

H2号住居址検出時出土遺物実測図
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H2号住居址検出時出土遺物観察表
番 リ▼ 器　 種

1んJt　 L

器 形 日 経 （clu ） 底 径 （c n l） 器 高 k m ） 調　　 整 ・　 文　　 様 残 存 率 ・部 位等 焼 成 色調　 措 忠

1 弥 生

土

壷
－ ー

頚 部 縄 文 へ ラ 描 き櫨 線 ・山 形 文　 胴 上 半 部 櫛 描 き斜 線 文

へ ラ 描 き 文　 胴 糾 ・‾一半縦 ミ ガ キ　 内 面 剥 離 激 しい
頚 部 ～ 胴 部 4 0 良 輿 ．：．要

望

型 堅．

色

2
弥 生 式

」二　 器
壷 － － － 外 面 櫛 描 斜 線 文　 内 面 L 悔 ト 頚 部 灘 ナ デ　 3 と同 一個 体 の 可能 惟 あ り 目 線 ～ 胴 上 半 部 良

然 些 型 旦

黒 褐 色

3
弥 生 式

土　 器
発 － － 外 面 櫛 描 斜 線 文　 底 部 穀 物 粒 痕　 内 面 櫛 ナ デ　 2 と 同 一・の 可 能 惟 あ り 底 部 ～ 胴 下 半 部 良

．．．．．旦 輿＿些

長浦 褐 芭

4
弥 生

ヒ
丑

ー － － ‖ 唇 部 縄 文 口 縁 破 片 良

火よ　 一

里型 些

褐 色
5

弥 生 式

土　 器
壷

－ － 外 面 縄 文　 へ ラ 描 き 沈 線 胴 部 破 片 良
塑 墾嬰 些

鈍 い黄 橙 色

6
弥 生 式

土　 器
丑 ー － －

外 面 縄 文　 へ ラ 措 き 沈 線　 桟 ミ ガ キ
胴 部 破 片 良

l n

黒 褐 色

褐 灰 色

7
弥 生 式

土　 器
兜 － － 外 面 櫛 描 斜 線 文　 内 面 ミ ガ キ 胴 部 破 片 良 二十

準準 ．

、海 南

硯
緑
喜
郎
恕

西一本柳遺跡刃試掘トレンチ配置図（1：750）
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西一本柳遺跡刃調査区全景（南東から）

：説．．霊、室．－一遍こ・てこ
圏担監泡盛盛選溢迩

検出作業風景

完禦恵
鹿

袈醇二㌢
i妄義盛曇三・ft二幸

M1号溝跡調査風景
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Hl号住居址調査風景
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Hl号住居址炉跡（下層埋設土器片除去後）

H1号住居址遺物出土状況
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H1号住居址出土遺物（1）
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H1－21

H1号住居址出土遺物（2）
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鴨蒙

Hl＿37　上38

H1号住居址（3）・M1号溝跡出土遺物（1）
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M1－9

Ml号溝跡出土遺物（2）
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離

M1号溝跡出土遺物（3）
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Ml号港跡出土遺物（4）
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M1－32

●
M1－28

M1号溝跡（5）・M2号溝跡、H2号住居址検出時出土遺物
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＿享享＿＿＿慨J′：－‾†l‾ll：；享重器蕪

＿襟＿二＿蜜J：＿：′三‾二＼＿＿l穣逐索：
甫甘GAS粗目）のKU禍の

長野県佐久市太字下平尾
東大久保遺跡発掘調査報告書

大蔵不動産株式会社

長野県佐久市教育委員会



乗大久保遺跡群　乗大久保遺跡

所　在　地　佐久市大字下平尾383－1

調査委託者　大蔵不動産株式会社

開発事業名　宅地造成

調査期間　平成16年1月19日～1月21日（現場）

平成16年1月22日～2月10日（整理）

調査面積　40ni

調査担当者　上原　学

東大久保遺跡群　東大久保遺跡位置図（1：50，000）

例言・凡例

1．本書は平成15年度に調査を行った長野県佐久市大字下平尾に所在する東大久保遺跡群東大久保遺跡の発掘調査報

告書である。

2．作成・執筆は上原が行った。

3，本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

4．遺跡の略称－SHO

5．遺構の略称　竪穴住居址－H　　溝跡－M

6．スクリーントーンの表示は以下の通りである。

遺構　地山断面方＋　焼土・炭化物　　　床　下

遺物　須恵器断面〃

7．挿図の縮尺　　遺構　住居址・土墳墓－1／80

遺物　土器－1／4

8．調査グリッドは公共座標に基づき4×4mに設定。

9．写真図版中の番号と同一遺構の実測図番号は一一致する。

10．遺構の標高は各遺構ごとに統一し、水糸高を標高とした。

11．土説・土器色調は、農林水産省水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修1987年度版『新版標準

土色帖』の表示に基づいた。

立地と経過

東大久保遺跡群は、佐久市上平尾及び下平尾地積に所在し、南北方向に広く展開する。標高は720－740mを測り、

西側には湯川が商流する。調査対象地は遺跡群の南に位置し、標高728mを測る。

今回、大蔵不動産株式会社による宅地造成事業が行われることとなり、遺構の有無を確認するため開発面積1494．6

前の内250rd（トレンチ面積）の試掘調査を実施した。その結果、調査区南から北壁にカマドを伴う住居址が確認され

たため、開発主体者と協議を行い、遺構の記録保存を目的として佐久市教育委員会が主体となり、発掘調査を行う運

びとなった。
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遺構と遺物の詳細

遺　構　　　竪穴住居址

溝状遺構

遺　物　　　出土量

内　容

基本層序

今回調査を行った地域

の基本層序は上層から耕

作土（層厚50cm）、黄褐

色土ロームである。遺構

の確認は耕作土を除去し

た黄褐色ローム土上面で

行った。

1軒　　　　平安時代（9世紀前半）

1条　　　　不明

テンバコ3分の1箱（58×36×20cm）

土師器（杯・整・小型整）

須恵器（杯）

基本層序模式図

調査区・試掘トレンチ配置図（1：1，000）
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遺構と遺物

覧湘麗
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0　　　　　　　　　　2nl
L　（1溜0）　一

黒褐色ヒ10YR2／2　ローム粒、軽れ含む

黒褐色LlOYR2ノ3　ローム料、軽石含む

暗褐色1．10YR3／4　ローム多く含む。

暗褐色LlOYR3β　ローム料少「，t、軽石少÷ll．含む

児褐色」10YR2／3　ローム粕、嵯1i含む。
出
… 褐色－Il（）YR2／3　軽イi、ローム粘含む

培裕色110YR3／4　ローム粘多く、軽石含む。

盾褐色L10YR3／3　ローム榊多く、軽石少u含む。

暗掲色⊥10YR3／4　焼＿上、抜多く含む。

暗赤褐色」2．5YR3ノ4　焼土層（火床）

暗褐色こい10YR3／4　地上、炭化物、ローム含む。

黒船色上10YR213　娩士、炭化物、ローム少㌫含む。

褐　色　L　75YR4ノ4　娩ヒ少量含む。

鈍い黄褐色士10YR4／3　粘1二層。（袖）

褐　色」二10YR4／4　ローム主体、褐色上含む。（袖）

褐　色　LlOYR4／b　褐色上含む、ローム主体。（蜘方）

褐　色　土lUYR4ノ4　黒褐色」、掲色t、軽石含む。（振方）
鈍い兵拗色＿t＿10YR4／3　脱化物、軽石、ローム多局に含む

褐　色　LlOYR4／4　ロームブロック、黒色ブロック含む。

20　暗褐色lニ10YR3β　ロームブロック多く、黒褐色1二ブロック含む。

竪穴住居址実測図

遺構の規模は東西4．1m、南北3．6m、床面までの深さ55cm内外を測り、平面形態は隅丸方形である0床面は固く平坦

で土間状を里し、ピット2個、土坑2基が認められた。位置的に主柱穴とは考えられない。カマドは北壁のやや東寄り

に構築され、粘土を使用した両袖が壁面から住居内に60cmほど張り出し、内壁に石を利用していた。袖に囲まれた火

床部には径40cmの範囲で焼土の堆積が認められ周辺から土器が出土した。掘方は、東及び西側の一部は溝状に深く掘

り込まれていたが、他の部分は6cm前後と薄い状態であった。

出土遺物は土師器整・須恵器杯が出土した。本住居址の年代は、［コ］の字状口縁をもつ土師器嚢（武蔵嚢）、底部

回転糸切り後無調整の須恵器杯といった遺物の特徴から9世紀前半と考えられる。

∈＝フ
／

竪穴住居址出土遺物実測図（1）
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8

竪穴住居址出土遺物実測図（2）

竪穴住居址出土遺物観察表

番号 器　 種 器形 Ll径 （cm ） 底径 （cm ） 器高（cm ） 調　　 整 ・ 文　　 様 残存率 ・部位等 焼成 色調　 豊 雷

1 須恵器 杯 9 5．5 2 ．7 内外面 ロ クロナデ　 底部 回転糸切 り 70 良好
褐灰色

褐灰色

2 須 恵器 杯 ［12．6］ ［5．0 ］ － 内外南 口 クロナデ　 底部 回転糸切 り 底部 ～口縁破 片 良
鈍い黄褐色

褐色

3 須 恵器 杯 ［14．5 ］ － － 内外 南 口 クロナデ 日縁 ～体部破 片 良好
鈍い黄褐色

褐灰色

4 須 恵器 杯 ［12．8 ］
－ － 内外 面 ロク ロナデ 口緑 ～体部破 片 良 好

灰黄褐色

灰黄褐色

5 土 師器 杯 － 6．2 － 内面 黒色処 理 ・磨 き　 底部 回転糸 切 り 底 部破片 良
異色

褐色

6 土 師器 小型 嚢 13．3 5．4 － 口縁桟 ナ デ　 胴 上半部 横 ・下半部 縦 ・底 部へ ラケズ リ、 内面ナ デ 8 0 良
明赤褐色

暗褐色

7 土 師器 聾 ［2 1．3］ － － 口縁横 ナ デ　 胴上 半部 横 ・下半部 縦へ ラケズ リ、内面 ナデ 口縁～休 部破 片 良
橙色

橙色

8 土 師器 嚢 ［18．9］ － － 目線横 ナ デ　 ［コ］の 字状 口縁　 外 面へ ラケ ズリ　 内面へ ラナ デ 口縁 一体 部破 片 良
赤褐色

暗赤褐色

9 土師 器 聾
－ － － 外 面上 半部斜 めへ ラ ケズ リ　 下半 部縦へ ラケ ズリ　 内 面へ ラナデ 体部破 片 良

鈍い赤褐色

暗褐色

溝状遺構

遺構は調査区南の竪穴住居址東に位置する。

調査規模は幅1．2m、深さは15cmを測り、お

よそ南北方向にのびると考えられる。底面は

非常に固く硬質である。遺物は出土しなかっ

た。本遺構は、底面硬質で、深さが浅いとい

った状況から道であった可能性もあり得る。

93

A I A’

1　暗褐色土10YR3／3　ローム多くしまりややあり。底面硬質。

溝状遺構実測図



カマド全景（南西から）
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竪穴住居址出土遣物
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指定文化財位置図
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※図中の数字は一覧表の私と呼応する。

図中の記号は以下のことを示す。

◆　国指定文化財（8件）

▲　県指定文化財（14件）

●　市指定文化財（39件）

（縮尺1：50，000）
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